
    
      
        
      
    

  






			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　初陣

			


			「ちきしょうめ！」

			　真新しい鎧兜に身を包んだ少年は、大声で泣きわめいていた。

			　眼下では、武田菱たけだびしの描かれた赤い軍旗の群れが、大地を這はう血の大河のように粛々と撤退していく。

			　悔し涙に濡れた眼に強い光を宿して、まっすぐに敵軍を睨みつけた彼は、真っ黒に日焼けした肌をし、彫りの深い目鼻立ち。すらりとした長身は鞭のようにしなやかで、極限にまで鍛えられている。いざとなれば爆発的な瞬発力を発揮するであろうその恵まれた体たい躯くは、猛々しい性格とあいまって武士の子弟以外には考えられない雰囲気を醸し出していた。

			「せっかく初陣の功名をあげようと思ったのに！　これじゃあげられねぇじゃねぇか！　勇猛でならした武田家もこんなものか！」

			　これがのちに『鬼日向おにひゅうが』『軍勝成いくさかつなり』と異名をとり、猛将の名をほしいままにした水野みずの藤十郎勝成とうじゅうろうかつなり、十六歳、初陣の日の肖像である。この時代、生まれてすぐに一歳とする数え年なので、今風にいえば十五歳の少年であった。

			　───場所は遠州掛川えんしゅうかけがわ。ときに天正七年（１５７９）九月二十八日のことで、戦国時代の佳境として知られる『元亀天正げんきてんしょうの戦』の只中である。

			　中央に巨大な勢力を持った織田おだ信長のぶながと、それに反発して名目的に室町十五代将軍足利義昭あしかがよしあきを奉じた連合軍との死闘が繰り返された時代だ。

			　足利陣営の雄のひとりにして、甲斐、信濃、上野、駿河、遠江とおとうみにまたがる領主であった戦国大名武田勝頼たけだかつよりは、勇猛という点では戦国屈指の武将だった。しかしながら、目前に敵がいれば戦うという近視眼的な猪武者ではない。戦局に利なしと見れば、戦略的撤退もする。

			　勝頼ほどの勇将をして戦わずに退かねばならぬほどに、勢力の均衡が大きく崩れたそもそもの原因は『御館おたての乱』に起因した。

			　これは前年の天正六年（１５７８）三月十三日、足利連合軍で最大の軍事力を持ち、越後の軍神「毘沙門天びしゃもんてんの化身」として名高い上杉謙信うえすぎけんしんが脳溢血で死去し、その後継者の座をめぐって、謙信の姉の息子・上杉景勝かげかつと、関東の雄・北条ほうじょう家から養子（景勝の妹婿）に入っていた上杉景虎かげとらが家督を争った事件である。

			　当然ながら北条家四代目当主・北条氏政うじまさは、一族の上杉景虎を支援した。

			　しかし、氏政の妹を妻にしていた勝頼は、敵方の上杉景勝に妹の菊姫きくひめを嫁がせて支援する。

			　一見、勝頼の不義にも見える行為だが、上杉と北条は関東の支配権をめぐって長年抗争を続けてきた宿敵同士であった。上杉謙信が反信長陣営に身を投じた瞬間から、北条は信長陣営との接近を図っていた節が見られ、勝頼としては北条に信をおけなかったのだ。しょせん、足利連合軍は野合集団にすぎなかったという典型的な事例のひとつといえるだろう。

			　いずれにせよ勝頼の支援に勇を得た景勝は、一年を超える抗争の果てに今年の三月二十四日、ついに上杉景虎を討ち取った。

			　これにて『御館の乱』は終了したのだが、北条氏政は激怒。それを名目に武田勝頼との同盟を破棄し、九月五日、武田氏の当面の敵、東海の雄・徳川とくがわ家康いえやすと和議を締結。共通の敵として武田勝頼にあたることを約束した。

			　九月十五日、武田勝頼と北条氏政は、甲相こうそう国境の黄瀬川を挟んで対陣。

			　遅れること二日。十七日には、徳川家康もまた遠州掛川に出陣した。

			　仮に掛川を押さえられると、武田の遠州における拠点高天神たかてんじん城が敵地で孤立することになる。それを恐れた勝頼は、北条には押さえの兵を残しただけで、主力を率いて掛川に向かった。しかし、二正面作戦を強いられた勝頼は、交戦することなく掛川から甲府へと馬を返すことになったのだ。

			　さすがにその退却は、追撃を許さない見事な指揮ぶりだったが、敗北は敗北である。

			　徳川軍は戦わずして勝利した。つまり、徳川・北条同盟という戦略の勝利である。いや、それだけにとどまらない。戦わずに撤退したということは、武田軍の軍事行動が遠州には及ばないということを証明したことにもなるのだ。

			　この瞬間こそ、徳川と武田の長くて苦しい戦いの一大転換点となる。

			　しかし、沸き立つ北条軍とは違って、徳川軍は少しも浮かれたところがなかった。

			　徳川軍の出陣が、北条との約定の日より二日遅れたのには理由がある。

			　十五日、徳川家康の嫡男信康のぶやすが自害していたのだ。勇猛果敢な若武者として将来の期待を一身に集めた御曹司が、二十一歳の若さにして自刃せねばならなかったという緊急事態のために、徳川軍の出陣は遅れていたのである。

			　無論、初陣の功名のみを考えていたこのときの勝成には、そんな雲の上の話はどうでもいい。情けなくも、一戦も交えずに逃げていく武田軍を涙ながらに罵倒し続けていた。彼にとって、戦場とは手柄を立てる場所にすぎなかったのだ。

			「武田勝頼の臆病者め！　引き返してきて俺と戦え！」

			　猛々しい叫び声が、山野に虚しく木霊していた。

			※

			「……こたびは誠にご愁傷にござりました。心からお悔やみを申し上げまする」

			　失意のうちに帰陣した勝成を待っていたのは、さらに気が滅入るような仕事であった。

			　すなわち、徳川信康の未亡人を実家の織田家に送り届ける任務が水野みずの家に下ったのだ。

			「拙者、三河刈谷城みかわかりやじょうまでの護衛を仰せつかりました水野惣兵衛忠重みずのそうべえただしげにございます。倅せがれの藤十郎共々、以後、お見知りおきくだされ……これ藤十郎、姫さまにご挨拶を」

			　父親に従って進み出た勝成は、うら若き姫君の圧倒的な美しさの前に、つい先ほどまで初陣の功名があげられずにごねていたのも忘れ、声もなく見惚れてしまった。

			　織田五徳ごとく。織田信長の長女にして、徳川家康の嫡男・信康の夫人であった女性だ。

			　女子を二児出産していたが、息子を失ったばかりの家康はふたりの孫娘までも手放すことを潔しとしなかった。

			　そのため、五徳はたったひとりでの寂しい里帰りを余儀なくされる。子持ちの未亡人といっても、いまだ二十一歳の若さだ。

			　織田家は美人の家系といわれている。大名家などの特権階級に生まれる男は、正室こそ政略結婚で迎えるが、側室として好きなだけ美人を物色するのだから、必然的に美貌の男女が増えるのだ。

			　五徳の母・吉乃きつのは、その美貌ゆえに若き日の信長に見初められた。信長は、美濃斎藤道三さいとうどうさんの娘・帰蝶きちょう（濃姫のうひめ）と政略結婚し、他にも数限りない女性に手を出したが、本当に愛していたのは吉乃といわれている。

			　吉乃に対する信長の寵愛は大変なもので、信長の後継者・信忠のぶただが吉乃の腹であるのはもちろん、次子の信雄のぶかつは別の側室の生んだ子・信孝のぶたかよりも二十日ばかり遅く生まれたにもかかわらず、次男としたほどであった。

			　しかし、信長の寵愛が激しかったばかりに、信忠、信雄、五徳という三人の子供を年子で産んだため、吉乃は体を壊して亡くなったという。

			　冷酷非情の代名詞として語られる信長をして、小牧山こまきやま城の櫓やぐらにのぼり、はるか西方の墓地を望んでひとり涙を流さしめたというから、吉乃の死がいかに悲しかったかが窺うかがえる。

			　五徳は、その娘だ。父母いずれに似ても、美人になる血筋にある。

			「これ、藤十郎……！」

			　戦のことしか考えたことのない武辺一辺倒の少年が、思わず馬鹿のように口を開けて見惚れてしまったのも無理からぬことだろう。

			「水野藤十郎勝成にございます……道中、命に懸けてお守り申し上げます！」

			　水野氏の通字は「忠」である。勝成にも「忠則ただのり」という名前があるのだが、本人的には気に入らなかったようで、生涯に一度しか使った記録がない。

			　息子の名乗りに忠重はもの言いたげな顔をしたが、貴人のまえであるということで、自重したようだ。

			　儚げな美貌の未亡人は、一同に目礼してから華美な駕籠に乗り込む。

			（いやー、綺麗な人だなぁ、眼福眼福）

			　気の重くなる主命に粛々と従う兵士たちの中にあって、勝成はひとり上機嫌で張りきっていた。

			　この天正七年（１５７９）とは、終わりなく混沌を極めた戦国時代の行方に、ひとつの終着点が見えた年である。

			　すなわち、十一年間もの長きにわたり織田信長に執拗な抵抗をしていた宗教集団の長・本願寺顕如ほんがんじけんにょが、まだ余力があるにもかかわらず十二月二十五日、その軍門に下ったのだ。天下人はいよいよ織田信長だ、とだれもが確信する。

			　無論、顕如が徹底抗戦を諦めた判断材料に、反織田信長の一大旗手であった上杉王国の崩壊、北条の離反、そして武田軍の遠州掛川の撤退という一連の大事件の影響が多分にあっただろう。

			　信長本人も、自分こそが天下人だという絶対の自負を抱いたらしく、これを機会に、家中の大粛清を行なった。

			　それまで筆頭家老であった林秀貞はやしひでさだを二十五年前に謀叛した罪で追放。織田家中で最大の兵力を与えられていた宿将・佐久間信盛さくまのぶもりも、石山本願寺城攻めに五年もかかったのは無能だという烙印を押されて追放。美濃三人衆にして名軍師竹中半兵衛たけなかはんべえの舅しゅうととして知られた安藤守就あんどうもりなりは、半兵衛亡きあとは不要と考えたのか、武田家に内通したという容疑で追放。

			　これらの大粛清劇によって、信長が何を意図していたかは結果を見るとわかる。

			　すなわち、権臣けんしんたちを廃して、信忠、信雄、信孝といった自分の子供たちをそれぞれ要職に据えたかったのだ。

			　従属国の当主・徳川家康に、妻の築山殿つきやまどの（瀬名せな姫）と長子・信康が武田勝頼に内通しているという容疑で粛清命令が下ったのも、その粛清劇の前触れだったのだろう。

			　御館の乱によって、大上杉の国力が半減したいま、徳川が武田方などの室町幕府勢力と結んでも脅威ではない。そこで盟友徳川家康の領土が大きすぎると考えていた信長は、無理難題を押しつけることで挑発し、万一、家康が反旗を翻ひるがえせば、攻め滅ぼしてその領土を手に入れようとしたのではないか、と思われている。

			　また、この事件の裏側には、勝成の与あずかり知らぬところで水野家が、深くかかわっていた。

			　水野家というのは、三河と尾張にまたがる豪族である。

			　勝成の祖父水野忠政みずのただまさは、駿河、遠江、三河の雄今川いまがわ氏と尾張の織田氏にいい顔をしつつ、近隣の有力者たちに娘を嫁がせて上手く立ち回った。

			　おかげで今川家の傘下であった徳川家康の母は、忠政の娘於大おだいの方かただ。

			　忠政が亡くなると息子の水野みずの信元のぶもとがあとを継ぐ。この信元は、明確に織田の味方を表明。そのせいで於大の方は生後間もない家康を置いて、実家に帰されてしまった。

			　しかし、信元の選択は間違っていなかったのだろう。水野家は知多ちた半島の雄となり、織田信長の台頭に大きく貢献した。また徳川家康を今川から織田方へと寝返らせたのも彼の功績だ。

			　織田信長、徳川家康の若いころの重要合戦にはほとんど顔を出している。

			　おかげで信元の最盛期の石高は、二十四万石といわれるほどだ。石高だけで考えると過大だが、当時の日本最大の窯元かまもと常滑とこなめを抑え、知多半島をめぐる海運の利益を考えれば、そのくらいの地力はあったのだろう。

			　信長、家康からみると、恩人といっていいほどの人物だ。

			　しかし、天正三年（１５７６）十二月、信長の武将・佐久間信盛の讒言ざんげんにより武田勝頼に内通した疑いをかけられて殺害されてしまった。

			　この事件の救いのないところは織田信長以外の関係者がみな、信元は冤罪だと思っていたらしいことだ。

			　家康は、信長に翻意を求めていたという。

			　しかし、家康の嫡男の信康が暴走。側近である石川数正いしかわかずまさに信元を誘い出させて、平岩親吉ひらいわちかよしに殺害させた。

			　刺客であった親吉は、信元の屍を抱いて泣きながら謝罪したという。

			　勝成の父忠重は、信元の末弟である。

			　今川家から独立したばかりの家康を助けるために、信元の指示で徳川家に派遣されていたのだ。そのため難を逃れた。

			　そして、信元粛清事件によって徳川家臣団は真っ二つに割れてしまう。

			　すなわち、徳川家康の浜松派と、松平まつだいら信康の岡崎派だ。

			「信元どのは、我らの恩人だぞ。それを事実無根の罪で謀殺するとは何事だ」

			　と徳川古参の家臣は義憤にかられ、信康を徳川の次期当主として相応しくない、と考えるようになったのだ。

			　そして、この派閥争いの裏側に、信元の妹にして、家康の母、そして、勝成の伯母於大の方がいたといわれる。

			　信元粛清にともない水野家が潰れると、於大の方は息子の家康の下に身を寄せていたのだ。

			　彼女が兄の仇である岡崎派に好意的である理由がない。

			　家康の側室お愛あいの方（西郷局さいごうのつぼね）が、天正七年（１５７９）四月七日に長丸ちょうまる（のちの徳川秀忠ひでただ）を産むと、その乳兄弟に甥の勝成を当てた。

			　といっても、十六歳の勝成が、乳飲み子相手に何かできるはずもなく、この時点では単なる形式上のことだ。

			　このような折に、五徳の夫・信康が側室を持ち、その手配したのが姑の築山殿らしい、と愚痴った手紙を五徳が父・信長の元へ出した。

			　五徳は女子をふたり儲けたものの、肝心の嫡男をあげていない。もし、信康に誠意があれば、この段階で側室を持たせることはあってはならないことだった。

			　信長はこの手紙を利用して、徳川筆頭家老にして、浜松派の棟梁酒井忠次さかいただつぐを呼び出して締め上げる。

			　忠次は信康を弁護しなかった。

			　自分の書いた手紙が、よもやそんな高度な政治的綱引きに使われたあげくに、夫と義母を死に追いやることになろうとは、五徳の想像の及ばぬ事態だったに違いない。だが、結果的には悪女の汚名を着せられ、ふたりの子供を奪われ、婚家を追われたのである。

			「姫さま、いま少しの辛抱です。間もなく刈谷城にございます」

			　難しい政治の話などまるで理解できない勝成は、ただこの綺麗な姫君に夢中になって、道中、駕籠かごの周りを独楽鼠こまねずみのようにかしましく動き回っていた。

			　水野一行の護衛は織田と徳川の国境にある三河刈谷城までである。ここで一泊して翌日から織田家中のものと代わる手はずだった。

			　その夜、城内では傷心の五徳姫を慰めるために、別れの宴が設けられる。

			　若い男衆は膳を持って、五徳姫や女房衆に酌をして回ることとなった。

			　女を接待するときは、若い男がするものだ。男が接待されるとき若い女がいいのと同じで、女も若い男にちやほやされることを喜ぶ。

			　もっとも、儚はかなくも超然とした美貌の五徳姫が、このような俗な接待を楽しんでいるとはとても見えなかったが……。

			「なぁ、勝成。さすがは五徳さまお付きの女房衆。みんな綺麗だな」

			　大広間から下がったところで、そう耳打ちしてきた少年は、勝成とともに男芸者をやらされている中山重盛なかやましげもりだった。重盛は水野忠重の姉婿・中山勝時かつときの孫で、勝成とは半従兄弟の関係にある。

			　中山氏の領地であった桶狭間は、あの有名な桶狭間の戦いの舞台となった。また、童話『ごんぎつね』の舞台でもあり、作中に「中山さま」が登場する。

			「そんなの興味ねぇよ」

			「ほう、そんなこと言っていていいのか？　旅に出た女は開放的な気分になるものだ。気に入られたら、夜伽よとぎを命じられるかもしれぬぞ。……ほら、右京うきょうなど、先ほどから女房衆に気に入られようと、ちょろちょろしとる」

			　重盛の視線の先では、勝成の母方の従兄弟である都築つづき右京景春かげはるが甲斐甲斐しく動き回っていた。

			「それにだ。おまえのお気に入りの五徳さまだってあるいは……」

			「ま、ま、誠か！」

			　目の端で、麗しい五徳姫の姿を捕らえながら、勝成は重盛に食って掛かる。

			「ばーか、本気にするやつがあるか。あんな雲の上の女性がそんなことするはずねぇだろ」

			「てめっ……！」

			　からかわれたと知った勝成は重盛の尻を蹴飛ばした。すると、たまたま空皿を持って下がってきた右京にぶつかる。

			「わっ、あぶねぇな！　なにすんだよっ！」

			「うるせぇ、この野郎、馬っ気出してんじゃねぇよっ！」

			　勝成は巻き添えの右京まで蹴りを入れた。ガチャンガチャンッと派手な音がして、投げ出された皿が砕け散る。

			　それを契機として、元気の有り余っている少年たちは、取っ組み合いの喧嘩をはじめてしまった。その喧噪は当然ながら、壁越しに姫様たちにも届く。

			「おほほほ……。ほんに元気だこと」

			　隣室での騒動を聞いた女房衆たちは愉快げに笑った。

			　男衆のみならず、五徳姫お付き女房衆たちは傷心の主君を慰めようと心を砕き、場を盛り上げようと努力していたのだ。

			「勝成どのはおいくつで？」

			「十六歳になります」

			　女房衆の質問に勝成は、平然と答えた。喧嘩相手の少年たちは打ち身や痣ができたのに、彼のほうはまったくの無傷である。

			　そんなやんちゃ坊主ぶりに、女房衆の方々は愛しげに目を細めた。

			　女といえども乱世に武家の屋敷に奉公しているのだ。普段から武士を見慣れている。なにげにお酌をして回るだけでも、勝成の颯爽とした立ち居振る舞いを見れば、使える武者かどうかの判断はおよそ察しがつく。

			「勝成どのは、ほんによい男っぷりですこと。さぞ女に、おもてになるのでしょう」

			「いえ、そのようなことは……」

			　生意気盛りの少年が赤くなるのを見て、女房衆は愉快そうに笑う。年上の女にとって、こういう童貞臭い少年は玩具である。みなでからかって楽しんでいるのだ。

			「勝成どのは、信康さまに似ておりますな」

			「それは信康さまとそれがしは……縁戚になりますゆえ」

			　徳川家康と勝成は、年は離れていたが従兄弟だ。従って勝成と家康の子・信康にも血の繋がりはある。

			　勝成も信康も血縁関係がある上に、若き日から武辺者として知られた存在であったから、容姿や雰囲気が似ていても不思議はない。

			　不意に五徳姫は立ち上がった。

			「……っ」

			　亡夫・信康のことを話題にしたのは不謹慎だったかと場が緊張するなか、そんな空気など知らぬ風に五徳は口を開く。

			「少し酔いました。酔いざましに中庭を散策してきます」

			　慌てて付き従おうとする女房衆や侍女たちを、五徳姫はやんわりと押しとどめた。

			「よいのです。そなたたちは楽しんでいなさい。勝成、供をしなさい」

			「はっ、ただいま！」

			　勝成は五徳に付き従い、城の中庭を案内した。

			　刈谷城は城といっても田舎土豪の城にすぎない。屋敷に毛が生えたような代物で、城館という程度だった。中庭もそれほど見るべきものがあるわけではない。

			　旧暦の十月といえば、もう冬だ。

			　凍てつく宵闇のなか、満天の星々が無限の瞬きを送ってくる。酔いの回った体には、さぞや気持ちいいのだろう。五徳は陶然とした表情で夜空を見上げた。

			「……たしか刈谷城は水野家の持ち城でしたか？」

			「いえ……いまは、違います」

			　勝成は悔しそうに否定した。

			　水野家の累代の居城は尾張緒川おがわ城だ。勝成の祖父水野忠政の時代にこの三河刈谷に進出して、城を築いた。対今川の最前線基地として機能した城である。そして、何度も落城の憂き目をみた激戦地だ。

			　そんな水野一族の血潮を吸って確保してきた城も、いまや織田家の佐久間信盛の物となっていた。

			「……父上も酷いことをなさる」

			　悲しそうに溜息を漏らす五徳の目元には、うっすらと涙が浮かんでいる。

			　人生に絶望し、触れれば壊れてしまいそうな傷心の姿が痛々しい。喪に服した姫君の儚い美しさが放つ退廃的なまでの凄艶な色香は、若く健康で将来への野心と覇気に満ちた少年とは何から何まで対照的だった。

			　それだけに心惹かれる。

			「少し冷えてきましたね」

			「では、部屋に戻りましょう。夜の冷気はお体に障ります」

			　勝成が案内しようとしたとき、五徳は何気ない所作で間合いを詰めると、その胸に顔を埋めてきた。

			「ひ、姫さま……」

			「温かい……しばらくこのままで」

			「は……はい」

			　緊張にガチガチになりながらも勝成は、素直に五徳を抱きしめた。

			　柔らかい、と驚いていると、嗚咽が聞こえてきて、五徳の肩が震えている。

			　それと気づいた勝成は絶句してしまうが、いまはただ胸を貸すことしかできなかった。

			　苦悶の日々を気丈に耐えていた彼女の精神も、ついに崩壊したということだろうか。

			　勝成の筋肉質な両腕のなかで、彼女はなんと小さくて脆いのだろう。力いっぱい抱きしめたら粉々に砕け散ってしまいそうだった。

			　着物や髪に焚き込んであるのだろう、上流階級の女だけがつけることの叶う高価な香料の匂いと、女の甘い体臭が、純情な少年の鼻腔をくすぐった。

			　降るような星空、冬の澄んだ冷気が肌に突き刺している夜の闇にあって、腕のなかの温もりだけがたまらなく愛しい。

			　いったいどれほどの時間が流れたのだろうか。勝成には悠久の時の流れにさえ感じたころ、ようやく五徳が顔をあげた。

			「ごめんなさい。弱いところを見せてしまいましたね」

			「……いえ、その」

			　その酔いと悲しみに乱れた麗しき未亡人の表情は、十代の少年が間近に見るには、あまりにも艶かしすぎた。

			　もっと気の利いた言葉をかけるべきだとは思ったが、勝成の舌は麻痺してしまい、まともに回らない。

			「慰めの言葉なら無用です……それより、勝成」

			　五徳のしなやかな両手が、勝成の両頬をふんわりと包んだ。

			　硬直したままの勝成と視線を合わせた五徳は、嫣然えんぜんと笑みを浮かべて、少年の首の後ろに両手を回した。体の前面が完全に密着し、柔らかな乳房が胸板にあたっている。そして、五徳は瞳を閉じると、ぐいっと少年の首を引き寄せた。

			　ぴとっと唇が重なる。

			　勝成の目が驚愕きょうがくに見開かれた。全身が石化したかのようだ。それでいて背中が熱い。

			「……っ!?」

			　長い長い接吻に脳裏が甘く痺れていた。

			　目前にある気高き女性の、長い睫まつ毛げをひたすらに凝視する。

			「ふぅ……少し、落ち着きました」

			　唇を離した五徳は再び目を開き、憂いを帯びた瞳で見つめてくる。

			　度肝を抜かれた勝成は頷くだけで、言葉もない。

			「うふふ、でも、勝成は落ち着かないみたいですね。ここが、こんなになって……」

			　目元を細めて微笑する五徳が何を言っているのか、勝成は咄嗟とっさに理解できなかった。

			　互いの体がぴったりと密着している以上、五徳の下腹部に勝成の熱い血潮があたってしまうのは仕方ない。美女に抱きつかれた少年としては不可抗力というものだろう。

			「ここが、苦しいのでしょう……いま楽にしてあげますから」

			「ひ、姫さま……っ」

			　勝成の腰帯に手をかけて、五徳は袴を引き下ろす。さらに少年が戸惑っているうちに、かがみ込んで褌ふんどしまで解いてしまった。

			　冬の外気に触れて湯気が立つほどに熱く火照った逸物が、ぶるんっと勢いよく飛び出てしまう。

			「まあ……」

			　鼻先にある若々しい金剛棒に目を凝らした五徳は、うっとりと目を細めた。

			　刀匠に鍛えられた鋼のように真っ赤に燃え上がりながらも、太く青筋立った幹が急角度にそそり立っていたのだ。

			　初々しい桃色の亀頭はぴんと張り詰め、先端からは透明な蜜がひとしずく滲にじんでいる。

			　五徳の唇から漏れた吐息は、亡夫の面影を見たためだろうか、あるいは未亡人ゆえの好色な本能だろうか。目元が熱く潤んでいるのは、先ほどまで泣いていた名残とは違って見える。

			　一方、局部に熱い視線を受けた勝成はなにも言えず、身動きひとつできなかった。視線だけで縛られているのではない。間近に迫った姫君の吐息が、剥き出しの急所に浴びせられているのだ。

			　やがて五徳は、金縛りのように動けない勝成の逸物を優しく両手で包む。

			「温かい……熱いくらいに、とっても……」

			　紅潮した美顔を寄せ、肉棒の先端にそっと口づけた。

			「あっ」

			　短く息を漏らした勝成を上目遣いに見上げて微笑した五徳は、ちろりと舌を伸ばし、尿道口のしずくを優しく舐め取る。

			　たまらず勝成は震えるが、五徳はかまわず濡れた舌先を這わせた。

			　柔らかな舌先が包皮の間にまで入り込み、恥垢をそぎ取り、鈴割れを小突く。

			　張り詰めた亀頭部は唾液によって濡れ輝いた。だが、緋色の舌はそれだけでは収まらず、幹の裏筋を舐め下りていき、羞恥と緊張で縮こまっている陰嚢いんのうにまで這い回る。

			「あ……ああっ……」

			　恐れを知らぬ少年の両足は、ガクガクと震えていた。

			　いったい、なぜ、こんな展開になったのか、勝成にはわからない。

			　本来ならば触れることさえ許されぬ高貴の女性が、己の前に跪ひざまずき、果実でも貪るかのように、肉袋のなかの肉塊をふたつ口内でしゃぶり、弄もてあそんでいるのだ。

			　陰嚢から口を離した五徳は、今一度、幹の根本から裏側をゆっくりと舐めあげ、先端に達すると、小さな口を丸く開いて真上からすっぽりと呑み込んでしまった。

			「くっ……」

			　あまりの快感に勝成は思わず呻いた。五徳の口のなかは熱く濡れ、身悶えるほどに気持ちいい。

			　温かな唾液が肉棒を浸し、柔らかい舌が絡みつき、鼻息が陰毛を心地よくくすぐる。

			　限界に達した肉棒がぶるぶると震えはじめると、五徳は喉の奥まで呑み込んで舌鼓を打った。

			　肉棒を含んだまま上気した美顔の頬をすぼめ、ゆっくりと引き抜くと唇がめくれるほど大胆にしゃぶりついている。

			　そうやって頭を前後に動かし強い摩擦を与えながら、口内では舌が妖しくうごめき、同時に繊手が肉袋を包み込んで優しく愛撫していた。

			「あっ……！」

			　ついに勝成は全身を硬直させて息を呑み、大きな快感に全身を貫かれた。

			　どくん、どくん、と脈打ちながら、熱い血潮が大量に姫君の口内に注ぎ込まれていく。

			　十六歳という多感な年齢である。人並みに女性に対する興味のあった勝成だが、幼少のころからこれまで武芸一筋に体を虐めてきたため、厳しい稽古のうちに性欲が発散されていたのだろう。強烈に女が欲しいという煩悩を感じたことはなかったのだ。

			　数年後には好色で知られる勝成の、これが事実上の精通であった。

			「んっ、んっ……」

			　一方の五徳は少しも驚かず、むしろ一滴もこぼすまいと唇を引き締めて、口内にたまった若い牡の濃縮な養分を喉を鳴らして嚥えん下げした。それどころか肉棒に吸いつき、管に詰まった精液の果てまで吸い出している。

			「ひめ……さま」

			　身も心も蕩とろけるような快感のなか、勝成はその光景を凝視した。

			　最後の一滴まで搾り取った五徳は満足げに口を離す。

			「はぁ、美味しい……いっぱい出しましたね。それに、とっても濃い……」

			　そんな五徳の視線の先では、大人の女を淫らに酔わせる若き牡の性器が、一度精を吐いたくらいでは小揺るぎもせずにそそり立ったままだった。

			「ふふふ……でも勝成は、まだ落ち着いたようには見えませんね」

			　元気な逸物を指先で軽く弾いてから、五徳は立ち上がった。一方の勝成は、精液だけでなく、魂まで抜かれてしまったかのような衝撃に膝から崩れ落ちる。

			　その耳元で五徳姫は優しく囁ささやく。

			「続きを望むのでしたら、今宵、わたくしの部屋に忍んでいらっしゃい……」

			　口元を絹練りの美しい布で拭った五徳は、何事もなかったかのように少し乱れた黒髪を整えると、みなが待つ広間へと歩きだした。

			※

			「勝成にございます」

			　深夜、人目を忍んだ勝成は、貴人の閨ねやのまえで跪いていた。

			「……入りなさい」

			　待っていたかのように音もなく襖が開けられ、白襦袢じゅばんの夜着をまとった五徳が招き入れた。

			「さあ、中へ」

			「はっ」

			　室内は温かく、甘い芳香がたち込めていた。

			「大丈夫、今宵の不寝番は無用と申し付けておきました。楽になさい」

			　そわそわと落ち着きのない勝成を楽しげに見やり、五徳は言葉をかけた。

			　もはや政治的な価値を失った五徳姫には、暗殺や誘拐といった危険性はない。ようやく織田領に入ったという安心感からか、多くの家来衆は酒の力もあって、そうそうに寝てしまったようである。無論、側近の女房衆は五徳の企みを見て見ぬふりをしているのだろう。

			　気落ちしている姫様に気分転換が必要だと判断したのだ。

			　いずれにせよ勝成は、五徳の色香に蜘蛛の糸のように搦め捕られてしまった。

			　淫蕩いんとうな笑みを浮かべた姫は繊手を伸ばし、少年の装束をひとつひとつ奪っていく。

			　みるみるうちに褌まで解かれてしまう。

			　股間の中心が悠然と天をついているさまを一瞥いちべつした五徳は、先を急ぐかのように勝成の手を取った。

			「さぁ、わたくしの着物も脱がせてください」

			「あ、あの、どうすれば……」

			「うふふ、まずはここを解くのです」

			　昼間の手のつけられないやんちゃぶりはどこへやら、極度の緊張にすっかり声を上擦らせる勝成のいかにも童貞臭い態度に、思わず微笑を誘われてしまった五徳は、震えている少年の手を自らの腰帯へと導いた。

			　誘われるままに、勝成はたどたどしい手つきで腰紐を引く。ふわり、と白襦袢の中心が開き、ふくよかな乳房の谷間があらわとなる。

			「ほら、ここも……」

			　さらに五徳は、白襦袢を細い肩から外させる。女が身にまとっていた一枚布が、さらりと脱げ落ちた。

			　一糸まとわぬ五徳の裸体に、勝成は圧倒される。

			　華奢きゃしゃな肩、細い鎖骨の下から盛り上がる豊かな乳房、その頂を飾る桜色の乳首、括れた腰、豊かな臀でん部ぶ、そして股間には黒髪と同じ艶やかな陰毛がたくわえられ、青白いまでに透き通った美しい肌は月光を思わせた。いずれも武骨な男とは根本的に違う造りだった。

			　体は勝成のほうが圧倒的に大きいが、実年齢も精神年齢も五徳のほうが上である。それでも、少年の好奇心に満ちた視線に気恥ずかしさを覚えたのだろうか、身を隠すように勝成に抱きついてきた。

			「ああ……その逞たくましい腕で、わたくしを強く抱きしめてくださらぬか」

			「こう……でございますか」

			「もっと強く……女はこうしているだけで……濡れてくるものです」

			　ただひたすら、言われるがままに抱きしめる勝成であった。

			「勝成……蒲団に入りましょう」

			　促されるままに、五徳のために用意された柔らかくも温かい蒲団に転がり込む。

			「ねえ、勝成は女を抱くのははじめてなのでしょう。わたくしが一から教えてあげます」

			　そう言って少年を仰向けに寝かせた五徳は、その上に腹ばいに寝そべると、美脚を絡めてきた。だが、緊張している勝成に、応じる心の余裕はない。

			「それとも勝成は、わたくしがおいやですか？」

			「め、滅相も……」

			　淫いん靡びに濡れ光る黒目に見つめられて、勝成は首をぶんぶんと左右に振った。

			　未亡人とはいえ二十一歳である。とても二児の母とは思えない。いや、女は出産してはじめて本当に美しくなる、という俗説があるが、五徳はまさにその言葉通り、若さのなかに成熟した色気を持っていた。

			　勝成の表情を見て五徳は安心した表情を浮かべる。少年が自分に憧憬を持っていることを十分に察すればこそ、ここまで強引に進めてきたのだが、それでも内心では拒否されることを恐れていたのだろう。

			　五徳は本来貞淑な女なのだ。男は亡夫・信康しか知らず、それも受け身であった。

			　それなのに意図的に、無垢な少年を誘惑する淫乱な女を演じているのだ。自責の念からの自罰行為である。

			　そんな微妙で複雑な女心など勝成には知るよしもなく、ただただ借りてきた猫のように大人しくなっている。

			　貞淑な姫君と悪童で鳴らした少年、双方、本来とは逆の自分に戸惑っているのだが、これもまた男女の機微が成し得る妙といえよう。

			「綺麗な体ね、勝成……」

			　惚れ惚れとした表情で溜息をついた五徳は、細い指先を若い牡のしなやかな筋肉が盛り上がる胸板に這わせる。

			　よく鍛えてある肢体には、贅肉などまったくない。まるで鋼細工のようだ。

			「勝成は初陣の功名が得られず、大声で泣喚わめいたそうですね」

			「……お恥ずかしい」

			　恥じる少年を、綺麗なお姉さんは慰める。

			「うふふ、よいではありませぬか。末頼もしい若武者だと評判です」

			　筋肉美に魅せられたように胸板に頬をあてがった五徳は、胸いっぱいに若き牡の体臭を楽しむ。

			「温かい……勝成の体はとっても温かい」

			　冬、それはとても人肌が恋しい季節だった。勝成もはじめての女の柔肌の感触に酔いしれる。

			　五徳の繊手が勝成の頬、肩、胸、二の腕、腹筋、内腿などを撫でまわし愛でた。そして、勝成の大きな手を取って、自らの乳房へと導く。むっちりとして、蕩けるような柔らかい肉である。

			「……わたくしの体にも触って」

			　促された勝成は、思わず力いっぱい揉み潰してしまった。

			「あんっ、勝成。それでは強すぎます。女の体はもっと優しくするもの。はじめのうちはこのくらいに……」

			　五徳は勝成の手の甲に自らの掌を重ね、ゆっくりと揉んだ。

			「も、もう少し優しく……そう上手、あっ、そこも優しく……」

			　甘い吐息を漏らした五徳は手を放した。その後も勝成は教えられたままに、壊れ物でも扱うかのように豊麗ほうれいな柔らかい乳房を弄んだ。やがて手のうちにある乳首が痼しこり勃たってくるのがわかると、その豊かな乳房に比べると小さな乳首を指先に捕らえてこね回した。

			「ねぇ……乳首を吸って……ちょうだい」

			　甘く囁くような五徳の指示に従って、勝成は左の乳首を舐める。

			「あんっ……！」

			　可憐な声を漏らし、五徳は少年の頭を激しく抱きしめた。

			　甘やかな肌の匂いに酔いしれ、勝成は本能の赴くままに突起を口に含んだ。

			「んんっ……舌も使って」

			　くねくねと身悶えながらも、五徳は指示を忘れない。

			　勝成は言われるがままに左右の乳首を交互に咥え、舐めしゃぶり、もう一方の乳房を手にとって弄いじりまわした。

			「あぁ……つぎはここ……ここをお願い……」

			　自らが教え込んだ愛撫によって、乳房を心行くまで揉み解された五徳は、陶然とした表情を浮かべながら勝成の右手を股間へと導いた。

			　すべすべの柔らかな下腹部を流れ下りていった手が、柔らかな茂みに達する。勝成は恥丘全体を右手に納めつつ、左手では乳房を揉むようにして優しく撫でまわした。

			「そう、そうよ……そうやって優しく撫でるの」

			　五徳がうっとりと目を細める。指先が少しずつ陰毛を掻き分けてなかに入っていく。

			「……あ！」

			「どうしたのですか、勝成？」

			「いえ……その」

			　口篭もる勝成に五徳は優しく、しかし否と言わせぬ口調で詰め寄る。

			「気になる物言いですこと……申しなさい」

			　綺麗なお姉さんにそう強く出られると逆らえないのが童貞少年の弱点だ。勝成はしどろもどろになりながらも告白する。

			「は、はい……その、姫さまのここが……濡れております」

			「うふふ……」

			　五徳は口元に手をやって微笑した。勝成は戸惑う。

			「お、おかしいですか？」

			「勝成は、わたくしが粗相をしたとでも？」

			「いえ、そのようなつもりでは……」

			　悪戯っぽくたしなめられて、勝成の目は泳ぐ。それを五徳はなだめる。

			「これは粗相でありませぬ。勝成がわたくしを濡らしたのですよ。女はいい男に抱かれると濡れてしまう生き物。……勝成はわたくしの濡れた女陰が見たいのでしょう？」

			「そ、それは……」

			　返事のできない勝成のまえで、五徳は上体を起こした。

			「よいのです。勝成はまだ見たことがないのでしょう。わたくしが勝成に女を教えると決めたのですから、先々恥をかかぬようよく見ておきなさい」

			　嫣然と笑った五徳は身を起こし、勝成の胸板に美尻を乗せ、その場で美しい足を大きく開いてみせた。

			「っ!?」

			　清楚で儚げなお姉さんが、いきなり大開脚である。その予想もできなかった大胆な姿に、勝成はすっかり度肝を抜かれてしまった。

			　しかし、少年の驚きが五徳にはかえって嬉しかったようだ。さらによく見えるようにと、自らの秘裂に左右の人差し指をあてがい広げる。

			「うふふ」

			　妖艶に笑う五徳もまた、羞恥とそれに伴う昂揚で膝が震えていた。しかし、勝成ははじめて目にする女陰に夢中である。閨に差し込む月光を浴びて浮き上がる女の秘部の陰影に、ただ魅せられていた。

			「姫さま……美しい」

			　生々しい女の内部と、五徳の神秘的なまでに美しい顔を見比べながら、勝成はやっとのことで声を絞り出す。

			「ありがとう……勝成にわたくしの秘密をすべて教えてあげましょう。ここが肉芽、女の一番か弱きところゆえ、優しくいたわるのです。この小さな穴が小水の出るところ。その下が膣洞。殿方の物を入れるところです。御子が生まれるのもここから……」

			　女のもっとも奥まった秘密の場所を五徳は、勝成の手を取ってひとつひとつ丁寧に教えていった。膣口に人差し指を入れさせられた勝成は、この狭い隧道すいどうから赤ん坊が抜け出たことがあるという事実に、呆然ぼうぜんとさせられてしまう。

			「……ねぇ勝成、舐めて」

			「な、舐める……と申しますと……」

			　戸惑う勝成に、大股開きの痴態を演じる天女が、淫らな視線で見下ろしながら促す。

			「女陰を舐めるの……わたくしの肉饅頭をお舐めなさい」

			　五徳はわざと低俗な言葉を連呼して、自らを貶めているようだった。

			　勝成に否応があるはずがない。無言のままコクコクと頷く。

			　それをみた五徳はいったん腰を浮かせると、自ら女の中心を少年の顔面に押しつけた。

			「うむ……!?」

			　麗しき未亡人の濡れた陰唇と接吻した勝成は、命じられるがままに犬か猫のように夢中で舌を這わせた。

			「ああっ！　そう、舌全体を使って隅々まで舐めるのです。あっ、そ、そこがいいの！　ああっ、上手……！」

			　少年の顔上に座り込んでしまった未亡人は、自ら美乳を手にとって揉みしだき、神秘的なまでに美しい顔に惚けた表情を浮かべて喘いだ。

			　勝成は窒息しそうになりながらも、大陰唇、小陰唇、陰核、膣口の果てまで、粘膜の襞肉の隅々すみずみを必死に舐めまわした。

			「あん……、ああん、ああん」

			　五徳が甲高い嬌声きょうせいを発するのが、ただ嬉しかった。

			　溢れる愛液がとめどなく口内に入ってくるため、勝成は絶えずそれを嚥下し続ける。

			　いつしか五徳は股間に手を入れると、自らの指先で包皮を剥いて淫核をめくりあげた。そして、その赤い肉芽を、勝成の鼻先に押しつけてくる。

			「さぁ、何をしているの、もっと舐めて、舐めなさい」

			　どうやら五徳は膣口を舌先で掻き混ぜさせながら、鼻の頭を剥き出しの淫核に押しつけられるのが好きなようだ。

			　執拗な舌技を強要された勝成は舌の根が疲れ果て痙攣けいれんをはじめたが、五徳は容赦なく股間を押しつけて強制的に舐めさせ続けた。

			　そして、ついに五徳は、盛大にのけぞり白い顎あごをさらしながら狂おしく身悶え絶叫してしまう。

			「いっ……いくっ……あっ、ああああぁっ！」

			　ひとしきり痙攣した五徳は、そのまま仰向けに倒れた。

			「……はぁ、はぁ、はぁ」

			　すっかり力が抜けてしまった五徳は呼吸を乱しており、顔中を愛液まみれにした勝成もまた新鮮な酸素を求めて喘いでいた。

			　五徳の右頬には、猛々しいまでの剛直が天井に向かって突き立っている。

			　喪に服す身でありながら無垢な少年を弄び、ついには顔面騎乗で無理やり舐めさせて果ててしまったのだ。五徳は背徳感に打ち震えながらも、どうしようもなく興奮していた。

			「あぁ……もう、我慢できない……」

			　絶頂の余韻にふらつく体を強引に起こした五徳は、仰向けに寝ている勝成の腰に跨り、巌の如き肉塊を握りこむと、自分の柔らかい狭間にあてがった。

			「勝成、じっとしていなさい。これをわたくしの中に入れさせてもらいますから……」

			　濡れたように光る瞳。儚いまでに繊細な美貌が、欲情しきった牝の顔になっている。

			「うふふ、元気なやんちゃ坊主ですね……」

			　五徳の言うところのやんちゃ坊主は、彼女の手にかかって以来、完全に主人の制御を失っている。

			「はあ……大きい。太くて、硬くて……女泣かせな形ね。勝成のこれで責められては、どんな女だって気持ちよすぎて泣き叫んでしまうのでしょうね」

			　うっとりと熱に浮かされているように瞳を潤ませた未亡人は、若き牡の生殖器官を、自らの熟れたそれにあてがう。

			　そして、ごくりと生唾を飲んだ五徳は、ゆっくりと腰を下ろしていった。野太い杭が、五徳の濡れた柔肉を掻き分けながら沈んでいく。

			「はぁ……あぁ……すごい……」

			　つらそうに蛾眉を顰ひそめた五徳の桜色の口唇からは甘い吐息が漏れていた。

			　猛り狂った少年の逸物は、熱く濡れた柔肉に根本までずっぽりと優しく包み込まれる。

			「うふふ、勝成の初物をいただいてしまったわ♪」

			「ひ、姫様……」

			「すぐに出してはダメよ。我慢してね」

			　勝成の腹に両手を乗せて、しばし童貞狩りの味を堪能した五徳は、やがてゆっくりと腰を持ち上げた。

			　ズルズルズルズルと愛液に濡れた肉棒を抜いていく。

			　しかし、抜ききることはせず、五徳は再び腰を落とし深々と根本まで沈める。そしてまた、腰をあげる。その動きが次第に早くなっていった。

			「ああん、気持ちいい♪　気持ちいいわ♪　わたくしってなんてダメな女なのかしら♪　嫉妬深くて、淫乱。最低の女だわ♪」

			　自分を罰しながら五徳は荒腰を使う。
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			　女体が上下するたびに、大きな乳房が大きく弾み、襞肉がめくれ、愛液が溢れる。淫猥極まる光景が、勝成の視界で繰り返された。

			「あんっ、乳房を揉んで……強く、強く揉んで……くっ……」

			　五徳の要望に応えて、勝成は胸乳を鷲掴みする。白い乳房に赤い指の跡が残るほど強く揉み込み、痼り勃った乳首を指先で捻ひねりあげた。

			「ああっ……腰も力いっぱい突き上げて……あっ、もっと、もっと激しくっ！」

			　勝成は力の限り乳房を揉みしだき、腰を使った。恥骨と恥骨がぶつかり合い、砕けてしまうかのような激しい突き上げに、華奢な女体が跳ね上がる。

			　なにも知らぬ勝成の愛撫は粗野なものだったが、それゆえにいまの五徳の心境にはあっていたようだ。

			「滅茶苦茶にして！　滅茶苦茶にされたいの！　わたくしなんて死んでもいいんだから！　生きている価値のない女なんだから！」

			　必死の勝成には、五徳の抱えている闇はわからない。その叫びの意味はわからず悲鳴をあげた。

			「ひ、姫さまっ……我慢が……利きませぬっ！」

			　未亡人の貪欲なる性に飲み込まれて、童貞少年がそうそう長持ちするものではない。

			「か、勝成、いましばらく……五徳もいま少しでっ……んくっ！」

			　肉幹が痙攣をはじめ、一気に膨張したかと思うと、熱い迸ほとばしりが女肉のなかで勢いよく弾けた。

			「ぬおおおっ！」

			「き、きたあぁぁぁぁぁっ！」

			　五徳の熟れた肉体が、勝成の絶頂に合わせて豪快にのけぞった。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			　肉棒の断末魔の如き脈動を膣内で体感した五徳は、少年のすべてが放出され終わると、満足の溜息をついた。しかし、直後に驚愕に目を見開く。

			「か、勝成……？」

			　膣内に収まっているものが、まったく硬度を失っていなければ、大きさも変わっていないことに気づいたのだ。

			　何をもって男女の営みが終わるのか、そんな常識など勝成は持ち合わせていない。なにも考えぬままに五徳の柳腰を左右から掴むと、ざくざくと容赦なく突き上げはじめた。

			「ふふふ……ほんにお強いこと」

			　未亡人は苦笑と共に、淫靡な光を再び瞳孔に灯した。

			　騎乗位では男は腰を思うように振るえない。本能に従った勝成は身を起し、対面座位となる。五徳も夢中になって勝成の背中に腕を回した。男の逞しい胸板に、女の豊満な肉房が押しつぶされた。

			「んあぁ……んっ……いいわ、いい、すごくいい……淫乱なわたくしを罰してちょうだい！」

			　豊かな黒髪が舞ってしまうほどに激しい突き上げを受け、五徳は理性を投げ捨てた。

			「あ、ふぅ、はぁ……いい、いいの、この獣、ケダモノのように犯されるの感じ、はじめて！　はじめてよ！」

			　女の短い悲鳴のような声が、口唇からとめどなく漏れる。

			　勝成はそのまま覆い被さるように正常位となると、休まず荒々しく腰を使い続けた。

			　若いだけあって肉棒はまったく衰えを知らない。

			　ズブズブと激しく突貫する太い肉塊によって、粘膜がそぎ取られるようだった。子宮が押しつぶされ、五徳は臓腑までもえぐられる錯覚に陥る。

			「あぁ、激しい……でも、いい、気持ちいい、気持ちいい、気持ちいいの、あぁ……」

			　ただの牝と落ちた姫君は、若い牡に必死にしがみつき、その腰に艶かしく両脚を絡みつける。

			　十六歳の少年の、いや、勝成の性欲と体力の強さを五徳は見誤っていた。当初、五徳は亡夫の面影がある初心うぶで武骨な童貞少年に好奇心があったにすぎない。淫乱な女を演じ、少年の筆下ろしをすることによって、自らに自虐的な嘲笑を浴びせるつもりであったのだ。

			　しかし、これほど無茶苦茶な勢いで突き上げられては、そんな大人の余裕などは吹き飛び、ただの牝と堕してしまうほかになかった。

			「も……もう、だめ……頭のなか真っ白、なにも考えられない。もう、どうにでもしてぇぇ！！！」

			　何度目かの絶頂に持っていかれ、五徳の美しい目元からは涙がひとしずく流れ落ちる。

			　膣肉をえぐるたびに、煮汁が飛び散り、菊座まで白く染めた。蒲団にはぐっしょりとおねしょの跡のような染みができている。

			「あっ、はあん！　いい、ああ……また、またいく……いくっ！」

			　美しい喉をそらせて泣き喚く五徳を見下ろし、勝成はこの世ならざる美貌の姫君が魅せる痴態に酔いしれた。

			　夢中で唇を奪う。唇からこぼれた涎を舐め、口内で泡だった唾液をすすった。

			　耳の穴を舐め、首筋を舐め、頬を舐め、鼻の穴まで舐める。麗しき天女の顔の隅々にまで舌を這わせた。

			「うおおおぉ！」

			　魔性の体に酔いしれた勝成は野獣の如き雄叫びをあげ、ありったけの精を放った。それを受けた五徳の意識が飛んだ。

			「いっ、くううううぅぅっ！！！」

			　嵐のように激しい抽送運動の果てに、精根尽きた勝成は女体の上に沈んだ。

			※

			「し……失礼致しました」

			　我に返った勝成は、慌てて身を起こそうとしたが、先に気づいていた五徳の腕が背中に回っていてそれを制止する。

			「だめよ、勝成。もう少しこのままでいなさい……」

			　ふたりは結合したまま、しばし抱き合って余韻に浸る。逸物はすっかり小さくなっていたが、五徳の胎内にとどまっていた。

			　思う存分に気をやった五徳は、何か吹っ切れたのだろう。どこかさっぱりした顔で、勝成の鼻先を突つついた。

			「今宵のことは忘れませぬ。まるで大津波にでも飲まれた心地でした」

			「申し訳ありません、身勝手なことを……」

			　冷静になると、こんなにも華奢な女性に対して、なんと乱暴な扱いをしてしまったのか、と恥じる気分になる。

			「……わたくしはとても気持ちよかったと申しているのです。勝成……礼を言います。おかげですっきりしました」

			「勿体もったいないお言葉にございます」

			　礼を言われて戸惑う勝成に、五徳は韜晦とうかいするように悪戯っぽく笑いかけた。

			「うふふ、勝成はこれから幾多の女を哭なかせていくのでしょう……」

			「そ、そのようなことは……うっ」

			「うそ、勝成のやんちゃ棒がおいたするって申してますよ」

			　反論しようとした勝成の逸物を、五徳は膣内で意図的に締め上げた。

			「うふふ……わたくしにはわかるの。勝成ほどのいい男を、女が放っておくはずがないもの。そして、今日、女性の味を知ってしまった勝成は我慢できずに片っ端から食べてしまうのでしょうね……」

			　どう返事をしていいかわからず沈黙している勝成の頬を、五徳の繊手が優しく撫でた。

			「よいのです。たっぷりと哭かせてあげなさい。勝成ほどの活きのいい男が、ひとりの女に独占される日がくるなど、わたくしには許せませぬ。わたくしのものにならないのだから、みなのものになるのです……」

			「み……みなの……ですか」

			　困惑する勝成を、五徳は楽しんでいるようだ。

			「うふふ……でも、わたくしにとって勝成は最後の男。勝成にとってわたくしは最初の女。この事実だけは永劫に変わりませぬ……」

			「はい」

			　五徳の言わんとするところはよくわからなかったが、とりあえず頷いた勝成である。

			「ほほほ、よい返事です。それでは、今一度……致しましょうか」

			「ひ、姫さま……」

			「だって勝成のもの、また大きくなっていますよ。このようなものを入れられていたら、女はたまりませぬ……」

			　再び勝成の背中を抱いた五徳は切なげな表情をする。

			　すべての性欲を吐き出したはずの逸物だったが、女体のなかで休んでいるうちに、再び大きく硬直していく。そのことを勝成が自覚するよりも、胎内に包み込んでいる五徳のほうがいち早く気づいていたのだ。

			「あぁ……容姿端麗、武勇凛々、精力絶倫。ほんに、いい男……」

			　凄艶な笑みを浮かべた五徳は、勝成の唇を奪った。それに応えて勝成は再び大胆な抽送をはじめる。

			　淫らな未亡人と疲れを知らない少年は、冬の空が白むまで幾度となく激しく求めあった。

			※

			　翌日、五徳は何事もなかったかのように、泰然として輿に乗り込むと、織田家中のものに連れられて刈谷城をあとにした。

			　昨夜の痴態は、冬の夜の人恋しさが見せた幻影だったかと、勝成が目を疑うほどに、完璧な姫君、悲劇の未亡人である。

			　再婚が当たり前だったこの時代にあって五徳は、まだ二十一歳という若い身でありながら、新しい夫を持つことはついになかった。

			　翌天正八年（１５８０）。織田信長は、重臣明智光秀あけちみつひで（妻の母が、信元の姪）の進言を受けて、水野信元の謀叛は間違いだったとする。

			　かくして、水野家を復活させるために、徳川家康に仕えていた勝成の父・水野忠重を引き抜き、三河刈谷城主として約十万石の大名に抜擢した。

			　当然、勝成は次期大名。若殿と呼ばれる身分になった。水野家の寄親は織田信長の嫡男・信忠。すなわち五徳姫の同母兄である。

		

	

			第二章　高天神城の戦い

			


			「みなのもの、今日この日までよく戦ってくれた。しかし、ここまでだ！」

			　天正九年（１５８１）三月二十二日、遠州における武田方の拠点高天神たかてんじん城の城将岡部おかべ丹波守元信たんばのかみもとのぶは、ついに落城を決意した。

			　岡部元信は、今川義元いまがわよしもとに仕えて尾張国鳴海なるみ城を守り、永禄三年（１５６０）の、かの有名な『桶狭間の合戦』で今川義元が討たれたのちも抗戦し、義元の首級を信長から引き取って開城。しかも、帰りがけの駄賃とばかりに水野家の刈谷城を攻めた。そして、城主水野信近のぶちか（信元の弟）を討ち取ってから、悠々と駿府に帰ったという経歴を持つ剛将である。

			　今川滅亡ののちは武田家に仕官し、その勇名を買われて遠州における武田方の最重要拠点高天神城の守将を任されていた。しかし、武田家自体が、西に織田、南に徳川、東に北条と敵を抱え、味方は南の上杉と、遠い常陸ひたちの佐竹さたけ、さらに遠い中国地方の毛利もうりという状況で、戦略的に追い詰められていたのだ。

			　二年前の掛川撤退によって武田家の主力が遠州で軍事行動ができなくなったと見極めた徳川家康は、ただちに攻勢に転じていた。

			　それを岡部元信は、孤軍で跳ねかえし続けていたのである。

			　力攻めの攻略は無理と悟った家康は、やむなく、小笠山おがさやま・中村・能ヶ坂のがさか・火ヶ峰ひがみね・獅子ヶ鼻ししがはな・三井山の六つの砦を築いて高天神城の付け城とし、周囲を固めて兵糧攻めを開始。平行して何度か力攻めを繰り返したが、そのたびに撃退された。昨年天正八年（１５８０）十月二十三日には、勝成も搦手からめての将として、父忠重とともに二の丸に攻め入るも、城兵の守りが固く、どうしようもなかった。

			　しかし、元信がどんなに頑張っても、城内の食糧は着実に減っていく。

			　天正九年（１５８１）になって、いよいよ困窮してきたことは城外にも知れた。正月三日には織田信長は、水野忠重を目付という形で、再び家康の応援として派遣する。

			　二月、重包囲を敷いたうえで家康は開城を勧告するも、元信は応じなかった。

			「いよいよだな」

			　攻城軍の将・徳川家康。この年、四十歳。勝成より二十二歳年上の従兄弟だ。すでに中年太りがはじまっており、最終的には自分で褌も締められないほどに肥満する。外見からその偉大さを想像するのは困難だが、日本の歴史上で最高の英雄だ。

			　彼の用兵の基本は、勝ちやすきに勝つことにある。不利なときは貝のように閉じこもり、有利とみるとすかさず食らいつく。一か八かの博打はやらない。

			　武田勝頼は、主力を率いて上州に遠征中、高天神城に来援する気配はなかった。まさに袋の鼠以外のなにものでもない。家康は総攻めを決意する。

			「俺にとっては事実上これが初陣だ。ぜひ功名をあげたい。俺に先陣を任せてくれ」

			　十八歳の青年になっていた勝成の願いは聞き届けられ、石川康通いしかわやすみち、大久保忠世おおくぼただちかとともに、城の北搦手きたからめての先陣として一角を任されるに至った。

			　総攻めをまえに、横須賀にある家康の本陣で最後の軍議が行われ、勝成も出席した。

			「かの男には、我ら水野一族、遺恨があります。きっと首をあげてご覧にいれましょう」

			　勝成の傅役ふやく・権田兵八郎ごんだへいはちろうは力んで語った。

			　桶狭間の合戦の直後、今川軍は混乱の極に達していて、三河は捨て置かれた。この三河を織田信長の後ろ盾で、手に入れたことが徳川家康の戦国大名としてのはじまりである。

			　しかし、もし水野家の三河における拠点刈谷城が、岡部元信によって攻略されていなければ、織田家を後ろ盾にして三河を統一したのは、より早くから織田家と同盟していた水野家であっただろう。

			　水野信元に、家康ほどの器量はなく、今川氏によって滅ぼされていたという可能性も否定できないが、水野家の興隆する切っ掛けとなる芽を積んだのは、岡部元信にほかならない。

			　そんな昔話を聞かされているところに、伝令が駆け込んできた。

			「敵、城戸きどを開いて突撃してきます」

			「なんだとッ！」

			　本陣に詰めていた徳川軍の幕僚たちは色めき立った。

			　追い詰められた敵が、最後の最後にこれほどまでに積極的な行動にでようとは、徳川軍はまったく予想していなかった。袋のなかの鼠は、追い詰められて猫に噛みついてきたのだ。

			「御免っ」

			　一言言い捨てた勝成も、急いで自陣に向かって馬を走らす。

			　さすがに歴戦の名将は違う。敵のほんのわずかな隙を見逃さない。徳川軍の総攻撃を直前に仕掛けてくるこのタイミングといい、狙いどころも見事だった。なんと城兵は搦手橘ヶ谷の寄せ手の一部を突き破って、勝成が留守にしている水野軍に殺到したのだ。

			「我らひとりでも生きて御屋形さまのもとに帰ろうぞ！　全軍突撃」

			　四ツ刻、元信は、副将の横田尹松よこたただとしら手勢九百余人とともに、城戸を開いて喊声かんせいをあげて打ってでた。

			　兵糧万策も尽きた城兵にとって残された手段は、包囲する徳川軍を力ずくで突破して、武田の領国に逃げ帰るしかない。その狙い目が勝成の陣だったのである。

			　主将のいない陣ほど脆いものはない。上を下への大騒動になってしまっていた。

			「慌てるに及ばず。敵の最後のあがきだ。叩き潰せ！」

			　大混乱のなかで兵士たちを一喝したのは留守役の水野清久きよひさだった。通称は太郎作たろうざ。別名は正重まさしげ。水野忠重の腹心であり、水野家を代表する歴戦の勇士だ。

			　勝成の祖父・水野忠政の兄弟・水野清重きよしげの息子。つまり、水野忠重の従兄弟にあたる。

			　桶狭間の戦いにあっては、織田軍にあって一番首の手柄をあげた。そして、忠重が信元の下を出て、家康に仕えたときに同行。忠重が武功をあげるときには、必ずといっていいほどに彼の名前も一緒にでてきて、忠重以上の活躍をしている。

			　また、長篠の戦いの直前に忠重が負傷したので、忠重の代理として水野軍を率いて参陣した。

			　のちに「水野清久覚書」という史料を残しており、これは織田信長が浅井長政の髑どく髏ろに黄金の漆を塗ったことや、武田軍団が本当に騎馬に乗って戦っていたことを後世に教えてくれる極めて重要な史料となっている。

			　また愛刀は水野忠政伝来の正宗まさむね。のちに彼の名前から「太郎作正宗」という銘がつけられて、国宝となった。

			　清久が「太郎作正宗」で真っ向から切り下したとき、敵の兜を割っただけではなく、歯の部分まで切り下した、という武勇伝が残っている。

			　激闘のなか、家康に犬のように忠実に仕えるといわれる武闘派集団大久保党の当主・大久保忠世が駆けつけ、ようやく立てなおした。

			「いかせるか！　ひとり残らず殲滅せんめつせよ！」

			　徳川家康の檄げきに従って徳川軍は圧倒的な兵力で敵を包囲し、三方より鉄砲を撃ちかけた。

			　元信の麾下きかは全員死兵となっていたが、半年の兵糧攻めで満足にものを食べておらず、絶対的な兵力差もあって、多数の犠牲者を出して城に逃げ込む。

			「えーい、てめぇら、情けないぞ。反撃だ、反撃。俺について来いっ！」

			　自陣に入った勝成は、郎党たちの不甲斐なさに憤慨して怒鳴り散らすと、自ら敵城目指して馬を駆けさせた。

			「若に遅れをとるな！」

			　水野軍の家臣団も、軍旗を押したてて進んだ。

			　その軍旗は永楽通宝である。

			　これは一般に織田信長の旗印として知られていた。通説では、勝成が武功をあげて信長から、この軍旗の使用を許された、とされているが、水野家ではそれ以前から使用していた記録が残っている。織田家と水野家の縁の深さを物語る事例であろう。

			「ここが死に場所ぞ。みなのもの後世に恥ずかしくない最期を見せろ！」

			　強将の下に弱兵なしというが、さすがに岡部元信に最期まで従おうというつわものたちだ。槍を扱き、太刀を翳して突っ込んでくる。

			「うおおおおっ……」

			　死を賭した敵兵の迫力に、みなが気圧されるなか、馬を駆る勝成は雄叫びをあげて槍を繰り出した。

			　馬の勢いを乗せた一撃は、鎧の鉄板を貫き、血飛沫を奔騰ほんとうさせる。

			　勝成ははじめて、自らの槍で人間の生命を奪った。あるいは半年前の攻城戦のとき、水野軍の鉄砲隊なり弓箭隊なりの矢玉があたって、城兵の生命を奪ったかもしれないが、そんな自覚は露ほどもない。しかし、いま自分の手にした槍でたしかに人間の命を奪ったのだ。

			　罪悪感はない。死ぬか生きるかの戦場である。殺されたほうも、戦場に立っている以上、殺される覚悟はしていただろう。いや、この戦の場合、敵は死ぬ気で、いかに見事に自らの命を散らすかのみを考えながら戦っている。ありがたく首級を取って、手柄とするのが礼儀であろう。

			　先頭になって奮戦する勝成は、傍目には命知らずな匹夫の勇としてうつっただろう。しかし、勝成には周りが見えていた。熱くなりながらも頭の片隅ではつねに戦況を把握していたのだ。敵がこういう動きをするから、味方はこういう動きをする。ならばこそ、ここは自分の突撃するときなのだ。

			　これは天性の素質である。戦いながら、戦場全体を手に取るように把握し、それにあわせて自らも動くなどという芸当は、歴戦の将帥しょうすいでもなかなかできることではない。いや、経験でどうこうなる技術ではないのだ。老いた名将が散る日は、若き名将が誕生した日でもあった。

			　そのことに気づいたものはだれもいない。勝成とて、自分の戦勘といったものがいかに尋常でないものか自覚していなかった。

			　あるいは敵将の岡部元信だけが、その陣頭を駆けている勇猛な若者の尋常ではない才能に気づいたかもしれない。

			　戦場にあって有能な将帥とは、友軍よりもむしろ敵将のほうが往々にしてその力量を感じる。いや思い知らされるものだからだ。

			　開いた城門を再び閉めさせず、勝成は鐘曲輪かねくるわに攻め込み、二の丸に食らいついた。

			　勝成の剽悍ひょうかんな動きについてこられたのは三人。だが直後に、清水治右衛門しみずじえもん、山本市作やまもといっさくは討死。権田兵八郎は手負いとなった。

			（これが戦場か）

			　砂埃と硝煙、血の匂いの立ち込める壮絶な修羅場。

			　勝成ははじめて、戦場に立ったのだという実感を持った。恐怖はない。ただ心地よい緊張感と高揚感が身を包んでいる。

			　勝成率いる水野軍の活躍と前後して、徳川軍麾下の勇将として知られた鳥居元忠とりいもとただ、本多忠勝ほんだただかつの軍勢は、ヒチ形という曲輪を攻めた。

			　名将・岡部元信はよく戦うも、やはり絶対的な物量の差はいかんともしがたく、壮絶な死闘の果てに自刃。しかし、副将の横田尹松に率いられた一軍は、徳川軍の包囲網をくぐって城を脱出し、甲州に逃げもどることに成功している。「たとえひとりでも将兵を本国に帰す」という元信の軍事作戦は成功したのだ。

			　こうして、遠州高天神城は落城した。

			　遠州から武田の勢力は完全に駆逐されて、徳川家康が平定する。高天神城が孤城となって二年目の月日が経過していた。この手際の悪さから、徳川家康は城攻めが下手だと、後世に語られる原因のひとつとなる。

			　勝成は、兜首二級を討ち取り、その手の者が十八もの首級を得た。

			　事実上の初陣だというのに、勝成の素晴らしい活躍は話題となり、四月十二日には安土城にて織田信長と引見することになった。

			「水野藤十郎勝成、まかりこしました」

			　侍女の小野おののお通つうに案内されて、安土城の大広間「御幸の間」に颯爽と進み出た勝成は、両拳を板の間につけて拝跪はいきした。

			　檜皮葺ひわだぶきの屋根に装飾の金物が輝き、殿中の金具はすべて黄金で、天井も輝き、周囲の壁には狩野派の絵が張りつけられている。

			　日本の過半を征した覇者の権力を見せつけるために作られた豪壮華麗な宮殿だ。

			　上座に端坐たんざしているのが、戦国の覇者として名高い織田信長である。天正三年（１５７５）十一月二十八日に隠居し、家督を嫡男の織田信忠に譲っているが、実権はいまだに手放してはいない。とはいえ、若き日のように前線で活躍することは少なくなり、織田軍の軍事指揮権は、少しずつ信忠に移っているようだった。

			　合戦にでたときの信長は、家康とは違って陣頭の猛将となる。手ずから敵を斬り、自らも四度手傷を負ったことがあるという。

			　二年前に水野家が再興され、徳川家中から織田家中に転向して以来、勝成も当然、織田の家臣団の列に加わっている。そのためだろうか勝成の兵法は、家康よりも信長の影響を色濃く受けているようだ。

			　信長をまえにした織田家臣は、猫をまえにした鼠のごとく萎縮するという。しかし、まだ若い勝成にとって、畏怖する心はない。

			　この主君は癇癪かんしゃく持ちで、たいした理由もなく家臣を切り捨てるという、非道なことも平然とするというが、もしそのような挙にでようものなら、逆に叩き斬ってやるという、強い自負がある。

			　そんな恐れ気ない若者の心意気を感じたのだろう、信長は目元で軽く微笑した。

			　信長には「第六天魔王（人類が仏の世界に入ることを妨害し、自ら快楽世界を守るべく立ち働いている天魔たちの王と信じられた、外道最強最大の神）」と昂然と自称したり、自らの軍団の大量虐殺を手紙に書いて自慢したりと、随分と露悪趣味なところがある。

			　人材登用にしても、度胸の据わった悪党が好きという側面があった。その意味で、勝成は、信長の目にかなったのだろう。不意に甲高い声を張り上げた。

			「高天神城での活躍聞いた。若年にしては、類なき働きなり。これを取らす！」

			　左文字の名刀を鞘ごと持って立ち上がった信長は、勝成のもとまで足音も高く近づいてきて、頭上から突き出した。

			「はっ、ありがたき幸せっ！」

			　信長に負けない大声を張り上げた勝成は、頭を垂れながらも両手を掲げて佩刀はいとうを受け取った。

			　有力家臣の嫡子が初手柄を立てたら太刀を下賜するのは、この時代の通例行事である。

			　それとわかっていても、晴れがましいものだ。さらに感状を授かった勝成は、意気揚揚と退室した。

			※

			「キャーッ！　勝成さまー！」

			　安土城から刈谷城に凱旋した勝成を、うら若い娘たちが、黄色い歓声を張り上げて出迎える。

			　三河刈谷城。信元時代までの水野氏の本拠地は緒川城であったが、忠重の時代になってこちらとなった。

			　城下町としてあるべきものはしっかり揃っていたが、それ以上でもそれ以下でもない田舎の小豪族の城下町というべきだろう。

			　馬上で胸を張る勝成は、上背があり、眉毛太く、堀深く、目は大きい。野趣あふれる顔立ちだが、下品ではない。むしろ、そこはかとなく育ちの良さが感じられる。精力的で精悍せいかんな、荒々しくも猛々しい若武者だ。

			　この無鉄砲で、陽気で、荒っぽくて、人懐っこい、生意気でやんちゃ、豪放磊落で親しみやすい人柄をした城主の嫡男を刈谷城下の庶民は愛していた。

			　それが初手柄を立てたのだから、ちょっとしたお祭り騒ぎである。特に若い娘たちは、飴に群がる蟻のように集まってきた。

			　そんな城下の民をまえに、勝成は馬上で両手を掲げる。

			「見ろっ、これが信長公からいただいた左文字の名刀。これが感状だ」

			　初夏の涼やかな日差しの下、左手に感状、右手に名刀を翳した雄姿は、さながら若き武神である。

			　馬から飛び降りた勝成は、少女たちの熱狂的な歓迎を遠慮なく受け楽しんだ。片っ端から少女たちと抱擁を交わし、頬に口付けをしだ。さらには乳房を揉み、尻を撫でる。

			「キャ、勝成さまのスケベ♪」

			　触られた女の子たちは歓声をあげるが、いやがっているものはいない。むしろ、もっと触って欲しいと、媚態を作って歓んでいる。

			　五徳姫に初穂を刈られてから二年、きさくな人柄の勝成は、気軽に城下町に遊びにきては、若い娘たちと戯れて、気に入れば蒲団にまで連れ込んでしまうことも珍しくない。

			　明日の命も知れない戦国時代、女たちの貞操観念も極めて低い。父親の名がわからなくても、村の子として育てられる。この時代、労働力はいくらあっても足りないのだ。

			　勝成は魅力的な男だし、床上手だとの評判があったから、女たちはぜひ一夜の恋人になりたいと欲した。それで気に入られれば、次期城主さまの側妾である。女として不満があるはずがない。

			「わたしのこと飽きちゃったの？　最近ご無沙汰じゃない」

			「ねぇねぇお祝いしようよ。わたしたっぷりとご奉仕するからさ」

			「ダメよ。今夜はわたしとしっぽりと濡れるんだから」

			　娘たちの感覚を一言でいえば、勝成は「白馬に乗った王子さま」である。熱狂するなというほうが無理だろう。

			　日ごろ口やかましかった傅役の権田兵八郎が先の戦いで負傷し、一命を取り留めるも現役を隠退することになった。そのため、もはや無軌道な勝成の放蕩を制止するものはいない。

			「おっ、おまえなかなかの器量良しだな」

			　年上のお姉さんたちに、邪魔されて勝成になかなか近寄れず、それでも話題の若様を一目みようと、後方からぴょんぴょんと跳ねていた少女が不意に腕を掴まれて引き寄せられた。

			「え、え、わたし？」

			　戸惑う少女は、十代半ばぐらいから前半ぐらい。丸顔が幼さを感じさせるが、たんぽぽ色の着物のうえからもわかる巨乳である。

			　勝成は遠慮なく、両手で少女の胸乳を触れた。それは触れたというかわいいものではなく、乳房の大きさを測るように入念に撫でまわした。

			「おっ、いい乳しているな」

			「あうっ、おやめください、お戯れがすぎます」

			　驚き逃げようとする少女を、今度はその大きな腕で抱きしめた勝成は、尻肉を両手で鷲掴みにした。

			「キャッ、やめてくださいぃ……」

			「尻も大きくていい。これは安産型だな」

			　男の胸に顔を埋めたまま少女はかわいい悲鳴をあげて震えていると、尻肉の触り心地のよさを堪能した勝成は、ついで顔を覗き込んだ。

			「おまえ名はなんという？」

			「青木あおき小鹿こじかと申します。染物屋の娘の……」

			「小鹿か、いい名だ。よし、決めた。今宵の夜伽はおまえだ」

			　宣言すると同時に小鹿を肩に担ぎ上げる。他の女たちが不満の声をあげるなか、勝成は颯爽と愛馬に跨った。

			「え！　な、なに？」

			　あまりにも突然のことに、小鹿は驚いている暇もない。気づけば馬上、雲上人である次期城主さまの左肩の上で、尻を前方に向けて腹ばいになっている。

			　大きな目を白黒させながら手足をジタバタさせていると、尻をパンッと叩かれた。

			「こらこら、暴れるな。落ちるぞ。あとでたっぷり暴れさせてやるからいまは大人しくしていろ」

			「え、えぇ……！」

			　何が何だかわからず混乱している哀れな少女を横目に、側で馬を歩ませていた騎馬武者が苦笑する。

			「若も好きですな」

			　河村かわむら重長しげなが。通称は新八郎しんぱちろう。勝成より若干年上で、水野家の次代を担う勇士と目されている。狸皮を具足羽織に使用しているため、「狸皮新八」という異名で呼ばれていた。

			　まるで水野家滅亡時の家臣団の生活苦をそのまま体現しているような格好だが、水野家の復興したいまでも、もはや狸皮の具足羽織が彼のトレードマークになってしまっているから、やめることはできないのだろう。

			　負けん気の強い勝成としては、やりあっても負けないという自負はあるが、やりあうことがあるはずもなく、もっとも信頼する兄貴分といっていいだろう。

			　勝成は悪ぶれずに、肩の女を揺する。

			「いい女だろ。一目惚れだ。この大きな尻といい、でかい乳といい、これは抱き応えがあるぜ。まだ初心うぶだけどな。そこはまぁ、これからたっぷり調教しがいがあるってことだ。それに顔も狸みたいでかわいいぜ」

			（た、狸みたいな顔！）

			　状況を忘れて、ちょっぴりショックな小鹿である。

			　小鹿は城下町に住む平凡な町娘にすぎなかった。ごく普通の刈谷城の城下町に住む少女として、友達たちと連れ立って、凱旋する若様を見学にきて、友達と一緒にキャーキャーと騒いでいただけだ。

			　城主の嫡男で若き英雄である勝成に憧れていたが、あくまでも憧れである。まさか自分が目に留まり、こんなあからさまに拉致されるとは夢想だにできなかった。

			「ほれっ」

			　肩に担ぐ少女の両足首を掴んだ勝成は、左右にガバッと開いた。

			「キャッ！」

			　小鹿は喫驚の悲鳴をあげたが、足は一瞬にして閉じられた。

			「まだ俺もみてないのに、おまえらになんかみせてやるかよ」

			　勝成のおどけた態度に、あたりは下卑た笑いが弾ける。

			　一瞬のこととはいえ、小鹿は口から心臓が飛び出るかというほどの衝撃を受けた。

			　女は着物の下に男のような褌をしないから、めくられたら最後、女のお大事を隠すものはなにもないのである。それなのに、こんな大勢の注目を浴びている場所で、大股開きにされてしまうなんて……。

			　沿道の庶民たちは、勝成の勇姿を見学するとともに、その肩に乗っている少女はだれだろうと噂している。

			　みんなに見られている、と感じたのは小鹿の自意識過剰ではない。実際に、小鹿の痴態は、沿道の観客すべての人々に、好奇の眼差しで見つめられていた。

			　米屋、野菜売り、魚問屋、小間物売り、桶屋、大工、医者、蒔絵屋、鍛冶屋、鎧師、鞘師などなどの職人たち、親子連れや、悪ガキ風の子供たち、とにかくありとあらゆる城下町に住まう人たちに見られている。

			　さらし者である、と自覚した小鹿は、羞恥のあまり真っ赤な顔をして、プルプルと震えていたが、そのさまがなんとも愛らしくて、見ているものの微笑を誘った。

			「見れば見るだけ、いい尻だ。プリンプリンしているもんな。早く食べたいぜ」

			　チュッとお尻の横に接吻した勝成は、着物の裾から手を入れ、真っ白い新鮮な大根を思わせる太腿を撫でまわした。

			「それにこの太い太腿。くーっ、たまらねぇ。こりゃ締まるぜ。キュッと締まる。間違いねぇ、これは掘り出し物の名器だ。まさしく俺の初手柄を飾るに相応しい女だな」

			　勝成にとって庶民の女など、畑に生えている大根と同じである。勝手に取って食べても、だれも責めはしない。

			　まして小鹿は、勝成の凱旋をキャーキャー黄色い歓声を送っていた娘のひとりである。抱かれるのなら、果報と歓ぶだろう。

			　実際に小鹿は特に言い交わした男がいるわけではなく、好きな男もいなかった。他の少女たちと同じく勝成に憧れていたから、普通に口説かれたなら呆気なく腰が砕けて、自分から濡れた股を開いてしまったことだろう。

			　しかし、いまの状況はあまりにも異常であった。

			　城にまで続く街道には、次期城主を称えようとする多くの人がでてきている。その衆人環視のなかで勝成は小鹿を肩に担いで、その太腿から尻を愛撫しているのだ。しかも指先が、内腿を割って奥へ奥へと探索していく。

			「あっ」

			　小鹿は小さく叫んだ。

			　勝成の指先が、ついに女唇を捉えた。人差し指と中指と薬指の三本で、大陰唇をぴったりと押さえられる。そのまま優しく全体を愛撫された。

			「はぁ、はぅ、あぅ……」

			　かわいらしい顔を真っ赤に紅潮させた少女が、熱い吐息を隠せない。

			　緊張と驚愕に渇ききっていたはずの陰唇が、少しずつ緩くなってくる。

			「お、濡れてきたな」

			　勝成が悪戯っぽく笑った。

			　健康な女なら、陰唇を男に嬲なぶられていれば濡れてしまうのは当たり前だ。

			　まして、女にとって羞恥心とは、ある意味で媚薬である。一度、堰せきを切った愛液はとめどなく溢れて内腿を濡らしてしまった。街頭の人々の視線からも、小鹿の内腿が、陽光を浴びて濡れ光っているさまがわかっただろう。

			　たっぷりと愛液を掬った指先が秘裂のなかを弄び、さらには淫核まで捉えた。

			「あぁ……」

			　顔を真っ赤にした小鹿は、勝成の背中にしがみつき、健康的な足が空中を掻いた。

			「おっ、イったのか？　感度いいなおまえ」

			「……うう」

			　小鹿はイヤイヤと首を横に振るが、勝成は面白がって愛撫を止めない。

			「……勝成さま、もうご容赦してください」

			「ダーメ、おまえかわいいんだもん」

			　含羞を噛み締めた小鹿は涙ながらに訴えるも、勝成は聞く耳を持たない。

			「あぅー……、意地悪でございますぅ。はぁっ、ダメ、そこは……」

			　愛液に濡れた武骨な指が一本、膣内に入ってきた。小鹿は身悶えたが、勝成の肩の上から逃れられるはずもない。
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			　たとえ処女でも、月のものがある以上、指の一本ぐらい入るのである。

			「おっ、なかもザラザラしてイイ感じた。それにキュッキュッと締めるな」

			「あぅ……お願いします。お……お指を入れないでください」

			　膣に男の指を入れられているのは、女にとって大変な違和感だ。まして生娘ならなおさらであろう。小鹿は息も絶え絶えの風情で懇願するが、勝成は一笑に付する。

			「おいおい、指を入れられたくらいでそんな色っぽい声を出すなよ。あとで俺のぶっといものを根本までずっぽり入れてやるから、そのとき思いきり色っぽい声をあげな」

			「そ、そんな……こと言われても、困りますぅ……」

			　このあと、やっぱり陵辱されるのだと知って小鹿はますます顔を赤くした。

			「まぁ、とりあえず指で我慢しな。おまえの新鉢は俺が責任を持って割ってやるからよ」

			「はぅ……あっ、あはっ……ひぃん……」

			　衆人監視のなか膣洞に指を突っ込まれ、さらに親指で陰核をクリクリと回された小鹿はもはや口もきけない。ただただこれ以上の痴態をさらすまいと、喘ぎを我慢しているのだが、どうしても口の端から漏れてしまう。

			「若にも困ったものだ。いま少し水野家の嫡子としての自覚を持っていただかないと」

			　思わずぼやいたのは、勝成の乱痴気騒ぎの傍で馬を歩ませている鈴木与八郎すずきよはちろうである。名は重親しげちかという。水野家を代表する勇士のひとりである。

			　武勇に優れているだけではなく、機知に優れていることもあって、当主・水野忠重の覚えもめでたい。そのため忠重の小姓をしている。

			　ただし、「筋目正しき者なれど、日ごろだらしない」と評判を持つ男で、身なりには頓着とんちゃくしない。

			「若はあれでいいんだよ」

			　聞きとがめた河村重長が弁護した。

			「戦場では武功をあげ、女を抱く。これこそ武士の本懐だ。家中には若に憧れこそすれ、嫌悪しているやつなんかひとりもいやしない。若のまえでは、女たちは股を濡らして自分から足を開いているんだからな。あの娘だって、恥ずかしがっていても、若に選ばれたことを歓んでいるぜ」

			「たしかにな。将兵はみな、だれにも真似できないことをやってみせる若が好きだ」

			　戦友のいうことを認めて与八郎は苦笑した。

			「おれも若のことは嫌いじゃない。ただ、あまりにも無軌道な若のことが、最近の殿にはご不興らしくてね。ふたりの親子仲がしっくりいってないようなのが心配なんだ」

			「おまえは苦労性だな。息子が活躍して喜ばない親がいるか」

			「杞憂に終わればいいんだが……」

			　能天気な同僚をまえに、気苦労の絶えない与八郎は溜息をついた。

			　水野家の将来を担う若き守護神たちは、轡くつわを並べて勝成に続く。その視線の先には、何度目かの絶頂強いられてしまったらしい、哀れな生贄の少女の顔があった。

			※

			「これは父上母上お揃いでの出迎え恐縮です。勝成、ただいま帰りました」

			　刈谷城の城門では、城主水野忠重とその夫人妙舜尼みょうしゅんに、勝成の弟たち忠胤ただたね、弥十郎やじゅうろう、忠清ただきよ、忠直ただなお、水野家累代の筆頭家老上田近次うえだちかつぐ、次席家老の神谷長直かみやながなお、忠重の腹心である水野清久、納戸役の富永とみなが半兵衛はんべえなど水野家家中のものがみな出迎えた。しかし、放蕩息子のほうは一向に悪びれず、小鹿を肩に乗せたまま馬から下りる。

			「うむ」

			　苦虫を噛み潰したような顔で頷いた壮年の男が、一目みて勝成の父親だなとわかる水野惣兵衛忠重である。若名は藤十郎。もちろん、勝成の若名はこの父から継承したのだ。頑固一徹で武士以外には見えない古武士的な風格で、勝成がもう二十年もして、人格に渋みがでたら、こうなるのではないか、とだれもが思う容姿をしていた。

			　水野忠政の十四子で、どう間違っても水野家の当主になれる立場ではなかったのに、運命の悪戯から現在の地位にある。

			　十四子の末弟などに生まれては、美味しいところはすべて兄姉たちに奪われてしまう。自分の食い扶持を得るために、兄で水野家当主となった信元の下をして飛び出して、甥の徳川家康の下でのし上がろうと数々の武功をあげた。

			　三方ヶ原みかたがはらの合戦のときには、敗走する家康を逃がすために、年恰好が似ているという理由で、家康の甲冑をもらい受け影武者を務める。吉田城籠城戦では、右手に鉄砲の弾があたり肉のうちに入って出すことができず、左手に槍を持って部下を指揮したことは語り草となっていた。

			　そんな武功が認められて、兄の信元が粛清されのち断絶していた水野家再興時の当主として、織田信長のお声掛かりで就任したのだ。

			　噂に聞く経歴はもちろん、見るからに怖い人という雰囲気のある城主さまを前に、お尻を突き出した形である小鹿は、こんな失礼な姿もないと恐縮するも、勝成が離してくれないのだからどうしようもない。

			「これは信長公からの感状です。父上にお預けしておきますから、家の名誉としてください。太刀のほうは俺が使わせてもらいます」

			「……」

			　へらへら笑って、感状を預けた勝成は、そのまま立ち去ろうとした。その背に妙舜尼が我慢できずに金切り声をあげる。

			「勝成、それはなんの真似です！」

			　妙舜尼は、かの本願寺顕如の妹である。おそらく妾腹の娘だったのだろう。俗家に嫁ぐにあたって本願寺寺侍の一族で、三州十六家のひとつ都築吉豊よしとよの養女になってから、水野忠重に嫁いだ。

			　本願寺顕如と織田信長は宿敵として有名だが、三河は昔から本願寺の勢力の強い土地であり、そこの有力豪族であった水野家と縁の持つことは悪いことではなかったのだろう。

			　しかし、三河一向一揆によって、三河から本願寺勢力は一掃された。妾腹であり、他家の養女になったこともあり、妙舜尼は実家に思い入れがないようだ。息子である勝成も本願寺の教えにまったく興味を示していない。

			「えーと、この娘は、小鹿といいまして、今日から俺の侍女となりましたので、以後お見知り置きください。では、所用がありますので、失礼」

			　母親の剣幕にも負けず勝成は、後ろ手に愛液に濡れ光る手を振って歩いていった。そうすると今度は小鹿の顔が、城主一家のほうに向いてしまう。

			　苦虫を二三十匹まとめて噛み潰したような城主夫婦の顔を見て、小鹿はもう死にたかった。

			　ごめんなさい、ごめんなさい、と一生懸命に頭を下げるが、その間にも勝成の武骨な指は遠慮なく、女の敏感な部分に触れているから、顔を真っ赤にしている少女の口からでたのは、「あぅうん」という官能の吐息と涎だけである。

			「よし、ついた」

			　足音も高らかに城内を闊歩かっぽしていた勝成は自室に入ると、ようやく肩に担いでいた少女を下ろした。

			「はぅ……」

			　布団の上に転がされた小鹿は、ここまでの濃厚な愛撫と強烈すぎる羞恥責めに、腰が抜けてしまっていて動くこともできない。

			　そんな哀れな少女を見下ろして、勝成はニッコリと無邪気な笑みを浮かべた。

			　小鹿の胸はドキンッと改めて高鳴る。

			　いままで散々酷い目に遭わされたというのに、改めて勝成の笑顔をまえにすると、すべてが許せてしまうのは女の浅はかさであろう。もう、勝成さまになら、何をされてもいい、と思えてしまうのだ。

			　そんな人好きのする笑顔とは裏腹に、勝成の行動はとことん鬼畜だった。

			「さてと、ここからが本番だ。さっそく見せてもらうか」

			　襟元から着物に手をかけると、力任せに左右に剥きあげる。

			　童顔とは裏腹に成熟した体があらわとなった。

			　肩幅が広く、骨盤もがっちりしている。いかにも骨が太そうで、どこもかしこも健康的でプリプリしていた。

			　照り焼きにしたら、さぞ美味しい肉汁がたっぷりでるだろうと思わせる女体である。もっとも照り焼きになどしなくても、股間からは美味しい肉汁がたっぷりと溢れているが……。

			「くっくっくっ、やっぱおまえかわいい顔しながらおっぱいでけぇな。むしゃぶりつきたくて、我慢するのに苦労したぜ」

			　豪快にふたつの乳房を両手で鷲掴みにした勝成は、その揉み応えのあるモチモチとした乳房を心行くまで揉みまわし、木苺のように赤らんだ粒肉にかぶりついた。

			「ああ」

			　小鹿の胸を唾液でベトベトになるまで舐めまわした勝成は、ついで小袖の裾をまくり、襦袢を奪った。

			　そして、あらわとなったまさに鹿の足を思わせる若く肉感的な足を、牡を迎え入れる格好に大きく広げる。

			「くっくっくっ、童顔だけあって、肉饅頭のおケケはまだ生え揃っていないな」

			　恥骨も立派に盛り上がっているが、肉土手に芽吹いている陰毛はポワンと薄く萌えているにすぎなかった。

			　その下にある亀裂は、普段はぴったりと閉じているのだろうが、さきほどから指で執拗に悪戯されていたために、ほつれて開いてしまっている。むっちりした太腿の内側まで失禁したかのように濡れていた。

			　そんな大陰唇の両側に親指をあてがうと、グイッと広げる。

			「おっ、やっぱり見込んだだけあって、綺麗な観音さまじゃねぇか。美味しそうだ。こいつは拾い物だな。それにグッショリ濡れてやがる、これ以上の愛撫は不用だな」

			　舌なめずりをした勝成は、さっそく旅装束を脱いで、褌も解いた。

			　プルンと唸りをあげるようにして、雄躯に相応しい逸物が姿を現す。それは単に大きいだけでなく、エラが張り、ゴツゴツした巌のような形をしている。

			　それを鼻先に掲げられた小鹿はしばし魅入っていたが、やがて我に返ると、どうすればいいのかと困惑しきった表情で、勝成を見上げてきた。

			「おまえははじめてだろ、触ってみな」

			　困惑した表情を浮かべた小鹿は、おずおずと目の前の逸物を両手で掴んだ。

			「あぁ……熱い」

			　勝成の魂をそのまま具現化したような、熱くて力強い逸物であった。

			　女の鼻腔を生臭い牡の匂いがくすぐり、圧倒的な牡の熱気に触発されて、女も自分が牝であったことを自覚する。

			　目元を熱く潤ませた小鹿は、うっとりと手中のものを撫でまわしていた。

			「しゃぶってみな」

			　目を細めた勝成が促すと、小鹿はこくりと頷いて肉棒の先端を咥える。

			　はじめはごっつくて怖いと思った肉棒も、手のうちで弄び、舐めしゃぶっているうちに恐怖は薄れ、逆にかわいいと思えるようになってきたようである。小鹿の口戯はつたなかったが真摯さは伝わってきた。

			（まぁ、おいおい仕込んでいくさ）

			　純粋に口戯を楽しみたいのなら、もっと性になれた女を連れてくればよかったわけで、別に失望はない。

			　やがて小鹿がなれたのを確認してから、勝成は逸物を取り戻した。

			「……？」

			　おしゃぶりに夢中になっていた小鹿は、いきなりのことに戸惑った顔をするが、勝成はニヤリと人の悪い笑みを浮かべた。

			「そろそろいいだろう。新鉢を割ってやるぞ」

			「……」

			　再び恥ずかしい開脚をさせられた小鹿の股間は、失禁してしまったかと思うほど濡れていた。その源泉に、小鹿の唾液によって濡れ光っている逸物をそえる。

			「そう緊張するな。力を入れていると痛いぞ」

			「……はい」

			　小鹿は思いきり力んだ表情で頷いたものだから、勝成は苦笑してしまう。

			「そうだ。息を吐いてみろ」

			　言われるがままに小鹿は息を吐いた。

			「……吸って、……吐いて、……吸って、……吐いて」

			　言われるままに、小鹿は真面目な表情で深呼吸を繰り返し、息を吐いた瞬間だった。

			　ズボッと野太い逸物は突き入れられる。

			「はぅ」

			　驚き慌てた小鹿は必死に逃げようとしたが、息を吐いた直後だっただけに力が入らない。

			　長時間の魂削るような入念な前戯によって、未通の洞窟は奥の奥までグッショリと濡れそぼっていたため、野太い逸物を根本までずっぽりと難なく飲み込んでしまった。

			　途中にあった処女膜など、障害らしい障害にもならずプチンと押し破られてしまったのだ。

			「はぁ、ああん」

			「痛いのか？」

			　勝成の問いに、小鹿は首を横にふるう。

			「い、痛くないわけではありませんけど……、痺れてしまって何がなんだかわかりません」

			　そういって小鹿は、勝成の肩にしがみついてきた。

			　若くムッチリとした肢体は、抱き応えがある。膣壁には襞がたっぷりあってザラザラしていた。いわゆるカズノコ天井というやつであろう。

			（こいつは文字通り、拾い物だ）

			　しばし膣中の蠢動しゅんどうとその抱き心地のいい体の感触を堪能した勝成は、小鹿が落ち着いたのを見計らってゆっくりと腰を引いた。

			「はぅ……」

			　切なそうな声を漏らした小鹿の膣洞は、はじめて迎え入れた異物を逃すまいと、絡みつくように締め上げてくる。

			　勝成は、牝馬を乗りこなすように腰を使った。油断すると乗り手を弾き飛ばし、振り落としそうな、活きのいい牝馬だ。

			　しかし、雲をつくほどの長身で、筋肉質な大男である勝成にとって、小鹿など子供と同じである。玩具のように扱われ、人形のように操られてしまう。

			「あっ」

			　一瞬、呼吸を止めた小鹿は、弓なりに背中をのけぞらせた。初体験ながらも、小さな絶頂に達してしまったのだ。

			　それと見て取った勝成は、突貫運動を一気に激しくする。

			「ひとりでイくなんて野暮ってもんだぜ」

			「ああ、そんな、激しくされたら、ああ」

			　悶絶する小鹿の身を押さえつけて、勝成は思いのままに腰を振るい、そして、最深部で爆はぜる。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			「あ……気持ちいい♪」

			　小鹿はうっとりと呟いた。はじめてである少女に、男と一緒に絶頂することなどできないが、胎内で男が爆ぜる感覚は、女の本能を揺さぶるものがあるらしい。

			　すべてを注ぎ込んだ勝成は、それまでの荒々しさがウソのように優しく抱きしめて、ゆっくりといたわるように後戯を行った。

			「大丈夫だったか？」

			「……はいですぅ」

			　男の厚い胸板に抱かれながら、小鹿は陶然と頷いた。

			「俺のこと好きか？」

			「はい、勝成さまのこと好きですぅ」

			　小鹿はまるで酒に酔い、酩酊しているかのような表情だ。

			「なら、これからおまえの体は俺の所有物だからな。覚えておけよ」

			「はい。小鹿の心も体も勝成さまの所有物ですぅ」

			　頭をグリグリと撫でてくる勝成に、小鹿はなんらためらいなく応じる。

			　このとき小鹿は、本気で勝成に絶対の忠誠を誓うことを決めた。理屈ではなく、好きになってしまったのだからしかたがない。

			　ほんの数刻まえまでは、普通の町娘にすぎなかった小鹿は、勝成にお持ち帰りをされてしまい、そのまま刈谷城内にあって、勝成付きの侍女となった。その身も心も捧げて献身的に仕える姿は、愛奴というしかなかったろう。

			　今日ほど無茶苦茶やったのははじめてだが、勝成にとって女とは、かくの如くいつでも手に入るものだった。いつも女のほうから濡れた股を開いてくるし、多少、やり方が強引だとしても、終わったあとにはこの小鹿のようになってしまう。

			　それは城主の跡取り息子に惚れるのではなく、圧倒的な牡に征服されたい牝の本能であるかのようであった。

			※

			　遠州高天神城の落城は、織田家と武田家の長く苦しい戦いに決着がついた瞬間だった。

			　長篠の合戦によって、武田軍は壊滅的敗北を喫したといわれるが、実際には小揺るぎ程度で踏みとどまって、すぐに持ちなおしている。しかし、この高天神城の失陥は、武田王国の衰退と凋落ちょうらくの証明として、近隣諸国の目には決定的な事件としてうつった。

			　そのため内通者が続出し、武田勝頼を中心とした武田家首脳部も敗北を自覚したようである。

			　先代の武田信玄の時代に手に入れていた捕虜、織田信長の五男・御坊丸ごぼうまるを織田信長に返却して、関係修復および和議を申し入れた。

			　また、関山かんざん派（妙心寺派）の高僧たちも事態を憂え、織田・武田の和議締結のために奔走しだす。

			　しかし、恨み骨髄に徹していた信長は、御坊丸は受け取るも和議は認めず、翌年、落ち目の武田家を徳川、北条と三方から攻めかかり、天目山にて一気に攻め滅ぼした。

			　水野忠重、勝成親子は、信長の嫡男信忠の軍勢として参加。凱旋する信長を三河池鯉鮒ちりゅうにて饗宴きょうえんして、唐傘の馬印を与えられた。

		

	

			第三章　甲州の女狩り

			


			「世の中、急に忙しくなりやがった。まさに疾風怒濤の時代の到来だな」

			　天正十年（１５８２）八月、十九歳になった勝成は、甲州古府中の館にて、暇を持て余し、従兄弟の少年を捕まえて将棋を刺していた。

			「従兄上、そのいいかたはいささか不謹慎ではありませんか？」

			「そうか？」

			　嬉しそうに語る勝成に、将棋の相手をさせられていた少年は眉を顰めて苦言を呈する。

			　少年の名を土井松千代どいまつちよという。のちに元服して土井甚三郎利勝じんざぶろうとしかつと名乗るようになるが、このときはまだ十歳の稚児にすぎない。勝成の伯父・水野信元の忘れ形見である。

			　松千代の母は、織田信長の父親織田信秀のぶひでの愛妾であったが、信秀が亡くなったあとに信元が側室にしたのだという。

			　遅くに産まれた子で、松千代が生まれたとき、信元は甥っ子を養子にして家督を譲っていた。とはいえ、いずれ彼こそが水野家総領の座を譲られていた可能性は十分にあっただろう。

			　しかし信元は殺害されてしまった。そのとき於大の方がかくまって一緒に徳川家に連れていったという。

			　織田信長の命に従って信元を殺害した徳川家康だったが、さすがにその子供は不憫に思ったのだろう。松千代を家臣の土井利昌としまさの養子として隠した。

			　さらに松千代が、利発だと見極めると、嫡男信康亡きあとの自分の後継者としている三男・徳川長松ながまつ（のちの秀忠ひでただ、四歳）のご学友にも抜擢した。

			　次期当主の側近は極めて大事である。

			　当初は勝成が乳兄弟とされたのだが、水野忠重を当主とした水野家を大名として復興されたとき、嫡子である勝成はその任を離れざるを得なかった。

			　おそらく於大の方が、勝成の代役として松千代を推薦したのだろう。

			　家康は、次代の徳川家を託す人材として松千代には英才教育を施した。そんなかわいがりかたと、従兄弟ということもあって、家康とよく似た容姿に成長したため、家康の隠し子ではないか、と噂されることになる。

			　そんな経緯ゆえに、松千代は勝成を兄のように慕っているのだ。

			　勝成のいうところの疾風怒濤の時代とは、いまから二ヶ月まえの六月二日。あまりにも有名な本能寺の変がおこり、織田信長は家臣の明智光秀に背かれ死亡した。武田家が滅亡してから、わずか二ヶ月あまりのできごとである。

			「従兄上たちも京都にいて随分と苦労されたとか」

			「ああ、なかなかひもじい思いをさせてもらったぜ」

			　将棋の駒を弄びながら勝成は苦笑する。

			　水野忠重、勝成父子は、信長の嫡男信忠の軍に属して京都宿陣中に、この変に遭う。

			　信忠に従い妙覚寺、ついで二条城に入った。しかし、この信忠の行いが、生き残るための方策ではなく、討死の覚悟を決めた死に場所を求めての行為だと知って忠重は慌てる。

			　織田家に恩こそあれ、一緒に死んでやる謂いわれはない。

			　恩という意味では、水野氏の再興のために一肌脱いでくれた光秀にこそある。

			　光秀の妻煕子ひろこの母は、忠重の姪であったのだ。つまり、光秀と水野氏は遠縁ではあっても、縁戚である。

			　おかげで水野家中はかなり混乱した。

			　水野一族の常滑城主水野守隆もりたかは、光秀に加担。忠重の部下で、勝成の幼馴染中山重盛の父・中山勝時かつときは二条城にて信忠とともに討死した。

			　そんな中にあって水野主従五人は、両陣営に背を向け、東山東福寺の山中に逃げ込み、三日間飲まず食わずで身を隠す。その後、塔頭霊源院たっちゅうれいげんいんの住職の好意で京都を脱出。さらに京極きょうごく氏の助けにより、六月十一日に刈谷城に戻った。

			　家康も、泉州堺にいて、後世にいうところの「神君（家康の尊称）伊賀越え」をして、ようやく浜松に逃げ帰る。

			　その帰路、家康は、「水野家は明智方に加担しているだろうから」という理由で、刈谷城には近づかなかった。それほどに、水野氏と明智氏は親しいと思われていたのだ。その俗縁を冷徹に切り捨てた忠重の判断力はなかなかと称えていいだろう。

			　六月十三日、信長を討った明智光秀を『山崎の合戦』にて羽柴はしば秀吉ひでよしが討ち。二十七日には織田家の重臣による鳩首会議きゅうしゅかいぎ、いわゆる『清洲会議きよすかいぎ』によって織田家簒奪派の羽柴秀吉と、織田家擁護派の柴田しばた勝家かついえの対立が表面化した。

			　本能寺の変の問題は、単に織田信長が殺されただけではなく、現当主の織田信忠までも一緒に殺されてしまったことにある。それどころか信長の代表的な側近と呼ばれる菅屋長頼すがやながよりをはじめ、村井貞勝むらいさだかつ、森乱丸もりらんまるといった、織田家の首脳部も根こそぎ殺害されてしまったのだ。

			　いわば織田政権を構成していた総理と元総理と官房長官、都知事に秘書、そして閣僚一同が一瞬にして消え去ったのである。残ったのは方面軍司令官ばかりだ。

			　戦国時代を覆い尽くそうとしていた強力な政権の消滅に、重石のなくなった戦国の群雄は再び跳梁を開始した。

			　もっとも混沌としたのが、旧武田領をめぐる攻防である。

			　武田家が滅亡したのは三月十一日。本能寺の変は六月二日。このわずかな期間で、織田の支配が確立していないことは、だれの目にも明らかである。

			　小笠原おがさわら家や諏訪すわ家といったその昔、武田に領土を奪われた豪族たちが各地で蜂起した。それだけではなく、織田に臣従同盟していたはずの北条氏が、掌を返して侵略してきたのである。

			　北条氏五代目の若き当主氏直うじなおは、五万の大軍を率いて旧武田領に押し入り、迎え撃ったのは織田家の重鎮にして、忍者あがりといわれる滝川一益たきがわかずます率いる一万八千余だ。

			　この神流川かんながわの戦いと呼ばれる二日間にわたる激戦の末に、北条軍は滝川軍を駆逐した。一益は旧武田領を放棄して、本領のある北伊勢に逃れる。

			　しかし、この美味しい果実の独占を北条にのみ許してなるか、と越後の上杉景勝が北信濃から侵攻してきた。

			　それを北条軍が許すはずがなく、滝川軍を撃退した軍勢に、滝川軍から降伏した信州の豪族五千を加えて北上させる。

			　戦国最強を謳われた上杉軍も御館の乱で弱体化し、柴田勝家を中心とした織田軍の侵攻のまえに衰退も著しく、五千を動員するのがやっとのありさまだった。一方の北条軍は五万五千である。

			　十倍の兵力差があるのだから、北条軍は上杉軍を一気に踏み潰すかと思われた。しかし、滝川軍との激戦の直後だけに、北条軍には連戦するだけの余力がないらしく、戦局は睨みあいとなる。

			　そうこうするうちに、今度は南から旧武田領に侵攻したのが徳川家康だ。

			　この徳川軍の軍事行動を支援すべく、織田信長の次男織田信雄は、水野勝成を派遣した。

			　伊賀、南伊勢の領主であった信雄は、清州会議の結果尾張を得ていたのだ。

			　よって、織田信雄が水野家の新たな上司となっていた。

			　援軍を出すにしても、忠重ではなく、勝成だけというあたり、軍事的というよりも、徳川軍の行動は、盟主織田家の追認があってのことだ、という政治宣伝的な意味合いが強いのだろう。

			　勝成が好んで参加したがったという側面もある。

			「しかたのないやつだ。行ってこい」

			　勝成の参戦願いを、二十五歳の若き主君は苦笑しながら許可してくれた。

			　信雄は軽率な行動が多く、あまり評判のいい殿様ではないのだが、不思議と勝成とは気が合う。

			「勝成、おまえもいずれ大名になるのだ。武芸ばかりではなく、能や笛ぐらい嗜たしなみとして覚えておけ」

			　能狂いという側面のある信雄は、気さくに芸能の稽古をつけてくれた。

			　政治家としてはかなり不安な坊ちゃん気質なのかもしれないが、個人として付き合うには親しみやすい性格なのだ。

			（さすが五徳姫さまの二番目の兄ちゃん、話がわかる）

			　こうして、織田信雄からの支援を受けた徳川軍は、上杉と北条の対立の間隙をついて、たちまちのうちに甲斐、南信濃を席捲してしまった。このとき徳川軍にあって、活躍したのは岡部元信の弟・岡部正綱まさつなである。武田家滅亡後浪人していた彼は、徳川に味方すると決意すると昔の仲間である武田旧臣を取り込むために、連日盛大な酒宴の席を催したという。そして、目論見通り作戦は成功したのだが、正綱自身は間もなく肝臓を壊して死んでしまった。

			　主君のために肝臓を壊すまで酒を飲むとは、兄とはまた違った意味で律儀な男である。

			　上杉軍と対峙していた北条軍は、南から徳川軍までも参戦してきたとの報に、決断を迫られることになった。

			　このまま上杉軍と対陣を続けて、徳川の跳梁を許すか？　上杉軍に総攻撃をかけるか？　兵を二分して、上杉、徳川との二正面作戦をするか？

			　北条氏直と、その首脳部が下した決断は、いずれでもなかった。上杉氏の兵力はたかだか五千にすぎない。腹背には新発田重家しばたしげいえの内乱と、織田軍という外敵を抱えている。とても、旧武田領を席捲するほどの脅威ではない。その動きは北条に味方している信濃の豪族たちに任せても問題はないだろう。それに対して徳川軍の後背には織田信雄がいて、しかもそこから援軍を受けている。これを放置していると、旧武田領すべてを席捲される危険があった。

			　かくして北条軍は全軍を持って反転、徳川軍を目指した。これに上杉軍は、形式的な追撃をする。北条軍の殿軍でんぐんは完璧であり、たいした被害はでなかった。しかし、十倍の敵を撃退したということで、瀕死であったはずの上杉景勝の武名は跳ね上がることになる。

			「北条五万が、南下中。碓氷うすい峠を越えて、信州佐久郡さくぐんに向かいつつあり！」

			　この事態は、徳川軍首脳部が描いた未来図のなかでも最悪のケースである。徳川軍の機動戦力は一万程度にすぎないのだ。

			　八月朔日さくじつ、北条氏直は、自ら四万の大軍を持って信州海野口うみのくちより甲州若神子わかみこに向かわんとして信州役行者より梶ヶ原に着陣。報せを受けた徳川家康は、諏訪の高島城を攻めていた徳川家筆頭家老・酒井忠次以下のものを白須まで退却させる。

			　翌朝には、徳川次席家老の石川数正を合流させ、新府しんぷまで退却。そこで家康も合流し、主力八千を率いて、北条軍四万と対峙することになった。

			　後方の甲斐古府中には予備戦力として、鳥居元忠、松平清宗まつだいらきよむね、内藤信成ないとうのぶなり、高力正長こうりきまさなが、三宅康貞みやけやすさだ、そして勝成ら千五百余を守備に残した。

			　勝成が留守組に入れられたのは、織田家からの援軍を最前線に出して酷使するわけにはいかないという事情であろう。ちなみにこのときの忠重は、秀吉と勝家の情報収集をしており、のちに賤ケ岳しずがたけの戦いの様子を家康につぶさに知らせた。

			　よって、四倍以上の敵と対峙して緊迫している最前線とは違って、後方にある勝成は暇を持て余していたのだ。

			「しかし、世の中、こんなに慌しく激変しているっていうのに、なんで俺たちはこんなに暇なんだ。こんなに暇になるなら、せめて女を連れてくるんだったな」

			「従兄上、女遊びもほどほどにしてください。叔母上が嘆いておりましたよ」

			　ちなみにこの年、勝成の母・妙舜尼は、女の子を出産している。名前はかな。のちの清浄院せいじょういんである。

			「しかたねぇだろ。女のほうが俺のことをほっといてくれないんだからよ」

			　小鹿を誘拐同然に連れ去ったときの例をあげるまでもなく、勝成は典型的な放蕩者である。独身のまま、傍目には漁色としか見えない女性関係を続けていた。ただ勝成の弁護をするなら、あくまでも自分に言い寄ってくる女の綺麗どころを、適当に摘み食いしているのであって、恋人がいる女や人妻などには手出ししないところが、彼なりの節度なのだろう。

			「どっかにいい女いねぇかな～」

			「女なんてどこにでもいるでしょう」

			「あのな、松千代。俺が言っているのは女じゃなくて、いい女。ここを間違えるなよ」

			　現在の甲斐は、織田軍に徹底的に蹂躙されたあと、いままた列強の草刈り場とされているのだ。そうそう妙齢の女性と出会える環境ではない。婆は問題外だし、下手にそのへんで春を売っている若い娘に手を出すと、病気をうつされる危険がある。

			「はいはい、そうでしょうね」

			「ちくしょう。鳥居の親父め、上手いことやりやがったな」

			　勝成は悔しそうに舌打ちをした。

			　岡部正綱の文字通り必死の接待攻勢とは別に、家康の頭を悩ましたのが血縁問題である。

			　武田滅亡から日が浅いこともあって、武田旧臣たちは、いまだに武田家に愛着があった。

			　武田、北条、上杉の三者には、長い対立と和睦の歴史がある。北条氏直の母は、武田信玄の長女・黄梅院おうばいいんであり、上杉景勝の妻は、武田信玄の第六女・菊姫であった。

			　そのため上杉、北条はそれぞれ血縁によって侵略の正当性を主張していたが、血縁のまったくない家康は、「武田信玄はわたしの軍略の師匠だった」などというおためごかしをいいながら、裏では血なまこになって武田信玄の末娘という松姫まつひめを探させた。そして、これを妻にすることによって、武田旧臣の心をつなぎとめようとしたのだ。このため家康の甲斐侵攻は、後世「甲州の女狩り」といわれることになる。

			　余談だが、のちに北条氏を滅ぼしその領土を支配した徳川家康は、北条五代の祖北条早雲そううんを「わたしは早雲を父のように感じていた」とぬけぬけと語って、北条の旧臣の慰撫に努めたものである。

			　主君からしてこんな状態なのだから、家臣もそれに倣ならう。

			　家康の幼少期から兄弟同然に育った鳥居元忠は、武田家の譜代筆頭家臣であった馬場信房ばばのぶはるの娘を捕まえて、ちゃっかり自分の愛妾してしまったのだ。

			　今頃、同じ屋敷内で、鳥居元忠は、馬場信房の娘と美味しい想いをしている最中であろうと考えると、やんちゃ坊主の逸物が疼いてしかたがない。

			　ちなみに、この元忠の正室もまた、水野氏の血筋である。母親が水野忠政の娘なのだ。つまり、元忠と勝成とは義理の従兄弟ということになる。

			　それゆえに忠重は血気に流行る嫡男のおもりを、元忠に頼んだのだ。

			「俺も武田武士の娘を適当に見繕ってくるかな。このさいだ、多少醜女しこめだろうと、性格が悪かろうと目は瞑る」

			「やめてください。そうでなくても家康公は旧武田領民を手懐けようと努力している最中ですよ。女を奪うというのは、一番領民の反発を買います」

			「あぁわかってるって、ほれっ王手飛車取り」

			「えっ、えぇぇー……ぐぅぅぅぅ」

			　松千代が打った手に合わせて、勝成がなにげに指すと、松千代は目を剥いて驚愕し、ついで唸り声をあげて固まってしまった。

			「待ったは認めねぇぞ」

			「わかっています。待ったはしません」

			　勝敗は決したと思われるが、松千代は意地になって首を横にふるう。

			「そうか、まぁ頑張ってみな」

			　松千代に将棋を教えたのは、勝成である。だれもが認める利発な少年・松千代は、その後、めきめきと腕をあげていた。その自信はあるのだが、勝成にはまだ一度も勝ったことがない。

			　勝成はやる気なく惰性で指しているのに、その一手一手は正確で誤りはない。それどころか決して相手のミスを見逃さないのだ。勝機を見抜く目があるのだろう。

			　数手指したあと、松千代はガックリと肩を落とした。

			「……参りました」

			「あー、飽きた、飽きた」

			　立ち上がって格子戸から屋外をみれば、山国甲斐らしく嶺々が連なり、紅葉が陽光を浴びて輝いていた。

			　旧暦の八月はもう秋である。一面燃えるような山々の向こうには、富士山を堪能できる。

			「松千代、外はいい天気だぞ。出かけるにはよい陽気だ。気晴らしに紅葉狩りがてら遠乗りに行くか」

			「いいですね。お供します」

			　女遊びよりも馬乗りの方がはるかに健康的だ。幼い少年はその提案に喜色を浮かべた。

			※

			「たあーっ！　たあーっ！」

			　馬上の人となった勝成は、掛け声も高らかに山道を駆け巡った。

			　朱、橙、山吹、見事に色づいた木々の間を疾風の如く突き抜けていく。あとに続くはずの松千代もすっかり距離をあけられてしまった。

			　勝成から誘った遠乗りであったが、乗馬も将棋と同じで、つねに真剣勝負であり、ついて来られなければ置いていってしまう。

			　体を動かすことが性に合っている勝成が、その感覚に酔っているところ、ちょうど曲がり角に達したところで、女の悲鳴があがった。

			「きゃっ！」

			「おっとっ！」

			　勝成は慌てて手綱を引いた。凡庸な騎手であったなら、女を跳ね殺していたかもしれない。女の反射神経も悪くなかったようで、どうにか馬蹄を避けたようだが、尻餅をついてしまっていた。

			　慌てて馬から飛び降りた勝成は、女のもとに駆け寄ると助け起こす。

			「すまん。油断した。ケガはないか？」

			「いえ、大事ございません。あ、ありがとうございます……」

			　男の胸に抱かれた女は、その顔を間近にみて慌てて離れようとしたが、勝成の腕からは逃れられなかった。

			「わたくしのほうこそ、油断しておりました。申し訳ございません」

			　心配してくれている男の好意を無碍むげにするのも悪いと思ったのだろう。女は露草色の着物の乱れを整えながら謝罪した。

			　年のころは十代後半。おそらく勝成と同世代である。いささか痩身ながら、女としては上背うわぜいがあり、切れ長の目が知的で涼しく、鼻筋が通って唇も可憐だ。化粧っ気はほとんど感じられないが、淡い紅を引いているようだった。

			　一目で武家出身とわかる、凛とした気品の感じられる面差しだ。

			「……いい女だ」

			「は？」

			「いや、こちらの話だ。それよりも、どうしてこんなところにいる。女の一人旅は危険だぞ。まして、ここらあたりには追い剥ぎ、落ち武者には事欠かぬ。それに熊だって出るしな」

			　勝成の腕に包まれたまま、女は勝成の顔をじっと注視していたが、やがて口を開いた。

			「あの……もしや、あなたさまは徳川家中の方にございましょうか？」

			「いかにも。拙者、刈谷城主水野惣兵衛忠重が嫡男、水野藤十郎勝成と申し、家康公の従兄弟にあたる者でござる」

			　いろいろと問題のある勝成だが、仮にも大名の嫡子、その気になればいくらでも貴公子然と振る舞える。もちろん、着衣も愛馬も太刀も立派だ。

			　彼女もまた、その外見に騙されたのだろう。居住まいを正した。

			「これは失礼しました。わたくしは松姫さまのお使いで参りました、桜庭さくらば律子りつこと申します。ぜひとも家康公へのお取次ぎをお願い致します」

			「ほう……松姫さまの使いと？」

			　松姫といえば、先ごろまで家康が血眼になって捜し求めていた姫君である。

			　さすがに勝成の眼光が鋭くなり、それを受けた女は犀利さいりな顔で頷いた。

			　武田信玄の末娘・松姫はこの年二十一歳。かつて武田信玄と織田信長が同盟していた時代には、信長の嫡男・信忠と婚約していたが、両家が敵対すると自然と婚約は破棄されてしまう。

			　このとき、なにか悟るところがあったらしく、その後、父の信玄や兄の勝頼が新しい縁談をいくら勧めても断わり続けた。そして、武田滅亡後は世に隠れ住み、武田の菩提を守った姫君である。

			　武田旧臣たちは、この信玄の忘れ形見ともいうべき姫君を無法者から守ろうと、偽者を用意して家康に献上した。しかし、よほど慌てていたのだろう。それぞれ別の人物が計画したせいで、なんとの松姫がふたりも出てきてしまった。

			　先に差し出されたのは、武田旧臣の娘のお竹たけ。ついで武田一門からの寝返り者穴山梅雪あなやまばいせつの弟・信邦のぶくにが、なんと自分の妻である十六歳のお都摩つまを松姫に仕立てて家康に差し出したのだ。

			　それを受けた家康は悪びれもせずにふたりの「松姫」を側室に迎え、浜松城に連れ帰っている。

			「よし、わかった。詳しい話はあとで聞く。まずは館まで行こう」

			「あ、あの……」

			　離してください。という言葉は言語化されず、そのまま有無も言わさず、律子を抱いたまま馬上の人となった勝成は、もときた道を引き返す。

			　律子は異議を申したてたいようであったが、馬の疾走中に下手に口を開いては舌を噛むと思ったのだろう。押し黙った。

			　途中、行き会った松千代は目を見張る。はるか先に行ってしまったと思っていた勝成が、戻ってきたと思ったら美女連れなのだ。

			「あ、あの、従兄上……？」

			「おう、松千代か、まだこんなところにいたのか。悪いが用事ができた。古府中に帰るぞ」

			「い、いや、ですから、そんなことはどうでもよくて、そ、その女性をどうしたのですか？」

			　松千代の顔は蒼白になっている。勝成はさきほど女が欲しいとぼやいていたことを知っているだけに、奔放な従兄がどこかの武家の屋敷に押し入って美女をさらってきたのではないか、と心配しているのだ。

			「山で拾った」

			「そ、そんな馬鹿な話がございますかっ!?」

			「では、これは狐か狸といいたいのか？　狸は小鹿だから、こいつは狐かな」

			　とぼけたことをいう勝成の顔には、望みのものを手に入れた喜色を隠しきれていなかった。その胸に横抱きに抱かれている美人は、自らの貞操の危機にも気づかず、ただただ男の胸に押し抱かれて、頬を染めている。

			　松千代は、どうしようもない脱力感から頭を抱えた。

			※

			「お取り次ぎ致したいのは山々でござるが、あいにく家康公は新府へ出陣しておるゆえ、ただちに面会することは叶わぬぞ。御用の向きはさっそく早馬にて知らせるゆえ、律子どのは別室にて休まれておられよ」

			　館に着き、門前で馬から下ろされた律子は安堵すると同時にふかぶかと頭を下げた。

			「お心遣い、感謝致します。よろしくお取り計らいくださいませ」

			　律子は勝成の言葉を受け、案内された部屋に入った。なかなか調度の整った部屋である。実際は、勝成に与えられた私室なのだが、無論、律子にわかるはずがない。

			　かねてから捜していたいい女を、まんまと自室に連れ込むことに成功した勝成は、鼻唄混じりに身だしなみを整え、自らお茶と茶菓子をお盆に載せる。

			「さて、どうしたものかな……」

			「あ、従兄上、まずいって！　あの女に手を出すのは、絶対まずいですよ！」

			　松千代は、勝成の裾を掴んで必死に訴える。まるで熊に取りつく子犬のようだ。

			「大丈夫だ、任せておけ！」

			「なにが大丈夫なのですか！　任せると従兄上はあの女を手篭めにするおつもりなんでしょう」

			「松千代、おまえ子供のくせにすごいこというな？」

			　真顔で指摘された松千代は顔を真っ赤にしたが、めげなかった。

			「で、でも、そのおつもりでしょう！」

			「かの女は家康公が戻るまですることがない。せっかくの使者を退屈させたら申し訳が立たぬというものだ。されば、そのお相手をしてあげようというだけのこと。無論、部屋のなかで若い男女がする暇つぶしと申せば、ひとつしかなかろう」

			「ああ、やっぱり……！」

			　頭をかきむしる松千代を見下ろして、勝成は駄目押しをしてやる。

			「それから、鳥居の親父のところに駆け込んでも無駄だぞ。あっちはあっちでお楽しみの最中ゆえ、摘み出されるのが落ちだ」

			「お考え直しください。従兄上は織田家の名代としてここにきているんですよ」

			「はい、お子様が入れるのはここまで！」

			　キャンキャンと叫ぶ松千代は鼻先で、襖をピシャリと閉められてしまった。

			※

			「粗茶を持ってきた。お楽になされ」

			　勝成が部屋に入ると、律子は礼儀正しく正座をして待っていた。

			　年齢から考えて、松姫の乳姉妹だろうと勝成は見当をつけている。武田武士の娘として最高の教養を身につける立場にいたらしく、つんと取り澄ました全身からはどこかお高くとまった印象が滲み出ていた。

			　松姫の側近くに侍はべり、この若さでこのような重要な使者に選ばれるくらいだ。才媛として認められてのことだろう。もっとも、隠れ住む松姫に付き従う者が多いはずがない。

			　とはいえ、この治安が極めて悪化している旧武田領を、若い女の一人旅で辿り着けたというのは、単に運が良かったでは済まされず、危険をくぐり抜ける才覚もあるということだろう。

			「お疲れであろう」

			「何から何までお心遣い、ありがとうございます」

			　勝成の向かいで、律子は完璧な手前でお茶を飲んだ。

			　ふと勝成の視線を感じ、茶碗を持つ手が止まる。

			「……何か？」

			「律子とは、よい名だな」

			　お律ではなく、律子という名前の形式は、公家くげ風を意味した。

			「名前負けしております……」

			　律子が気恥ずかしそうに顔を俯けた瞬間だった。何気ない動作で顔を近づけた勝成は、律子の桜色の唇を奪った。

			「んっ……んんっ！」

			　あまりに咄嗟のことで律子は反応できなかった。切れ長の目が見開かれ、手にしていた茶碗が落ちる。

			　驚き逃れようとする律子の背中を抱きしめて動きを封じながら、勝成の舌が律子の唇をこじ開け、舌を搦め捕った。

			　さらさらした唾液が絡みつく。わずかに茶の渋みが感じられた。律子の口腔こうこうのなかを、上顎から歯の一本一本、歯茎に至るまで舐めしゃぶる。さらには唾液をすすり飲み、ふたりの唇の狭間から溢れて、律子の細い顎を濡らした。

			　パン！

			　律子の右手が、勝成の頬を叩いた。

			「ん……んっ、な、なにを！」

			　どうにか唇の自由を取り戻した律子であったが、床に押し倒される形になってしまっていた。

			　眼前の男の顔を、怒りと羞恥に頬を鮮やかに染め上げた律子は睨みつける。

			「律子どのは、先ほど松姫さまの使いと申しておったろ」

			「……ふう」

			　目元を動揺に潤ませながらも律子は、必死に平静さを保とうと呼吸を整えながら応じた。

			「……はい。これまで徳川家に名乗り出た方々は、みな偽者です。松姫さまを守るために人身御供になったにすぎませぬ。しかしながら彼女たちの貞操を汚してまで、隠れ住むことを姫さまは嫌われ、自ら徳川どのの元に出向く覚悟をなさいました。どうか身代わりになった方たちを放してやってください……それが、姫さまのご意向にございます」

			　犀利な顔を紅潮させて、主君の悲壮な決意を伝える律子をまえに、勝成は苦笑した。

			「あんたは美人なだけではなく、頭はいいし、沈着冷静で胆力もある。ただし、惜しいかな政治の本質をわかっていないな。そこらへんが女の限界なのか、わかっていて気づかないふりをしているのか、判断の難しいところだな」

			「……どういうことですっ！」

			　勝成が着物のうえから乳房を弄っていることを冷徹に無視して、律子は応じた。

			「つまり徳川家にとっては、いまさら本物の松姫さまにでてきてもらう必要はないんだよ」

			「な、なんですって！」

			　今度ばかりは律子も驚愕を隠しきれず、目を見開く。

			「家康公が欲しているのは大義名分。松姫の名であって、その真贋は問わぬ。むしろ、必死に松姫さまに成りすまそうとしている女のほうが、従順で扱いやすいと考えているかもしれんな」

			　勝成は、粗野でいいかげんで、女好きの大変な問題児だったが、決して馬鹿ではない。むしろかなり切れるから、年の離れた従兄の思惑なども直感的に読むこともできる。もっとも、頭はよいが、それを活用するための根気とか我慢というものが、この男には致命的に欠落しているのだが……。

			　家康は偽者と承知で、それを利用しているのだ。

			　偽者の「松姫」として家康の側室とされたふたりは、浜松城で出会ってしまう。

			　その結果、お都摩のほうが本物の「松姫」と認められる。彼女は下山殿しもやまどのと呼ばれ、のちの武田信吉のぶよし（家康の五男）を出産する。お竹のほうも、のちに振姫ふりひめ（家康の三女）を出産した。

			「あんたのやろうとしていることは、家康公にとって、むしろ迷惑なのさ。だから、あんたを煮て食おうが、焼いて食おうが、俺の勝手ってわけだ」

			「……そんなことって、そんな非常識な話が通るはずが」

			「通っちまうのが乱世なんだな。まぁ、そう気を張らないで、しっぽりと楽しもうぜ」

			　自分の考えの甘さに茫然ぼうぜんとしている律子の着物の胸元を勝成は開いた。

			「くすくす、着痩せする女だな。剥くとなかなかいい体しているじゃないか」

			「……くっ」

			　まろびでた乳白色の乳房を弄む。律子は必死に逃れようとしたが、勝成の腕力には叶わない。

			　勝成は両手で乳房を揉みしだきながら、その頂を飾る紅梅の如き乳首を口に含んだ。

			「こ、この、ならずもの……やめなさい、ああ！」

			　気高き乙女の抵抗は虚しく、紅梅の如き乳首は男の唾液に汚されて、大きく膨らんでしまった。

			　勃起した乳首は女にとって極めて敏感な性感帯だ。それを執拗に舐めしゃぶられた律子は、不本意な快楽に耐えねばならなかった。

			　やがて紅梅の味に満足した勝成の手は、律子の両足首を掴み頭の上に持ってくると、Ｖ字に開いてやった。いわゆるまんぐり返しである。

			　襦袢がめくれて女唇はもちろん、引き締まった尻の狭間にアナルまであらわとなる。

			　澄ました顔とは裏腹に、黒々とした陰毛がモッサリと密生していた。

			「くくくっ、いい眺めだ」

			　気位の高い女にわざと恥ずかしい姿勢を取らせて楽しんでいるのだ。

			「無礼者！　離しなさい！　あなたの武士としての矜持きょうじはどこにいきましたか？」

			　凛とした律子の罵声に、勝成はむしろ喜ぶ。

			「くっくっくっ、さすがはその若さで使者に選ばれる才媛だけある。ここいたっても冷静に振る舞うか。しかしなぁ、男と女、ここまできたら止まるわけねぇだろうが、あまりうるさいことをいうと、まず口に咥えさせるぞ」

			「殺しなさい。使命を果たせず、辱められるくらいならば死を選びます」

			　律子の目は本気だ。いまは勝成に押さえつけられており、懐剣を抜くこともかなわぬが、ことが終わったあと自決する覚悟のようだ。

			　しかし、そんな死を決した女の気迫にも、勝成は頓着しなかった。それどころか、肉裂の左右に両手の人差し指をそえると、思いっきり開いてやる。

			「よせよせ、おまえが死んだってなにも変わらねぇよ。それよりおまえ未通女おぼこだろ。男を知らねぇで死ぬなんて女として産まれてきたかいがないぜ」

			「くっ！　余計なお世話です！」

			　キッと睨んでくる律子の陰唇を指でなぞりながら勝成は嘯うそぶく。

			「未通女と開通女の一番の違いはな。肉饅頭の匂いなんだよ。男を知った女は、ここの重要さをよく知っているから、普段から綺麗に洗浄しているものなのさ。しかし、未通女ってやつは、ここの重要さがいまひとつわからないんだよな。あまり洗ってない。真面目な女ほど、自分で触れることに変な罪悪感を覚えるらしい」

			　そこでいったん言葉を切った勝成は、鼻先を女陰に近づけてクンクンと匂いを嗅ぐ真似をした。

			「おまえの肉饅頭はすげぇ匂うぜ」

			「なっ！　なっ？　なっ！　なんということを!?」

			　切れ長の美しい目元を見開いた律子は、顔を真っ赤にして絶句してしまった。

			　女のもっとも重要で、神聖な場所を匂うなどといわれて動揺しない女はいないだろう。

			「小水と垢と汗と不浄の匂い。くっくっくっ、匂いだけでなく、見ただけでもわかるな。おまえの肉饅頭のなかは、恥垢だらけだ」

			　別に誇るつもりはないが、律子は自分の容姿にごく自然な自信を持っている。

			　武田家が健在ならば、しかるべき家に嫁ぐつもりだった。しかし、亡国の主君の松姫は武田家の慰霊を守るために生涯独身の覚悟を決めているのだ。それに付き合う自分も、気高き同じ道を歩むつもりでいた。

			　それなのに、まさかこのような場所で無法な男に捕まり、このような女の尊厳を貶めるような言葉を浴びせられようとは予想だにしていなかったのだ。

			　恥辱に顔を真っ赤にしている女の目の前で、襞肉を容赦なく捲り上げた勝成は、膣口の奥まで覗き込んだ。

			「ほら、やっぱり膜がありやがった」

			「!?」

			「こんないい女の膜をいつまでも後生大事に残しておくなんて、武田武士のやつらどうかしているんじゃないのか？」

			　勝成の感想がよほど聞き捨てならなかったのだろう。律子は鋭い眼光で叫ぶ。

			「誇りある武田武士には、あなたのような外道はいなかったのよ！」

			「いい女を放置するなんて、武士以前に男じゃないぜ」

			　律子の剣幕など意に介さず勝成は、その紅葉よりも赤く燃えている女の秘肉にしゃぶりついた。

			　それもわざと下品な粘着質な水音を立てながらすする。

			「ああっ！」

			　屈辱に目元を濡らしていた律子であったが、執拗に陰部を舐めまわされているうちにやがて耐えられず被虐の吐息を漏らしてしまった。

			　いつしか、割れ目の内部から溢れ出した愛液が下腹部を流れ降りている。

			「おい、おまえ、尻の穴まで丸見えだぜ。立派な武田武士の女が恥ずかしくないのか」

			「あぁ、そんな、そんなところみないで……」

			　揶揄された律子は、羞恥に身悶えるがどうすることもできない。勝成は尻の穴から会陰部、陰唇の中身、膣口、そして淫核まで入念に舐めしゃぶった。

			「小せぇ、お豆だな」

			　口の周りを愛液で汚した勝成は、いったん顔をあげて薄い包皮に包まれた陰核を小突いた。

			「あ、だめ、そこは……」

			「おまえ、気取ってやがるから、自分でここ触ったこともねぇだろう」

			　強い刺激に慌てる律子の陰核を包む包皮を、勝成は強引に剥きあげた。

			「ひぃぃぃぃ！」

			　空気に触れただけでも痛い敏感な器官なのに、勝成は吸いついて舌先で嬲りはじめた。
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			「あ、あぁ、やめて、イヤ、あ……そこはダメ、ああ、そこ許して、しびれる。しびれるの、ああ！」

			　主君のために死ぬ覚悟をしている女である。いかなる困難にも耐えるつもりであったが、快感というものへの耐性がなさすぎた。

			　生剥きされてしまった律子は、なすすべもなく絶頂してしまう。しかし、勝成は離れなかった。執拗に剥き出しの陰核を責め続ける。おかげで律子は不本意な絶頂を連続で味わわされることになってしまった。

			「あぁ……お、お願い、もう許して……これ以上は……ひぃく」

			「まぁ、そろそろいいだろう」

			　気位の高かった女が、涙目になって懇願してきた。

			　その膣口はヒクヒクと痙攣し、奥から愛液がとめどなく溢れている。

			　律子が完全に堕ちたことを察した勝成は、ようやく陰核から口を話すといったん身を起して、袴と褌を解く。

			　貴公子然とした顔とは裏腹の、野太い凶器があらわとなる。

			「ひっ……！」

			　はじめてみる異性の生殖器のまえに思わず喉を引きつらせた律子だが、女の恥部をさらした無様な姿勢のまま動くことも叶わない。腰が抜けてしまっているのだ。

			　まんぐり返しの態勢で、律子の視界からもよくみえる濡れそぼった割れ目に、野太い肉槍があてがわれた。

			「では、覚悟しな。おまえの望み通りあの世に送ってやろう」

			　律子は焼き鏝ごてでも当てられたかの如く、身を堅くしたがどうにもならなかった。

			　腰を高く掲げた武家の才女の肉裂のなかに亀頭部がゆっくりと押し込まれていく。

			　ブツン！

			「あああうっ……！」

			　律子が見守るまえで、非道なる肉槍は根本までずっぽりと打ち込まれてしまった。

			　白い下腹部にみるみるうちに鮮血が滴り落ちていく。律子は出血の多い体質だったようだ。

			「くっくっくっ、見ろよ。血まみれで石榴ざくろみたいになっているぜ」

			　勝成は、わざと結合部分を見せつけているのは明らかだった。

			　律子の恥ずかしい場所に、男の野太い肉棒が突き刺さり、引き抜かれる。そのたびに卑猥な水音がして、血まみれの肉襞がまくれかえった。

			「……酷い」

			　屈辱のあまり歯噛みした律子だが、なぜかその光景から目を離せなかった。

			　律子があまりにも武家の女としての矜持に富んだ優等生であるだけに、思いっきり辱めてやりたい、という加虐的な気分になった勝成は、そのまま荒々しく腰を使う。

			「なかなかいい肉壺だな。ぬるぬるとした襞肉が絡まってくる。ミミズ千匹だな」

			「くっ」

			　勝成の称賛を、律子は喜ばずに顔を背ける。

			「ふっ」

			　その気の強さにいっそうひかれた勝成は、ここ数日溜まりに溜まっていた性欲を発散させるべく、獣のように激しく陵辱してやった。

			「あっ、あっ、あっ」

			「くっ、そろそろイくぞ」

			　呻き声とともに勝成は逸物を爆発させた。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			「ううぅぅくくぐぅぅぅ……っ」

			　膣内射精をされてしまった律子は、目元を涙に濡らして惚けている。破瓜の痛みのせいで絶頂はできなかったようだ。

			　欲望を吐き出した勝成は、律子に訴える。

			「気に入ったぜ。俺の女になれ」

			「ふざけたことを……」

			　もはや覚悟を決めてしまっている律子を見下ろして、勝成は苦笑する。

			「こんな場所におまえをひとりでよこすなんて、松姫ってやつは、ろくな主人じゃねぇぜ。そんなのより、俺に仕えたほうが幸せだぞ」

			「姫様を侮辱することは許しません！」

			　惚けていた律子の顔に生気が戻り、掴みかかってきた。それを適当にいなしながら勝成は笑う。

			「まぁ、いいや。時間だけはたっぷりあまって困っていたんだ。これから時間をかけて口説き落としてやるぜ」

			　こうして気高き女は自殺する隙も与えられず、一日中、男の玩具にされてしまった。

			※

			「松千代か、おまえ人の恋路を邪魔すると馬に蹴られて死ぬぞ！」

			　部屋の周囲が急に騒がしくなったので、勝成は怒鳴りつけた。

			「いえ新八です。若、一大事ですぞ！」

			　木戸が開かれたと思ったら河村重長が血相を変えて駆け込んできた。

			　知的な美人が、獣のように四つん這いにされて犯されていることにさえ気づかない様子である。

			「何かあったのか？　見ての通り俺は取り込み中なんだがな……」

			　勝成は、律子の股間から逸物を引き抜こうともせず、それどころか見せつけるように女の美乳を弄びながら応じた。

			「若、悠長に女など抱いている場合ではありませぬぞ。鳥居どのが我らを置いて出陣致しました！」

			「なんだとっ！」

			　顔色を一変させた勝成は、女を放り投げるようにして、立ち上がった。

			「……うぅっ」

			　いきなり男根を引き抜かれた律子は、失望とも安堵とも取れる鼻息を漏らして、横倒しになる。そんなことに頓着せずに勝成は鬼のような形相で吼えた。

			「鎧を持てっ！　すぐに出陣するぞ！」

			　仁王立ちした勝成の股間からは、愛液と乙女の純潔を奪った証である破瓜の血に濡れ光った逸物が天をつかん勢いでそそり勃っている。

			　官能の世界から一転、殺伐とした戦支度という事態に、律子は脳が対処しきれず、裸のまま恥部をさらして呆然としていた。

			　しかし、律子の存在にはだれもかまわず、水野家の侍たちがどかどかと入ってきては、勝成に褌を締めさせ、鎧を着せていく。

			　ちなみに甲冑は、二枚胴具足で、兜から草摺くさずりの先に至るまで黒熊毛が植えてある。勝成は黒熊毛を好んだのだ。

			「どういうことだ。説明しろ」

			　着替えながら勝成は戦況報告を受けた。

			「北条の別働隊が甲斐に侵入したよしにございます」

			「陣立ては？」

			「北条氏忠うじただを主将に、氏勝うじかつ、氏光うじみつを副将。さらに安芸里見氏あきさとみしの軍勢が援軍に入り、総勢一万とのこと」

			　甲州東三郡に進出した北条氏忠は、見坂を越え姥口の山に布陣。そこで火を放ち民家を焼き、家康に協力した地元の百姓を討った。

			　その報せが鳥居元忠の下に入ったのだ。

			　現在、新府では徳川家康率いる八千と、北条氏直率いる四万が対峙している。これは北条の囮だったわけである。当主自らが囮となって、別働隊によって後方を遮断し、徳川軍を包囲殲滅する、という北条軍の雄大な戦略にまんまとはめられたのだ。

			　ただちに迎撃軍を動かした元忠であったが、あえて勝成には知らせなかった。

			　これはどう考えても負け戦だ。四十四歳の元忠は、死ぬ覚悟をした。いや、いまに限ったことではない。幼少のころ家康の学友に選ばれた日から、いつでも家康のために死ぬ決意をしている。だからこそ、馬場信房の娘を奪うなどという、わがままも許してもらえたのだ。

			　負け戦にせよ、三河武士の意地を見せる。これが元忠の心意気だ。

			　負けるとわかっている戦で、主君の従兄弟を無駄に死なせるわけにはいかない。いまだ十九歳の将来ある若者である。それに織田信雄の援将を討死させたとあっては痼りを残す。そしてなによりも水野忠重から、くれぐれも息子のことを頼むと言われた手前もある。

			　しかし、そんな配慮は勝成には逆効果であった。

			「鳥居の色ボケ爺に遅れをとってなるものか！　者ども続け！」

			　鎧兜に身を包んだ勝成は、猛々しくも大股に部屋を出ていく。その勇ましい後ろ姿を一糸まとわぬ律子は黙然と見送った。一度くらい振り向いてくれることを期待したのだが、自分の処女を奪った男の心はもうすでに戦場へと飛んでいってしまっているらしく、一瞥ももらえなかった。

			「……」

			「あの……大丈夫ですか？　……これ、よかったら使ってください」

			　全身からぬめるような汗を浮かべ、内腿を愛液と精液と鮮血に濡れ汚している知的美人に、元服前なので戦には出陣できず留守番を命じられた松千代はおそるおそる手拭いと肌着を差し出す。

			「……ええ、ありがとう」

			　律子は心ここにあらずといった様子で返事をした。落花狼藉されたばかりの女ならば当然だと松千代は思ったが、律子の頭のなかはそんなどこにでもある女の悲劇のことなどどうでもよかった。

			　律子は頭のいい女であるから、若い男と密室でふたりきりになったとき、いかなる事態が勃発するか、まったく予想していなかったわけではない。

			　犯されているときは、なんて酷い男なのだろうと思ったが、あとになって考えてみると、入念な前戯をしてから、入れられたことがわかる。あの男は口では散々に辱めながら、ちゃんと女の体をいたわってくれていたのだ。

			　この時代、貞操を重んじる風習は皆無に近く、むしろ年頃になっても生娘というのは、どこか悪いのではないか、と逆に忌まれたほどで、よっぽどの醜女なのではないかとも噂されたほどだ。

			　その意味で、新鉢を割られてせいせいしたという側面も存在する。

			　そんなことよりも律子が気になっているのは、勝成が向かった戦場のことだった。

			　勝成の受けた戦況報告を、近くにいた律子も聞いていたのだ。どう考えても絶望的な戦況のはずである。一万の敵兵に千五百の兵でどう対抗しようというのか？

			　それなのに臆することなく、勇んで戦場に行ってしまった勝成の神経が理解できない。

			「……不思議な人」

			　勝成の言い分を考慮すると、たしかにもう松姫への危険はない。これからの松姫は世捨て人として生きていけばいい。乳姉妹として育った律子からは、主君への忠誠と友愛はいささかも曇っていなかった。このまま松姫とともになにもなすことなく朽ち果てることになんら未練はないつもりであったのだ。しかし、

			「あいつ、生きて帰ってくるかしら……」

			　惚けた表情のまま、律子は小さく呟いた。

			　死んでしまったらそれまでだ。しかし、もし勝って帰ってきたら、そのときはきっと天下に大をなす男だろう。松姫さまには不忠となるが、あの男に自分の全生涯を捧げてみたいと思った。

			　そう決意した律子の顔は、完全に恋する女のものであったろう。

			（従兄上ってほんと罪つくりな人だよなぁ）

			　奔放な勝成に憧れながらも、あのようには決してなれない。いや、なってはいけない、としみじみと感じる松千代であった。

			※

			「前方に鳥居軍です！」

			　勝成に負けじと馬を駆けながら声を張り上げたのは河村重長である。

			「よし、追い付いたか！」

			　狂ったように馬を責めに責めた勝成とその郎党は、善光寺のほとりで鳥居元忠の一行に追い付いた。

			「おう、勝成か」

			　せっかくの好意を無駄にして駆けつけてきた勝成に、元忠は戸惑ったように応じたが、勝成は殺気立ち喧嘩腰である。

			「おう、勝成かではござらん！　新府にあいて約束せしことと違うではありませぬか！　それがしが弱輩たるにより、何事も心添えたられるべき旨、父忠重もかねて頼み置きしかいもなく、それがしを置き去りにするとは、武士にあるまじきこと」

			「いや、さようなつもりはないが……」

			　徳川軍の重鎮のひとりにして、徳川家康の側近中の側近。三河武士の典型といわれた武骨一辺倒の男が、二十歳にもならない若僧の覇気に完全に飲まれた。

			「ええい、いまさら、詭弁を弄されるな。かくなった以上は、めいめい勝手に戦うまでだ。御免！」

			　言い捨てて馬腹を蹴った勝成は、鳥居元忠の軍の傍らを風のように駆け抜けた。もちろん、それに水野一党が続く。

			「勝成、待て！　猪突するな。北条軍は一万だぞ！」

			「戦は兵力でするにあらず、ご心配無用！」

			　鳥居軍を振りきった勝成は、姥口から里駒に迫るとき、北条軍とぶつかった。郎党たちに大声で質問する。

			「何騎ぐらいついてきている」

			「百騎ほど」

			　勝成の言葉に、鈴木重親が応じた。

			「上等！」

			　飢えた人食い虎のような笑みを浮かべた勝成は、槍を高く翳した。

			「手柄の立て放題だ。突っ込むぞ！」

			「おう！」

			　猛々しい若殿に続いて、水野一党の雄叫びが天をついた。

			　ときに八月十二日、早朝、真っ赤な紅葉の狭間をたゆたう乳白色の深い霧を切り裂いて陣頭を駆けた勝成は、そのまま北条氏忠軍に突撃した。

			　続く水野勢が何騎であったか史料には残っていないが、当主ではなく嫡子の率いた部隊である。さらに強行軍であり、ついてこられたのはそう多くないであろう。まして、こんな命を捨てるような無謀な突撃に、ついていくような命知らずな馬鹿はそうそういるとも思えない。百騎にも満たない少数精鋭だったと思われる。

			　黒駒にあった北条軍別働隊一万では、総大将の北条氏忠自らが先鋒を務めていた。

			　氏忠は、北条三代目にして、中興の祖として知られる北条氏康の六男で、現在の北条家で実権を持つ隠居の四代目氏政の弟である。つまり元当主で、現在の北条軍を指揮している五代目北条氏直の叔父にあたる。

			　下野佐野城主と、相模国と駿河国の境にある足柄城の守将を務める。まさに押しも押されもせぬ北条家の重鎮である。

			「なに、織田軍だと!?」

			　このとき北条軍は、水野の旗印永楽通宝に混乱した。

			　すなわち、武田攻めの直前に、北条は織田信長に誼ぎを通じて、従属を願いでていたのである。

			　このたびの旧武田領をめぐる争いでは、真っ先に滝川軍を駆逐したくせに、徳川を敵にしているだけで、織田と直接戦う覚悟をしていなかったのだ。

			　そのため逡巡しゅんじゅんした。一瞬の迷いが勝敗に直結する。

			　北条軍は、この剽悍ひょうかんすぎる一隊に完全に機先を制されて大混乱に陥ったのだ。

			　地の利も北条軍に味方しなかった。地理不案内の上、石山のため馬の足が滑り、戦うこともできずに崩れて姥口から黒駒へと追い込まれる。

			　ここで北条軍に北条氏勝が救援として駆けつけた。

			　氏勝は、北条家の歴史上にあって最高の軍神と名高い『地黄八幡じきはちまん』北条綱成つなしげの孫だ。その軍勢を継承しているのだから、北条軍の精鋭部隊である。

			　ここで大激戦が始まった。

			　水野軍にて一番首をあげたのは太田仁蔵おおたじんぞう。

			　また、このとき水野軍には佐橋甚五郎さばしじんごろうという男が陣借りしていた。

			　彼は元々徳川家臣であり、三河一向一揆のときには、水野忠重とともに奮闘した記録がある。しかし、罪を犯して逃亡していたのだ。

			　素行に問題はあったが強弓の使い手で、彼の射撃によって手負いや死人が大勢でた。

			　しかしながら、北条軍の鉄砲により、弓が折れてしまう。

			　呆然と立ち尽くす甚五郎に、勝成が声をかける。

			「佐橋どのいかがされた？」

			「ご覧の通り、一応の働きはしたが、弓を失ってはどうしようもござらん」

			「弓を折られても槍をとって戦えば、さらなる働きができますよ」

			　勝成の励ましに、甚五郎は首を横にふるう。

			「刀ばかりで槍がござらん」

			「ならばこれを使われよ」

			　勝成が槍を貸してやると、甚五郎は再び抜群の働きをはじめた。

			　この佐橋甚五郎という人物は、いろいろな伝説を後世に残している。そのため複数いた人間が、ひとりに集約されたのではないかともいわれているが、勝成に負けず劣らずの波乱万丈の人生を送ったとして、明治の文豪森鴎外もりおうがいの手によって主役小説を執筆されている。

			　そうこうしているうちに水野軍にも援軍が駆けつけた。

			「勝成、おまえひとりに手柄を独占させてなるものか！　俺にも分けよ」

			　それは東三郡恵林寺に陣していた三宅康貞の軍勢であった。

			「おう、清四郎か、しかたねぇ、好きなだけ持ってきな！」

			　馬を寄せてきたのは三宅清四郎康貞。母親が異母姉妹であり、勝成の従兄弟にあたる。同年齢ということもあって昔から友人付き合いをしていた。鳥居元忠の甥でもある。

			　三宅は五千石にも達さない小豪族にすぎず、たいした兵力ではなかったが、水野勢と三宅勢は協力して、北条氏勝の軍勢をも打ち破ってしまった。

			「若いやつらにばかり働かせるわけにはいかぬな」

			　勝成の暴走を唖然としてみていた鳥居元忠であったが、さすがは百戦錬磨の将帥である。

			　水野軍の奮闘を囮にして、上口山砦を攻め落とし、北条勢の退路となる上黒駒を塞いでしまった。

			　そのため敗走する北条軍は悪路を選ばねばならなくなってしまう。

			　當木の町という小さな集落が最後の決戦の場所となった。

			　ここは人馬が三人までしか並べない険しい道なため、一列縦隊での戦いとなる。

			　北条軍の殿軍を務めたのは伊豆住人田中吉利たなかよしとし、間宮康信まみややすとし、中野友宗なかのともむね、そして、相模津久井城主内藤大和守康行ないとうやまとのかみやすゆき配下の七十人であった。

			　彼らは逃げ切れないと判断し、敵中に突入して討ち死にすることを決意する。

			「あと一息だ。いけ！」

			　勝成の掛け声の下、水野軍はさらに奮闘。茂野善十郎ものぜんじゅうろう、落合左平太おちあいさへいたが軍功をあげた。

			　そして、勝成のまえに、見るからに武功の士と思える男が、馬を駆って立ちふさがる。

			「推参なり小僧、我は北条で知られた勇士内藤……」

			「しゃらくせぇ！」

			　口上をみなまでいわせず、勝成の刀が一閃する。勝成は自ら内藤康行を討ち取ってしまう。

			　この地にて、北条方は田中吉利、間宮康信、中野友宗、内藤康行といった多くの名のある部将を討たれた。さらには恐慌に陥った兵士たちは谷底へ落ちていき、北条軍の死傷者二千五、六百に及び、徳川軍のあげた首級は数百という。

			　氏忠、氏勝は命からがら見坂の坂下の城へと逃げ帰る。

			　これを『黒駒の戦い』といい、わずか千五百の兵で、一万人の敵を野戦で破るという奇跡の勝利だ。そして、この戦がこののちの歴史に与えた影響はとてつもなく大きい。

			　もしこの戦に勝成という規格外の男が参加していなければ、このあとの歴史はどうなっていたのか、おおいに空想する価値はあるだろう。

			※

			「おまえはつくづく猛将だな」

			　全身を朱に染めた勝成をみて、その活躍のほどを鳥居元忠から教えられた徳川家康は、驚嘆とも呆れたともいえない顔で、称賛の言葉をかけたものである。

			　この一戦によって、勝成は「猛将」という肩書きを不動のものとした。

			　家康は、従兄弟の勝ち得てくれた勝利を最大限に利用する。すなわち、討ち取った首級をすべて新府の下に送らせて、首実検のあと、敵陣近くに柵を設け、首を見せつけたのだ。

			　若神子わかみこの北条勢は、陣中よりその首を望み、それぞれの親族や知音が討たれているのをみて、みな泣き悲しみ、士気を低下させた。北条軍の首脳部も作戦の失敗を痛感する。

			　北条軍五万と威張ったところで、滝川軍との激戦で牙が折れており、その後だましだまし転戦しているのであって、張子の感は否めない。そんななかから選抜した別働隊が壊滅させられたのだ。その精神的なショックは計り知れない。

			　さらには黒駒の戦いによって、北条家に見切りをつけた信濃の小豪族のひとつ真田昌幸さなだまさゆきが徳川家に寝返った。この真田家が北条軍の補給線を寸断したことが決定的となったようで、北条家は強欲を捨てた。

			　織田信雄が和議の仲介に乗り出し、十月二十九日、徳川と北条は人質を交換する。

			　講和の成立のあとで人質を返すとき、鳥居元忠、榊原康政さかきばらやすまさに勝成も同行。見坂の城に入って北条のやつらを威圧してやる。

			　かくして旧武田領のうち、上野は北条が、北信濃は上杉が、甲斐と南信濃は徳川がそれぞれ分捕ぶんどった。

			　限りなく徳川のひとり勝ちといっていい。しかしながら、上野国に北条から徳川に寝返った真田氏の所領の一部があったことから『第一次上田合戦』さらには『小田原の役』という思わぬ大問題へと発達していくことになる。もっとも、いずれも勝成の人生とはかかわりのない事件だ。

			　この旧武田領をめぐる三つ巴の争い『天正壬午てんしょうじんごの乱』における戦功の第一は、もちろん勝成である。もし勝成が徳川の家臣であったなら、多大な恩賞にありつけただろうが、勝成は織田家からの援将にすぎない。形ばかりの謝礼と、律子をもらい受けただけで、とっとと帰還してしまった。

			　それと問題の本物の松姫だが、彼女は兄たちに託された幼子を抱えて武蔵国八王子にて髪を下ろし、信松尼しんしょうにと号して隠れ住む。のちのち徳川家康は、本物の松姫の所在を知っても、ふたりの偽松姫を追い出すわけではなく、本物の松姫を側室に迎えようともしなかった。ただ黙って、本物の松姫に生活援助をしてやったという。

			　それどころか、後日談として、徳川幕府二代将軍の徳川秀忠は、愛妻家を通り越して恐妻家といわれていたが、なにかのはずみで侍女の静という娘に手を出して身篭らせてしまった。この静を、愛妻のお江ごうの目から隠そうとした秀忠は、側近の土井利勝に相談したあげく、なんとこの信松尼に預けて、妻子の生活を頼んだのである。こうして育成された子こそ、徳川幕藩体制を恒久化させた最大の名臣として名高い保科正之ほしなまさゆきとなるのだが、それはまったく別の物語である。

		

	

			第四章　長なが久く手ての戦い

			


			「はぅ、ジュルジュル、あん、美味しいですぅ」

			「ひぃう、ジュルジュル……うん、うん……」

			　二十一歳となった勝成は、素っ裸で大の字になっている。その股間に顔を埋めた小鹿と律子は、そそり立つ肉塊に一生懸命に舌を這わせていた。

			　青木小鹿と桜庭律子。ふたりは顔だけでなく、肉体も性格も出身もまるで違う。

			　刈谷城下町の町人出身の小鹿は、勝成に気に入られたことを名誉に思い、昼間は侍女として、夜間は愛妾としてひたむきなまでに献身的に尽くしている。

			　丸い顔の童顔は愛らしく、見ているだけで心が和むような健康的な少女だ。肉体もまさに野生の雌鹿を思わせる。乳房も大きければ、お尻も大きく、そのお肉ははちきれそうなほどにパンパンと張り詰めていた。

			　律子のほうは、武田武士の家の子女として生まれ、亡国の悲哀のあとも主君松姫に仕えてきたのだが、勝成に傷物とされてしまったいま、いまさら主君の下に帰れないと、勝成の女になる道を選んだ。そして、いつの間にか、勝成の秘書のような役割を担うようになった。

			　知的な美貌の持ち主で、体は痩身。乳房や尻肉は、小鹿よりもふた回りは小さいが、形よく整っている。

			　肉棒への奉仕の仕方からしてふたりは違う。小鹿は逸物の先端や裏筋をペロペロと無邪気に舐めしゃぶることを好み、律子は喉奥深くまで飲み込んで、ジュルジュルとすすりながら頭を上下させることのを好む。

			　野太く大きいとはいっても、たった一本の逸物だ。彼女たちはときに奪いあい、ときに協力しあって舐めしゃぶっている。

			　普遍的な美という概念では、律子に軍配があがるだろうが、ぽっちゃり型の小鹿のほうが愛嬌もあって男好きする体であろう。

			　まったくタイプの違う女たちであり、どちらを好むかは男の好みだろうが、勝成は両方とも気に入っている。

			　しかし、そんな寵愛されるふたりに奉仕されているというのに、勝成の機嫌はすこぶる悪かった。

			※

			　旧武田領をめぐる三つ巴の争い『天正壬午の乱』が行なわれた翌年天正十一年（１５８３）、中央では織田家の領土をめぐって、簒奪派の羽柴秀吉と擁護派の柴田勝家が激突した。いわゆる『賤ケ岳の役』である。

			　柴田勝家、滝川一益ら織田家の忠臣たちが、次期当主として擁立したのは、信長の三男織田信孝であって、信長の次男織田信雄ではなかった。

			　信長は、最愛の女性吉乃の腹の子と、それ以外の子供を明確に線引きしている。長男の織田信忠に家督を譲ったのは当然として、織田信雄を伊賀、南伊勢の領主にしたのに対して、織田信孝には北伊勢二郡しか与えなかった。しかし、織田信孝のほうが英明の誉れ高かったゆえに、事態はややこしくなる。

			　信長に従い各地を転戦した信孝の最大の殊勲は、武田家滅亡の引きがねとなった木曾義昌きそよしまさの調略に成功したことであろう。さらに信孝は抜け目ないことに、この功績を兄の織田信忠に譲った。長年の宿敵武田家を滅ぼす栄誉を兄に譲る代償として、四国遠征の司令官の座を射とめたのだ。

			　織田家が四国を征服したら、信孝はかの地で大領土を得る予定であった。しかし、この遠征軍の出陣する直前に、本能寺の変が起きてしまう。

			　それでも信孝は、羽柴秀吉とともに山崎の合戦に参加し、名目上の総大将役を務めている。このことで織田家の忠臣たちの期待を一身に担うことになったのだ。

			　これにたいして織田信雄は、信長にかわいがられながらも、昔から軽率な行動が多く、今回も山崎の合戦に参加しなかったどころか、織田家の居城安土城を焼き払うなど、重臣たちの失望を買う行動ばかりしてしまっていた。

			　つまり、人望のある信孝には北伊勢二郡の実力しかなく、人望のない信雄には一国半の実力がある、というねじれ現象が起こってしまったのだ。ここに秀吉の暗躍する余地があった。

			　柴田勝家は、織田信孝を美濃領主に押し上げて、それなりに格好がつくようにして、秀吉と賤ケ岳の合戦を行ったのだが、配下の前田利家まえだとしいえらに裏切られ敗北。北ノ庄きたのしょう城にて自刃。織田信孝もまた自刃させられた。

			　この争いに、徳川家康は中立的な立場を取っていたが、旧武田領の経営に勤しむ傍ら織田信雄との連絡を絶やさなかったところをみると、信雄を擁立する形で介入する意志は十分にあったのだろう。しかし、その動きが表面化するまえに、秀吉は完勝してしまったのである。

			　織田信雄は、秀吉に協力したこともあって、論功行賞として滝川一益の旧領北伊勢も得た。ついでに柴田勝家と再婚してともに自刃した叔母お市いちの忘れ形見、茶々ちゃちゃ、初はつ、江ごうの三姉妹を引き取る。

			　結果、旧織田王国の勢力範囲は、秀吉およそ六三○万石弱、家康およそ一四○万石弱、織田信雄およそ一二○万石弱となった。そして、翌天正十二年（１５８４）になって、ついに家康は、織田信雄を嗾けしかけて、簒奪者羽柴秀吉を討つと挙兵した。

			　三月三日、信雄は、手始めに秀吉派の家老、岡田重孝おかだしげたか、津川義冬つがわよしふゆ、浅井長時あざいながときを粛清する。これに怒った岡田重善の弟岡田勝五郎善同かつごろうよしあつが、星崎城に籠城して反旗を翻した。

			　信雄は水野忠重に、星崎城の攻略を命じる。城下に押し寄せた水野勢は、忠重と勝成の二手に分かれる。

			　城下に火を放つと、城内より鉄砲や矢、石弓によって防戦されたが、勝成は素早く二の丸に取りついた。

			　このとき、城中より須藤太郎左衛門すどうたろうざえもんという者が名乗りをあげて駆け出してくるや、鮮やかな手並みで水野兵を三人も橋から叩き落す。

			「敵ながら見事、鬼神のような働きだな」

			　よい敵ということで、勝成が勇んで進み出ようとすると、そのまえに颯爽と馳せ出た男がある。

			「水野家家臣、鈴木与八郎重親がお相手を受けたまわる」

			「おい」

			「若にばかり、手柄を独占させるわけにはいきませんから」

			　不満がる勝成をまえで、与八郎は太郎左衛門と槍を合わせて闘い、橋より突き落とした。

			「よくやったっ」

			　与八郎の手並みを一言称賛した勝成は、この勢いに乗って二の丸の塀裏まで突入した。

			　後日譚であるが、この武功によって与八郎はおおいに出世。また、橋から落ちた太郎左衛門も一命と取り留めて、のちに豊臣秀吉子飼いの大名加藤嘉明かとうよしあきに仕えることになる。そして、このときのことを回想して曰く「鈴木重親は身だしなみも悪く、口の臭い男で、高禄を取るような人物ではない」といったそうである。

			　水野勢は、手負いを多く出しながらも、新手を入れ替え、息をもつかせず攻め込んだため、外部を占領。城兵は門を開いて突撃しては退き込む戦を繰り返すも、三月十七日の夜になって忠重に和を乞うてきたので認める。城兵は忍び出て伊勢国へと落ちていった。

			　明けて十八日、勝成は敵が落ちたとも知らず、大手、搦手より鬨の声をあげて全軍突入。当然ながら城内に敵の姿はひとりもなかった。

			「ちっ、親父め、それならそれとこっちにも連絡をよこせよ」

			　舌打ちをした勝成ではあるが、この程度の連絡の不備はよくあることだろう。勝成は不満を飲み込んだ。

			　以後、水野忠重は星崎城を守ることになる。それとは別に、水野勢は常滑とこなめ城を攻めた。

			　この城の主は水野守隆。その名字からわかるように水野氏の一族である。

			　守隆の妻は、水野信元の娘だ。しかし、忠重が大名に抜擢されたとき、家臣ではなく、同格の大名として織田家に仕えることになった。

			　とはいえ、信長に含むところがあったのだろう。本能寺の変の折に守隆は、明智光秀に加担。光秀敗死後は、京都にあって茶人として公家たちと暮らしている。

			　つまり、常滑城は主不在の城になってしまっていたのだ。同じ一族ということもあって、城を守っていた守隆夫人総心尼はただちに降伏。息子の新七郎しんしちろうを差し出した。

			　忠重はどさくさにまぎれて所領の拡大に成功したのだ。おかげでその領土は一万三千貫文。石高に直すと約十三万石となった。

			　二城を立て続けに奪ったことで水野家の武名は大きくがあり、秀吉の目にも留まったようだ。水野忠重の下に「俺に味方すれば勝利の暁には三河遠州を与える」との寝返り工作の書状が届いた。

			「二ヵ国とはまた、買いかぶられたものだな」

			　勝成はまじまじと父親の顔をみた。忠重としてもまったく心を動かされなかった、というわけにはいかないのではあるまいか。

			　これに信元時代からの水野家臣神谷金七郎長直かみやきんしちろうながなおが強硬に反対した。

			「こんなものは空手形に決まっています。それよりもこの書を家康公に献じて恩を売ったほうがのちのちのためになります」

			　この言をよしとした忠重は、金七郎に命じて家康にこの書状を届けさせた。

			「忠重と勝成父子は、利を持って人を釣る秀吉のやり方に憤慨しております」

			　長直の言葉を聞いて喜んだ家康は、名馬「小鳥しろごま」を与えて労に報いた。

			　余談だが、この金七郎にはひとつ面白い逸話がある。

			　後世、徳川四天王のひとりに数えられる榊原康政は若いころ貧乏で、初陣のとき鎧も用意できなかった。それを不憫に思った金七郎は、自らの使い古しの鎧を譲ったのだという。これに感謝した康政は、この中古の鎧を榊原家の家宝とした。また、康政は金七郎の一族を積極的に自分の家臣に取り立てる。水野家と榊原家は特に縁戚関係も見られないのに友好的である。

			「まぁ、嵐の最中に船を乗り換える馬鹿はできないわな」

			　勝成は、信雄よりも秀吉のほうが優れているとか考えたことはない。自分は一介の戦争屋であって、命じられればどこにでもいって、敵を殺すだけである、と割り切って考えていた。ただ秀吉のことを虫が好かないのは確かだ。それは父の忠重も同じようである。まったくこういうところは似たもの親子だ。

			「まぁ、五徳さまの実の兄上だしな。天下を取ってもらいたいものだ。そのために俺のできる手助けはしてやるさ」

			　世間では馬鹿殿呼ばわりされている若き主君に対して、勝成は筆下ろししてくれた綺麗なおねえさんの実兄で、芸事の師匠という甚だ個人的な感情で、それなりに好意を持っていた。

			　ここまでは、多少ごたごたはあっても、信雄、家康の思惑通り事態は推移したのだが、いきなり、戦略の根本を覆す事態が起こった。

			　美濃の国主池田恒興いけだつねおきは、織田信長の乳兄弟であり、信雄とも幼少のころから親交がある。賤ケ岳の役でなんら手柄を立てなかった恒興が戦後の論功行賞で、美濃国主になれたのは信雄の計らいだ。だから、恒興が味方につくことは信雄、家康にとって規定の戦略であった。しかし、「おじさんとぼくの間で人質なんて水臭いものは不用だよ」と信頼を示すために、信雄は預かっていた人質を恒興に返したことが失敗の始まりである。

			　人質を返された恒興は、秀吉から「俺に味方してくれたら、勝利の暁に美濃・尾張・三河の三国をやる」という恩賞に釣られて、あっさり秀吉側についてしまったのだ。

			　この読み違いの代償は大きくついた。

			　急を聞いた家康は旧武田領の経営を、鳥居元忠や大久保忠世に任せて、ただちに信雄救援に駆けつけたが、羽柴軍の攻撃のまえに、犬山城、峯城、松ヶ島城を奪われてしまったのである。

			　徳川家筆頭家老・酒井忠次、家康の娘婿・奥平信昌おくだいらのぶまさらの活躍によって羽黒の戦いで小さな勝利を収めることはできたが、守勢に立ってしまったことは否定できない。小牧山付近に城砦群を築いて、陣地戦を挑んだ。また、紀州勢に加勢を頼んで、秀吉の本拠地・大坂を襲撃されるも、岸和田の戦いで敗北してしまう。

			　織田信雄には、いまひとり期待をかけている部将がいる。北陸越中の領主佐々さっさ成政なりまさである。

			　織田家筆頭家老の柴田勝家の先鋒として上杉軍と戦い続けた佐々成政は、天下の過半を制した織田信長麾下の名将のなかでも、もっとも軍事的な才能に恵まれた存在といわれた。佐々の鉄砲隊といえば、だれもが認める織田家の最精鋭部隊で、武田騎馬隊を壊滅させた、かの有名な長篠の合戦を演出したのも成政といわれる。

			　この佐々家は、織田家の忠臣の家であることをなによりも誇りにしていた。成政の兄政次まさつぐは、桶狭間の合戦において、信長率いる本隊の奇襲を助けるために囮となって討死。伊勢長島攻めでは成政の息子松千代丸まつちよまるが討死。魚津城攻めでは甥の佐々新右衛門しんえもんが犠牲になり、本能寺の変では政次の忘れ形見で成政の次女輝子てるこの夫清蔵せいぞうが討死した。

			　これほどに多くの一族のものが織田家の覇業のために命を散らしてきたのだ。彼らの御霊のためにも織田家を裏切れない。賤ケ岳の役では、柴田勝家とともに、織田信孝擁立に動いたが、対上杉の最前線にいたために賤ケ岳の戦いには参加できず、柴田勝家、織田信孝が敗死したあとに、本領安堵という形で降伏した。秀吉としても、この佐々軍を軍事的に制圧することの困難さを考えたのだろう。

			　成政の心情は、信孝が亡くなった以上、織田家の新当主を織田信雄と認めて降伏したのだ。簒奪者の秀吉に降伏したのではない。

			　信雄としては、自分が立てば織田家の忠臣である佐々成政も立つと信じていた。しかし、なかなか色よい返事がこない。実は、成政の長女が人質として秀吉のもとにとどめられているのだ。成政が信雄方につけば、秀吉はためらわずにこの娘を殺すだろう。

			　人質を殺せば、関係修復は不可能となるので、殺さずに送り返す場合は多いのだが、秀吉は殺す。なぜなら前例があるからだ。織田信孝の母親と娘と乳母が、秀吉のもとに人質としているときに、信孝が挙兵すると、秀吉はためらわず三人とも磔はりつけにしてしまっている。

			　それでいて、成政の三女は織田信長の数いる息子のひとり織田信高のぶたか（母はお鍋なべの方）に嫁いでいて、信雄に仕えている。

			　長女を取るか、三女を取るかという、父親にとって地獄のような選択を迫られた成政は、娘かわいさから、どちらにも味方することができず、じっと越中に引きこもってしまったのだ。

			　小牧山周辺で睨みあう織田・徳川連合軍は三万とも一万六、七千ともいわれ、羽柴軍は十万とも八万ともいわれている。一見、兵力に隔絶の開きがあるように思えるが、地の利は織田・徳川連合軍にある。なんといっても地元だ。領民の協力がある。それに防衛戦争という意識が、士気を高めている。

			　逆にいえば羽柴方は遠征軍であり、簒奪者という後ろ黒さがあって、将兵の士気がいまひとつ振るわない。

			　だからといって、絶対兵力の差はいかんともしがたく、織田・徳川連合軍から攻勢にでるわけにはいかず、羽柴軍から城砦を力攻めで押しきれるほどの力もない。両軍の主力は睨みあいを続け、長期戦の様相を呈していた。

			　そんなわけで星崎城にいる勝成は、最前線の無聊ぶりょうを女で慰めているわけである。

			　もちろん、軍規では、戦場に愛妾を連れてくるのは法度だ。しかし、勝成は別格である。少なくとも本人は、そう判断して平気な顔して連れ歩いていた。

			　とはいえ、勝成の不行状は知れ渡っているらしく、二月十七日付で信雄から、真面目に城を守備しろ、という叱責しっせきの手紙をもらっている。

			　しかし、その後、星崎城攻めや常滑城攻めで活躍したことで、信雄はなにもいわなくなってしまった。勝成の気質をよく知る家康に至っては、はじめから放置しているようだ。

			　その家康にしても、この小牧の役にお気に入りの側室のひとり阿茶局あちゃのつぼねを妊娠中にもかかわらず連れてきていた。そのため流産させてしまったという逸話が残っている。

			「あぅ、ビクンビクンと脈打っていますぅ」

			　女の唾液によって濡れ輝く肉棒が痙攣をはじめると、小鹿は嬉しそうに目を輝かせた。

			「うふふ、イきそうなのですね」

			　律子は犀利な顔を紅潮させて、うっとりと目を細めた。

			　絶頂間近な肉棒をまえにふたりは競うように舌を這わせ、左右から張り出したエラを舐めまわした。

			「うっ……」

			　女たちの練達な責めに耐えられず、勝成は小さな呻きを漏らすと同時に、白濁の液体が大量に宙を舞い。愛らしい顔と美しい顔にドクドクと降り注ぐ。

			　ふたりは交互に肉棒を咥えて、チュウチュウと残ざん滓しをすべて吸いとってから、互いの顔から胸にかけて降り注いだ精液を、じゃれあう子猫のように舐めあい綺麗にしていった。

			　勝成付きの侍女として、元気で溌剌と振る舞う小鹿と、知的な秘書として振る舞う律子、ふたりが勝成の愛妾であることはだれもが承知していても、その本性がここまで淫らな女になっていたとはなかなか想像がつかないだろう。

			「おまえらもういいぞ」

			　すべてを出し終えて満足した勝成が、女たちを追い払おうとすると小鹿が愛らしい頬を膨らませた。

			「え～、もう終わりですか？」

			「なんだ小鹿、不満か」

			「一生懸命、ご奉仕したのに、ご褒美をくれないなんて酷いですぅ」

			　小鹿はかわいい顔に、恨めしい表情をして睨んでくる。その健康的な太腿の内側は、恥ずかしい液体で濡れ光ってしまっていた。

			「律子もか」

			「……はい。切せつのうございます」

			　男が欲しいとおねだりすることに、まだ抵抗があるらしく、律子は怜悧な顔を上気させて、内腿をモジモジと切なそうにすり合わせた。

			　そんなふたりをまえに勝成は苦笑してしまう。

			「おまえらほんと好き者になったよな」

			「むー、勝成さまがわたしたちをそういう女にしたんです」

			　小鹿が断固抗議して、律子も不本意そうに頷いた。

			「ったく、しかたねぇ女たちだな。なら見ていてやるから、今度はおまえらふたりで楽しめよ」

			「……えっ」

			「ほんとうですか♪」

			　律子の犀利な表情に驚愕と困惑が浮かび、小鹿の無邪気な顔には歓びが浮かんだ。

			　さっそく律子の背後をとった小鹿は、その背中に自らの巨乳を押しつけながら、腋の下から回した両手で美乳を捕らえた。

			「こ……こら、小鹿ちゃん……なにを!?」

			「勝成さまのご要望です。それにわたし、まえまえから律子さまの凛々しさが好きでしたから、ちょっと興味があったんですぅ。それともわたしとはおイヤですか？」

			　背後から顔を回した小鹿に間近から見つめられて、律子はたじろいでしまう。

			「い、いやではないけど、その、やはり女同士というのは……」

			　乳房の感触を確かめるように触ってくる小鹿を、律子は突き放していいものかとためらっているうちに、小鹿のほうは律子の首筋に接吻し、舌を項うなじに這わせる。

			「あん、やめて、小鹿ちゃん……」

			　戸惑う律子とは反対に、小鹿はノリノリである。

			　やはり、武家出身の女と、町人出身の女の違いといったところか。子供のころから、武家の女としての心得や倫理観を徹底的に仕込まれている律子と違い、そういう固定観念から自由に育った小鹿は、快楽のためなら男女間の壁も容易に飛び越えてしまうらしい。

			「ああッ！」

			　律子の美乳を弄んでいた小鹿の右手が、肌触りを楽しみながら下に流れていって股間を捕らえたのだ。

			「うふふ、だめですよ。ここをこんなに濡らしていたら説得力ありませんよ」

			「それは、さっきまで勝成さまのものに奉仕していたから、あん……だから違うの……」

			　小鹿がわざとクチュクチュと淫らな音を立てさせるものだから、律子は顔を真っ赤にしてしどろもどろのいいわけをする。

			「わたしもですぅ。勝成さまのものを咥えているだけで、幸せな気分になって濡れてしまいますよね」

			　律子もすっかり熱い呼吸を漏らしはじめたことを見て取った小鹿は、まえに回ってぴったりと唇を重ねてしまった。

			「うん、うん、うーん……」

			「むぐ、ふむ……」

			　女たちは舌を絡み合せ、唾液を交換して、飲みあう濃厚な接吻をはじめた。抱擁して、女体ならではの柔らかさを確かめあう。乳房同士がふれあい、痼り立った乳首を擦りつけ合せながら、女同士でだけ味わえる性感に溺れた。

			　やがてふたりは横倒しに倒れても抱き合い、接吻を止めず、細い足とむっちりした足を絡めあい、内腿を擦りつけあっている。

			「ふぅ」

			　長い接吻の果てに離れた口唇の狭間には、透明な糸が引き切れた。

			「勝成さまに、激しく突き上げられるのもいいですけど、律子さまと抱き合うのも気持ちいいです」

			「ええ、こう女同士でじっくりと楽しむのも、味わい深いわ」

			　うっとりと呟く小鹿に、律子も同意する。濃厚なキスによって律子も目覚めてしまったらしい。

			　律子がその気になったことに歓んだ小鹿はそろそろと身を反転させ、律子の両膝の間に顔を割り込ませた。

			「律子さまのここ、綺麗な色です」

			「アアーッ……！　やったわね。小鹿ちゃんは、ここがとっても弱いでしょ。わたしは知っているんですからね」

			　律子の股間に顔を埋めた小鹿がピチャピチャと舐めはじめると、律子も抵抗なく小鹿の股間に顔を沈めた。

			　女たちは競いあうように互いの性感帯を責める。

			「あッいい……、そこイイ～、最高に気持ちいいですぅ」

			「く……んんっ……」

			　律子と小鹿はともに右肩を下にした横位で互いの内腿を枕に、女唇を舐めあった。女同士のシックスナインである。

			　ともに勝成に仕える侍女として、否応なく艶事をみているうちに、互いの性感帯を把握してしまったのだろう。

			　愛嬌ある小鹿と知的な律子。小鹿の尻は美味しそうにむっちりと豊かに張り出し、律子の尻は小振りにすっきりと引き締まっている。

			　陰毛は小鹿が薄く、律子は濃い。貝のような二枚の小陰唇は、律子のほうが薄く、小鹿のほうが肉厚であった。
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			　室内には、ふたりの牝の性臭が満ち、甘い霧がかかったようである。

			「はぅ」

			　女たちだけが味わえる愛欲と陶酔に夢中になって溺れていたところに、律子の膣内に肉棒が挿入された。

			　ふたりの痴態をまえに、勝成の逸物は猛り狂うほどに復活していたのだ。

			　一回くらい精を放ったからといって大人しくなってしまうほど、勝成の逸物はやわな代物ではないことをだれよりも知っている女たちである。いつか来るだろうと思い、待ち受けていたようだ。少しも慌てることなく受け入れる。

			「あっ、あっ、あっ……」

			　律子は女同士では決してあり得ない、男ならでの肉感に歓びの声をあげる。やはり、男の味で満足することを知ってしまった女にとっては、いかに巧みに高まったとしても、女相手では物足りないものがあったのだろう。

			「あぅ、律子さまだけずるいですぅ」

			　律子を取り上げられてしまった小鹿は、失禁でもしたかのように濡れた下半身を押さえながら、羨ましそうな声をあげる。

			　それを受けた勝成は律子を上に乗せて騎乗位となった。

			「小鹿は、俺の顔を跨りな」

			「……はいぃ」

			　嬉しそうに頷いた小鹿は、即座に勝成の顔に跨り、ドロドロに濡れた陰唇を押しつけてきた。

			　もう体のなかで、勝成の指と視線と舌と逸物が触れていない場所はひとつとして残っていないほどに、入念な調教がなされている小鹿だが、自らもっとも恥ずかしい場所を、愛しい男の顔に押しつける顔面騎乗は抵抗があるらしい。

			　目前にヒクヒクと躍動している菊座を見上げ微笑した勝成は、尻朶を捕まえて左右に割ると、舌を伸ばし、陰唇から会陰部、そして菊座までゆっくりと舐めてやった。

			「はぁうんっ……」

			　小鹿は身悶えてしまう。そのさまを間近にみた律子は微笑する。

			「うふふ……小鹿ちゃんかわいい」

			「むぅ……律子さんも、乳首がビンビンに立っていますよ」

			　男を跨いだ女ふたりは互いの両手を合わせ、指を絡ませながら唇を重ねた。

			　舌を絡めあい、唾液を交換してすすり飲み、互いの乳房を愛撫しあう。

			　女たちが興に乗っていることを見て取った勝成は、愛芽を保護している包皮を剥き、中身を強く吸い上げた。

			「はっ！　ふ、勝成さま、強すぎ……ああっ」

			　小鹿は逃げるように腰を浮かしたそうとしたが、勝成は許さない。それどころか、口に含んだ肉芽を、舌先でコロコロと転がした。

			　さらに下半身を力強く上下させ、律子を突き上げる。

			「あ、あん、すごい、勝成さまのおちんぽが奥を突く、ついているの、ああん、気持ちいい♪」

			　こうなっては女たちに理性などない。下に組み敷いているのが主君だということを忘れて、女たちは乱れた。

			「わ……わたくしも……！　も、もう……イク……イっちゃう！」

			　ビクビクビク……。　

			　先に絶頂を極めたのは肉棒を味わっていた律子である。全身から力が抜けて小鹿の胸に顔を沈めた。

			「律子さま、交代ですぅ」

			「ええ……」

			　下半身から逸物を吐き出した律子はゴロンッと横になる。代わって勝成の顔から腰を浮かせた小鹿は、律子の愛液で濡れそぼった肉棒に、勝成の唾液に濡れた秘裂をあてがいゆっくりと腰を下ろした。

			「はぅ……いい。やっぱり勝成さまの逸物を入れるのが一番気持ちいいですぅ」

			　律子とはまた違った肉襞が、肉棒をがっちりと咥え込む。

			　愛しい男の逸物を咥えたことが幸せでしかたがないといった表情になった小鹿は、自ら大胆に腰を振りはじめた。

			　豊乳が踊り、肉棒が出入りするたびに襞肉がめくりかえって、クチュクチュと淫らな粘着質な水音を立てる。

			「あっ、律子さま……」

			　不意に小鹿は戸惑いの声をあげた。背後から忍び寄った律子が、腋の下から両手を回して豊かな乳房を捕らえたのだ。

			「今度はわたしが気持ちよくしてあげる番ですよね」

			　小鹿の肩越しに確認してきた律子に勝成が頷く。

			　律子の繊手は豊満な乳房を揉みながら、大きな乳首を指先でクリクリと責めた。

			「ふわぁ、気持ちよすぎですぅ、いやん……」

			　男の雄大な逸物を楽しみながら、女の繊細な愛撫を受けた小鹿はたちまちのうちに達してしまう。

			　すると、小鹿に代わって再び律子は男根を下の口で咥え、それを小鹿が責める。

			　女たちは代わる代わるに勝成に乗ってきた。男を咥え込んだ女をいまひとりの女が責めるという淫図が延々と続いたのである。

			※

			「やっと出陣命令か」

			　勝成の自堕落な生活は、四月八日に終わった。

			　羽柴秀吉が別働隊を発して、徳川家康の本拠地三河に侵入する挙にでたという。織田、徳川連合軍は捕捉迎撃することになり、水野勢にも出陣命令がでたのだ。

			　その直前まで女を責めていた勝成は、裸のまま立ち上がった。その股間では、女汁に濡れ光る男塊が、いまだに臍に届かんばかりに反りかえっている。

			「いいかげん女の柔らかい肉は食い飽きた。男の筋張った固い肉を食らいにいくとするか！」

			「おう！」

			　勝成の掛け声に、郎党たちも勇ましい声をあげる。

			　柔らかい肉塊たちに褌を締めさせた勝成は、鎧兜をつけて出陣した。

			　羽柴軍の別働隊は、秀吉の姉ともの長男で、秀吉の後継者と目される三好秀次みよしひでつぐを主将に二万五千である。

			　敵に五倍する大軍を有する陣営が別働隊を発進させるのは、常識的な作戦だ。

			　しかし、この作戦は、動員兵力の点で徹底さを欠いた。

			　敵の背後を取り、本国を扼やくするならば、兵を半分に分け、信頼する宿将に一方を指揮させればよかったのだ。それならば、織田・徳川連合軍としては手も足もでなかっただろう。

			　または、もっと少数の兵力で隠密行動を徹底し、その機動力をもって一気に徳川軍の本土を劫掠ごうりゃくしてしまうべきだったのだ。

			　二万五千もの大軍が移動していることを気づかないほどに、織田・徳川軍の監視網は甘くない。

			　諸将は、初夜（午後八時）をすぎるころ小幡おばた城に集まり、軍議をした。しかし、なかなか結論がでない。

			　このとき、水野忠重は強硬論を主張する。

			「敵は大軍、味方は少ない。まともにぶつかれば負ける。しかし、敵の軍列を聞くに、三好秀次は後陣にいる。これを襲えば必ず勝てる」

			　この作戦が採用された。深夜、信雄と家康は、それぞれ主力を率いて迎撃作戦を開始する。

			　羽柴軍の陣立ては、作戦の発案者の池田恒興を先陣に、第二陣を森長可もりながよし、第三陣を堀秀政ほりひでまさ、第四陣を三好秀次の軍勢が続いた。

			　そして、織田・徳川連合軍は、忠重の作戦通りに最後尾である主将三好秀次の軍の背後をひそかに取ることに成功した。

			　それどころか、大須賀康高おおすがやすたか、岡部長盛おかべながもり、水野忠重、丹羽氏次にわうじつぐの諸隊と、榊原康政、本多康重ほんだやすしげの諸隊で挟み討ちするという完璧な布陣を敷けてしまったのである。

			　翌九日の夜明けとともに奇襲する予定で、一行が身をひそめていたときだ。

			　女を責めすぎた報いか、勝成は目に結膜炎ができてしまっていた。たいしたことはないのだが、どうにもおさまりが悪い。

			「ちっ、めんどくせぇ、兜はいらねぇ」

			　決戦をまえにして、勝成は兜を脱いでしまった。汗が目に入るので、鉢巻だけはする。

			　頭はなんといっても人間の、いや動物最大の急所である。そこの防具である兜をかぶらずに戦場に出陣するのは、勇気を通り越して無謀だ。雑兵ぞうひょうだって、鉄笠をかぶる。まさに勝成ならではの所業だ。

			　それを忠重が見とがめた。

			「藤十郎、兜はどうした？　お家の命運を賭けたこの合戦、うぬは兜をかぶらずに出陣とはなんたるたわけか。兜はかような接近戦のときにこそ必要じゃ。いまかぶらずして、いつかぶる気か。不必要なら尿桶に使え！」

			　父が息子の無分別なまでの猪勇を戒めたというには、少々言葉がすぎた。忠重の親心は通じなかったどころか、「郎党どもの前で、辱められた」と勝成は受け取った。

			「ええい、この勝成には兜などいり申さぬ。いらぬゆえにかぶらんだ。その証拠をいまお目にかけようぞ！」

			　かっとなって叫ぶや、馬に飛び乗った。

			　こうなった以上、頭を討ち割られるか、敵の兜首を掻き取るか、ふたつにひとつである。

			「待て、勝成、うぬはまた軍法を破るか。いまだ攻めの陣鉦じんがねも鳴らぬぞ、控えよ」

			　忠重の制止の声を、勝成は振り払った。

			「あれに敵がおるのに陣鉦など待てるか！」

			　馬に一鞭くれた勝成は、馬上に大身の槍を振るいながら、敵陣にまっしぐら、奔馬のごとく突撃した。

			　忠重は太田重助おおたしげすけ、水野喜右衛門きえもんらを次々に派遣して勝成を止めようとしたが、それを無視して突っ込む。

			「やや、一番駆けするやつがいるぞ、かの者ひとりに功名を独占させるな！」

			　織田・徳川の軍勢は色めき立って、どっと動きだした。それが攻撃の口火を切った形である。

			　勝成はそんなことは意識していない。

			「くそ親父、鼻をあかしてくれるぞ」

			　群がりよる雑兵らを愛馬「小鳥しろごま」の蹄にかけ、槍で刎ねあげ、石突いしづきで突き倒し、薙ぎ倒し、あるいは叩きふせる。

			　勝成はたちまちのうちに立ったひとりで十数人を倒す。そんなときようやく良き首とめぐりあった。

			「そこの小僧、我こそは三好秀次の家臣白井備後しらいびんご。我が名を知っておろう、一騎討ちが所望だ。立ち会え！」

			　白井備後範秀のりひで（別名・白江成定しらえなりさだ）といえば、秀次の家中でも腕力に優れた人物と名高い武将である。

			「おうよ、相手にとって不足なし、我こそ水野藤十郎勝成なり、参る」

			　馬上、豪槍が唸り、激突し、両者馬上から転がり落ちた。

			　戦いはそのまま組み討ちとなり、壮絶な力と力の勝負の果てに、勝成の抜いた脇差しの刃が、備後の喉を掻き切った。

			「白井備後の首、この水野藤十郎が討ち取ったりッ！」

			　立ち上がった勝成は、手にした首級を高々と掲げた。

			　三好家でそれと知られた大将首を取ったのだ。織田・徳川連合軍の士気はあがり、三好軍の士気は落ちた。

			　愛馬に飛び乗った勝成は、血の滴る兜首を取って、意気揚揚と戻ってきた。

			　だれもが認める、一番槍、一番首の功名である。

			「ご覧じたか！」

			　父のまえでわざとその首を振り回しながら駆け抜けるや、家康の陣に入って、首実検に及んだ。

			「でかしたぞ、勝成！」

			　家康は床几しょうぎから立ち上がって、勝成を称えた。

			　勝成と白井備後の壮絶な格闘は、目撃者も多く有名になったが、この白井備後の首は偽物だった。どうやら、白井備後を逃がすために奮戦した忠臣だったようである。白井備後は、こののちも三好秀次の家臣としてあり続けた。

			　とはいえ、この戦いでの白井備後はもはや亡き者として扱われ、敵味方に与えた影響は計り知れない。

			「ところで勝成、おまえ家来はどうした？」

			　家康の質問に、勝成は嘯く。

			「さぁ、ひとりで突っ込んだんで知りません。親父のところにでもいるんじゃないですか？」

			「……おまえというやつは。まぁいい、わしの馬廻うままわりについて参れ」

			「はいはい」

			　勝成は家康の本陣で一休みする。

			　その後、水野家の家臣たちが、次々と首を持って駆けつけてきた。

			　いくら当主が激怒していても、嫡子を見捨てるわけにはいかなかったのだろう。三番首をあげたのは、勝成の母妙舜尼の兄都築忠兵衛ちゅうべえであった。

			　さらに忠重の竹馬の友である水野清久きよひさも郎党を率いてやってくる。

			「おお、太郎作たろうざも来てくれたのか」

			「勝機をみすみす逃す手はありませんからな」

			　水野忠重の親友である水野清久は、忠重の命令に背くのは心苦しくとも、その息子を見捨てるわけにもいかなかったのだろう。

			　ともかく勝成が口火を切った攻撃によって、三好軍は潰走した。

			　秀次の補佐役であった木下祐久きのしたすけひさ、利匡としただ兄弟をはじめ、多数の名のある武士が討死し、秀次本人は、乗馬も失って逃げ出すというありさまである。

			　特に木下祐久を討ち取った意味は大きい。祐久の別名を杉原定利すぎはらさだとしというが、秀吉の正室おねの実父である。若き日は貧乏だったらしく、娘のおねを浅野長勝あさのながかつに養女としてくれてやり、糊口を凌いていたが、おねの婿秀吉が順調に出世していくと、家老として迎えられ、城の留守役などを任されるなど、秀吉政権の最重要人物のひとりであった。

			　このころ秀吉の本隊は、小牧山に別動隊から目を逸らすための威力偵察を行ったが、留守を預かる酒井忠次、石川数正、本多忠勝らの積極的な反撃にあい撃退される。そのため、まさか織田・徳川の主力が抜けていることに気づかなかったのだ。

			　もし、このとき秀吉が全力で小牧山の攻略戦を行っていたら、この戦役の勝敗は決しただろう。

			　秀吉が把握していない別働隊による長久手の戦いは、勝成が抜けたため、というわけではないだろうが、その後の戦局を一変させていた。

			　羽柴軍別働隊の第三陣の堀秀政は、かつては織田信長の親衛隊長として知られ「名人久太郎」と呼ばれた戦上手である。この男の協力なしに、秀吉の織田家簒奪はこれほどまでに簡単に行われなかっただろうといわれる。彼の軍の反撃を受けて、大須賀康高、本多康重が敗走し、ついで榊原康政、水野忠重まで蹴散らされてしまった。

			　このとき常滑水野の新七郎は討死。さらには……。

			「榊原康政さまお討ち死に！」

			　この報告を受けた家康は、ハラハラと涙を流した。すぐに誤報だとわかったが、そんな情報が錯綜するほどの大敗だったのである。

			「勝成どの。よろしいか？」

			　家康の本陣にあって、一息入れている勝成に寄ってきた男がいる。

			　旗本鉄砲組の足軽大将にして、家康の寵童あがりとして知られた井伊いい兵部少輔直政ひょうぶしょうゆうなおまさである。このとき二十四歳。

			　寵童というと、つい女のようになよなよしている人物を想像してしまうが、戦国時代における寵童とは、見目が麗しいのは当然として、将来有望な人材に目をかける行為の延長線上である。織田信長の寵童であった前田利家、武田信玄の寵童であった高坂昌信こうさかまさのぶ、徳川家康の寵童であった井伊直政。いずれも一角の人材として歴史に名を残している。

			　その経歴に相応しく井伊直政は、際立って容姿端麗で、立ち振る舞いに品格が感じられ、若くして風格があった。才能にしても政戦両略にも見識があり、戦場でも勇猛果敢と知られている。

			　井伊家は、徳川家臣団では珍しく譜代ではない。今川家の麾下にあって、徳川と同格であった。しかし、家康が独立することに成功したのにたいして、井伊家は没落してしまう。それを家康に拾ってもらい取りたててもらったのだ。保守的な徳川家臣団にあって、頭角を現すために直政は人並み外れた努力をしている。

			　最近では、北条との和睦の交渉によって名をあげた。その功績により、武田の旧臣たち百二十名が配下に加えられた。そして、その甲冑をすべて赤で統一したたことから、「井伊の赤鬼」と呼ばれるようになる。これを機会に通称を万千代から兵部少輔に改めた。

			　このように外面は極めて有能な人物なのだが、その反動か部下には厳しく、織田信長と同じように、部下を簡単に手打ちにする酷薄なところがあった。家臣一同が、同僚の本多忠勝を見習って、もっと部下を慈しむようにしてくださいと苦言を呈した、という逸話まで残っている。

			「わたしはこれより前線にでますが、貴殿も一緒にいきませんか？」

			「おう、まかせておけ」

			　直政の誘いに、勝成はふたつ返事で了解した。

			　勝成、井伊直政といった最精鋭部隊の投入によって、戦局は再び逆転する。

			　なんと堀秀政は、二度敵を打ち破って退路を作ると、薄情にも友軍を見捨てて自軍だけでとっとと戦場を脱出してしまっていたのだ。戦局を冷静に見渡し、大将の秀次も退却したことだし、これ以上の無理をする必要はないと判断したのだろうが、見捨てられた者たちこそ悲劇である。

			　取り残された第一陣の池田恒興、第二陣の森長可の軍は、織田信雄、徳川家康の軍によって、完全に退路を遮断されてしまった。

			　敵陣を強行突破するしか生き残る道はないと考えた池田恒興、森長可の軍では、「鬼武蔵」と呼ばれた森長可が白き鎧に身を包み、名高い名馬「百段」に跨ると陣頭になって突撃してきた。

			「打ち破れッ！」

			「撃てッ！」

			　決死の形相で砂煙も高らかに突っ込んできた森軍を、徳川軍鉄砲隊の一斉射撃が迎えた。一瞬にして森長可の部隊は壊滅。

			「あの猪首の武者を狙え！」

			　のちに勝成は、兜を猪首にかぶった者は勇者だから油断するな、という戦場の心得を残している。

			　猪首というのは、兜の前をあげて視界を広くとっているかぶり方をいう。こうすると、首が猪のように太く短く見えたことからついた名称だ。勝成のように戦場に兜をかぶらずに出るのは狂人である。兜を後ろにずらしているだけで十分に勇気のある行為であったのだ。

			　たとえば井伊直政もまた、兜を猪首にかぶる男だった、という記録が残っている。

			　かくして、猪首の武者は眉間を討ち抜かれて死亡した。これが森長可である。

			　撃ったのは、水野太郎作清久の足軽杉山孫六すぎやままごろくであった。

			　ただし、勝成にせよ、清久にせよ、このときはまさか大将首をあげたなどと思っておらず、死体を放置してしまう。

			　この武功が発覚したのは、戦後のことである。

			　とにかくも敵は崩れた。

			「井伊兵部少輔直政、見参！　ものども死ねや！」

			　旗本鉄砲組を指揮した直政は、前面の敵を追い崩し、勝成より先に敵陣に突入して高名をあげた。

			「負けてられるか！」

			　直政を追い抜いた勝成は、十五、六間も先に乗り込んで、黒母衣くろほろに牛の舌のダシをつけた部将と会い、これを突き倒し組み討ちでその首を取った。さらに横合いから槍を突きかけてきた武者の千段巻きを掴んで馬上から引き下ろし、組み討ちにして膝で押さえ、首を掻き切る。

			　これをみていた高木喜左衛門と久永源兵衛という武士たちが称賛の声をかけてきた。

			「勝成、いまの組み討ち格好よかったぞ！」

			「おうよ」

			　まさに勝成の独壇場だ。

			　直政、勝成といった若武者たちに負けてられぬと、小栗又一おぐりまたいち、蜂屋七兵衛はちやしちべえ、権田小三郎ごんだこさぶろう、天野三郎兵衛あまのさぶろうべえといった面々も奮戦する。

			　迎え撃ったのは池田軍の最精鋭部隊、黒母衣三十騎であった。これは壮絶な白兵戦となったのだが、のちに「鬼日向」と呼ばれる二十一歳の勝成、「赤鬼」と呼ばれる二十四歳の直政。若き鬼たちは対抗意識を丸出しに、敵陣を切り崩していく。

			　ただ同じ猪突家とはいえ、勝成と直政は似て否なるものだった。

			　勝成は傍目にはどんなに無茶に見える一騎駆けをしていても、その実肌身で戦場の空気を読み、冷静に戦場の動きを把握し、的確に状況を判断できる、という類い稀なる軍才に恵まれていたが、直政は狂戦士タイプである。白兵戦が始まると熱くなって回りが見えなくなってしまうらしい。

			　井伊直政は、人よりも重い鎧を着ながらも、戦場にでると必ず手傷を負い、部下の死傷者も徳川軍でつねに一番多いという。これはなにも井伊軍が勇猛で、つねに危険な前線にいたからとばかりはいえないのだ。

			　直政が指揮官としての役目を放棄して匹夫の勇者となってしまったので、やむなく勝成が部隊に指示を出した。

			　そのため後世、恒興の黒母衣三十騎を討ち取ったのは、直政の部隊ではなく、勝成の部隊として語られることになる。

			　目前の敵をことごとく討ち取ってなおも突入していこうとする直政を、過激の代名詞のように語られる勝成も、さすがに呆れて呼び止めた。

			「おい、兵部。あんた備大将そなえたいしょうなんだから、冷静になんなよ。部下がついてきてないぜ」

			　信じがたいことに、全身血だるまになりながら奮戦していた直政は、このとき従者をひとりも連れていなかったのだ。

			　勝成の忠告で我に返った井伊直政は、兵士たちの疲労を考えていったん最前線から後退。代わって先陣にでた徳川家中の者たちが、池田恒興の本陣に突入し、永井直勝ながいなおかつが池田恒興を討ち取った。

			　こうして長久手の戦いに勝利した信雄・家康は、秀吉が本隊を率いて来援するのを恐れて、午刻（正午頃）小幡の城に撤収した。

			　昼過ぎになって長久手の戦いを知った秀吉は、自ら救援に向かったが、織田、徳川勢は撤退したあとで空振りに終わる。

			　結局、この合戦で、秀次軍は二千五百余、信雄・家康軍は五百九十余の犠牲を出した。

			　勝成は兜首を三つ得た。雑兵は何人殺したかはわからない。勝成の功績をみな称えるも、ただひとり認めない男がいた。

		

	

			第五章　蟹江城の攻防戦

			


			「あの、クソ親父め！」

			　長久手の戦いにおいて、一番槍と一番首、殺した敵兵の多さでも勝成に優ったものはいない。井伊直政との先陣争いも評判になった。当然、その武勇は家康をはじめとした諸将に称される。しかし、戦場から戻った勝成は怒り狂っていた。

			「なにが匹夫の勇だ。自重しろだ。ふざけるなっ！」

			　抜群の軍功をあげ、得意になっている息子をまえにして、水野忠重は信じがたいことに褒めるどころか、出陣差し止めの処罰を命じた。

			　理由は先駆けの功名をあげたからだ。戦闘開始の合図がでるまえに突撃することは、軍規によって固く禁じられている。これによって奇襲が失敗する恐れがあるからだ。

			　しかし、戦場における軍規違反とは、手柄によって相殺される。それがこの時代の不文律だ。

			　まして一番槍というものは、一番死ぬ危険が高いため、いくら命知らずの戦国武士たちでも尻ごみしてなかなかやりたがらない。だから、先駆けをする者は大変な勇者としてもてはやされるのだ。これを処罰の対象にされたら武辺者の存在価値がなくなってしまう。

			「まぁ、まぁ、殿は若の身が心配なのですよ」

			　怒り狂う勝成を、河村重長が必死になだめる。

			　重長が想像するに、忠重としても息子が世間にもてはやされることが嬉しくないはずはないのだ。ただ、日ごろから驕慢な姿を知っているだけに、親としては、「やれ、猛将だ。大剛の士だ」とちやほやされている息子が、これ以上天狗になることを恐れているように思える。

			　いくら身体能力に優れようと、兜もかぶらず戦場に出るほどに慢心していては命がいくつあっても足りない。流れ弾が頭にあたっただけで死んでしまう。戦場とはたった一度の不覚で命を失ってしまう過酷な世界なのだ。

			　そんな親心を得意の絶頂にある勝成は理解できない。それどころか、息子の武功を嫉妬して、素直に喜べない度量の小さな父親にしか感じないのだ。

			　親子の情愛というものは、自負心の強い武士たちの社会において、必ずしも温かいものではなく、逆に親子が相克するという例も珍しくない。

			　武功を認められなかった勝成だが、納戸役の富永半兵衛を刀で脅して水野家の軍資金を強引に摂取すると、自分の郎党たちばらまいて報いた。

			「姐さんたち、若のこと頼みます」

			　郎党たちは、怒り心頭に達している勝成をそうそうに星崎城に連れ帰った。

			　男のささくれだった気分を慰めるのに、一番効果的な薬は女体と相場が決まっている。もっとも、狂犬のように猛っている男を任される女たちこそいい迷惑であろうが……。

			「お帰りなさいませ」

			「このたびも比類なき武勲をあげられたとのこと、聞き及んでおります。祝着至極にございます」

			　小鹿と律子は、三つ指ついて口上を述べようとしたが、全身に返り血を浴びている勝成はふたりに近づくと、有無を言わさずに左右から頭を抱えて唇を奪った。

			「うむむ……」

			　三人同時の接吻である。それは執拗なものだった。舌が強引に搦め捕られ、唇全体を吸われ、淵を舐めまわされる。

			　彼女たちの呼吸を奪ったまま押していき、ちょうど壁によりかからせるようにして、着物のうえからふたりの乳房を揉みしだいた。

			「まず眼疾の手当てを……」

			「あう、いきなりだなんて。湯浴みとお食事の用意ができているのに……」

			「っんなものあとでいい！」

			　女たちは口を外して話をしようとするも、勝成に唇を奪われているので声はくぐもってしまう。勝成の力は強く、後ろは壁である以上、彼女たちに逃れるすべはないのだ。

			　乳房を丹念に揉み解された律子と小鹿の口からは喘ぎ声が漏れだす。やがて着物の胸元がほぐれて、艶かしい乳房が露出する。

			　それを鷲掴みにした勝成の手は、掌で突端をこね転がした。

			「ははぁん♪」

			　乳首は敏感に反応し、硬く痼り立ってしまったが、勝成の責めは終わらない。女の乳首は勃起してからが、敏感だということを知っているのだ。

			　女たちの胸を心行くまで責めた勝成は、その手を取って、それぞれ乳房にあてがい、自分で揉むように促してから、下半身に手を回した。

			　着物の裾を割り、肌着や腰巻きを一気に割ってなかに入れる。

			　小鹿のむっちりとした内腿と、律子のほっそりとした内腿を撫であげていき、両手でふたりの股間を握った。陰毛のうえから撫なで摩さすり、やがて裂け目に指を分け入れる。

			「ああん♪」

			　苦しげに嬌声をあげた女たちの股間は、とっくに濡れていた。彼女たちは乱暴に扱われることになれてしまっているのだ。

			　あっという間に突起を探り当て勝成は、それぞれの中指の腹でグリグリと回す。

			「ひぃあん♪　もっと優しくして欲しいですぅ」

			　小鹿から涙目で訴えられても、勝成は聞く耳を持たない。

			　陰核はすぐに固くなり、包皮がめくれ上がって、敏感な中身が剥き出しにする。

			　もう知り尽くしている女体だ。その責めは手馴れている。急所への集中責めを受けてしまった女たちはあっという間にアクメに達してしまった。

			　割れ目はたちまちのうちに熱い潤滑油でビショビショに溢れて、お尻のほうにまで及んでいる。

			「勝成さま、そこばかり責めないでください。すぐにイッてしまいます」

			「イっていいぞ。イってイってイきまくれ！」

			「あぁもうダメですぅ」

			　勝成に嗜虐的に見下ろされながら、女たちはいとも簡単に達する。しかし、勝成は陰核を撫で回し続けた。たまらず律子は悲鳴をあげる。

			「ああ、勝成さま、刺激が強すぎます」

			「痛いのか？　別にこれくらいならおまえら平気なはずだろ」

			　辛そうに眉根を寄せた律子は、細い首を横にふるう。

			「痛くはありませんけど、すぐ気がイってしまいます」

			「いいんだよ。俺はおまえらを感じさせようとしているんじゃなくて、イかせようとしているんだからな。何度も何度もイかせてやるよ」

			　勝成の意図が自分たちをイかせて、イかせて、イかせまくろうとしているのだと知った律子はさすがに鼻白む。

			　それに比べて小鹿は、開放的だ。勝成が無事に帰ってきて、体を求められるのが嬉しくて仕方ないようだ。

			「ああ、もうたまらないですぅ」

			「ほら、小鹿はまたイクところだぞ。律子もイけ、イってしまえ」

			　猛々しく命じられて、頬を染めた律子は顔を背ける。勝成の女になることを決意しても、まだ武家の女としての倫理観が抜けきらないのだ。

			「いやよ、そんなに続けてなんて……獣じゃないんだから……」

			「イってしまえ！」

			「お願い、離して。そんな続けてなんてイヤ、ああっ、でも、またイッちゃう、イッてしまう、ああ、悔しい♪」

			　ビクビク……。

			　いかに抵抗しようとも律子の体のほうはもう、小鹿と同じように徹底的に開発されてしまっている。

			　ふたりの女は競わされるように、身も世もなく連続してイカされてしまった。

			「ああ、もう許して……」

			　女の膝が砕け、壁にそってずり落ちそうになる。しかし、勝成はそれをしっかりささえ、なおも指を回す。

			　執拗な陰核責めで何度もイカされてしまったふたりは、すっかり体力を使い果してしまい、背中でズルズルと壁をすって尻餅をついた。

			「はぁ……、はぁ……、はぁ……」

			　魂が抜けたように放心している女ふたりを見下ろしつつ、勝成は大鎧の草摺の下から、戦場で振るう豪槍に匹敵する威圧感を持った黒々とした肉の剛槍を取り出した。

			　小鹿の肉付きのいい両足を掴み引き寄せた勝成は、その怒張した肉槍を持って串刺しにする。

			「ふぁ、あぁぁぁぁぁ！」

			　ぶち込まれただけで小鹿はイってしまった。しかし、勝成はかまわず、両足を肩に担ぎ上げ、少女の体を壁との狭間でくの字にたたみ大きく腰を振るう。

			「あぁっ！　あぁっ！　あぁっ！」

			　ここでも勝成のやり方は激しかった。体重を乗せ、真上から子宮を打ち据える。

			　ガツガツと女の体など気にしない、男の一方的な動きによって犯される小鹿は、息を荒げることしかできなかった。

			　その愛らしい顔には、「気持ちイイ、本当に気持ちイイよ」と「もうやめて、死んじゃうよ」という相反する表情を同時に浮かべていた。

			　ぐちゃぐちゃと襞肉のえぐられる音だけが、室内に響き渡る。

			「ひぃ！　ひぃ！　ひぃ！　イク！　イク！　イク！　勝成さまのおちんぽさますごい、すごいのぉ♪」

			　小鹿は何度となく、ときに小さく、ときに大きく、達した。

			　傍らで腰を抜かしている律子は、ただただ物凄い光景に畏怖してしまって目を離せない。

			　勝成の容赦のない槍使いは、女の肉体を突き抜いてしまうのではないかと思えるほど激しかった。

			「うおおおお」

			　雄叫びとともに勝成は一方的に精を放った。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			「イっぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅ───ッ！！！」

			　獣のような叫びをあげた小鹿は、背骨が折れんばかりにのけぞりながら達した。

			　勝成がようやく肉槍を引き抜く。

			「ふぅ、気持ちよかったぁ」

			「なに一回やっただけで満足したような顔しているんだ」

			　嗜虐的に笑った勝成を見上げながら、小鹿は小首を傾げる。

			「でも、次は律子さまの番では？」

			　いかに勝成が精力絶倫であっても、女はふたりいるのだ。順番にやるのは暗黙のお約束というものだろう。

			　小鹿と勝成がやっている光景を目の前で見せられてしまっていた律子は、いかに気位の高い女とはいえ我慢できなかったのだろう。紅潮した顔で、ひそかに自涜してしまっていたようだ。

			　それを一瞥した勝成だが、いまは女たちの思惑通りに動くのは面白くない気分だった。

			「いや、まだおまえだ」

			　女と男の蜜の濡れた肉棒を、割れ目の下に息づいているピンクの蕾つぼみに押し当ててグイッと押し込められた。

			「あうッ……！」

			　一瞬、なにが起こったかわからなかったのだろう。小鹿は困惑した表情を浮かべた。

			　しかし、勝成が力任せに押し込むと、ズブズブと沈んでいき、ついには根本まで埋まってしまった。

			「ヒィ……そこは違いますぅ」

			　いきなり菊座を穿たれてしまった少女は、動揺した悲鳴をあげる。

			「なんだ、入るじゃねぇか。さてはおまえ、毎朝ぶっといウンチしているだろ」

			「そんな……普通ですぅ……」

			　顔を真っ赤にした小鹿は涙目で訴える。

			　見るからに健康優良児の小鹿は、便秘などで苦しむことはなく毎日快便だが、そんなことで陰間かげまを掘られた苦痛が和らぐものではない。全身から性的な歓びとは別の冷や汗が浮かんでしまっている。

			　陰間は、膣洞のようにヤワヤワとした締め付けがなく、入口だけが肉棒を捻り切ろうとするかのようにきつく締まった。

			　女にとって陰間を掘られるのは苦痛だろうが、男だって膣洞のほうが気持ちいいのである。しかし、戦場帰りの高揚感と理不尽な仕置きによって、荒んだ攻撃的な気持ちになっているいまの勝成にはあっていた。

			「ヒィう……い、痛いですぅ」

			　小鹿は脂汗を滲ませ、しきりに首を左右にイヤイヤと振るう。しかし、勝成は欲望のままに動いた。

			　ズコズコズコ……。

			「はぁひぃ……、はぁひぃ……、はぁひぃ……」

			　排泄器官を容赦なく犯され、掻き回された小鹿は悲鳴もあげられずに、喉の奥からかすれた息を漏らしている。

			　そして、勝成は一方的に爆ぜた。

			　どぴゅ！　どぴゅ！　どぴゅ！

			　勢いよくお尻の穴の奥に射精される。

			「あぁ……」

			　内部で太い肉棒が脈打ち、腸のなかにたっぷりと精液を注ぎ込む。次第に潤滑油が満ちて、動きがさらにヌラヌラと滑らかになる。

			　最後の一滴まで出し尽くしてから、勝成は身を離した。

			　ぐったりと脱力する小鹿に、律子が慌てて駆け寄る。

			「大丈夫、小鹿ちゃん」

			「……あい」

			　虚ろな目で頷いた小鹿は息も絶え絶えといった様子である。幸い肛門が裂けるという最悪の事態は免れたが、血の気が引いていて痛々しい。

			　この所業に腹を立てた律子は、勝成をキッと睨んで非難する。

			「酷いことをなさいます」

			「なんだ、律子、おまえも尻に欲しいのか？」

			「え！」

			　律子の鼻先に、小鹿を存分に陵辱した逸物がそそり立っていた。

			　勝成の無尽蔵の強精は、その愛奴である彼女たちが一番よく知っている。一度や二度精を吐いたくらいで尽きるはずがないのだ。

			「や、やめて、や、やめてください。お尻はご容赦ください。陰間には入れないで……」

			　小鹿の痛がり方をみてすっかり怖気づいたのだろう律子は、逃げ出そうとしたが、壁にはばまれる。その髪を掴み引き寄せた勝成は、すっきりとした美尻を捕まえて左右に割る。

			「ふん、偉そうなことをいっても、肉壺は濡れ濡れじゃねぇか？」

			　嘯いた勝成は、眼下に鎮座していた菊座に亀頭をあてがい、強引に押し進む。

			「ヒィィィ……ッ！　入れるなら、肉壺に、肉壺にお願いします」

			「ダメだ」

			　ズボン。

			　律子の懇願も虚しく、その最後の処女地も散らされた。

			「あ、あぁ……、裂ける、裂けてしまう」

			　壁に両手をついて尻の穴を犯されてしまった律子は、全身から大粒の汗を噴き出しながら背中をのけぞらせ、すっきりとした桃尻をクネクネと動かして苦痛を訴える。

			　なんとも嗜虐感を刺激する光景だ。

			「ふん、なんだかんだいって楽しんでいるみたいじゃねぇか」

			　涙を流す女の尻を抱き、勝成は腰を荒々しくふるう。

			「あっ、ダメ、そんな、お尻は、お尻、ああ、恥ずかしいぃぃぃぃ」

			　武家の女としての気品を持った女が、壁にしがみつき、男に尻の穴を掘られる屈辱。律子は涙を流していたが、同時に被虐の喜びに悶えてしまっていた。

			　そして、勝成は三度、精を放つ。

			「うおおおっ！！！」

			　獣のような雄叫びをあげた勝成は、律子の柳腰を掴んで、射精しながらもズボズボと掘削した。

			「はぁ、ああ、ああ、熱い。熱いぃぃぃ」

			　顔を真っ赤にし、目元から滂沱の涙を流し、口元から涎を垂らしながらも、律子は全身をピクピクと痙攣させていた。

			　どうやら律子は、また一段と深い闇に落ちてしまったようである。

			　思う存分に武家の女の直腸にタップリと熱い煮汁を注ぎ込んだ勝成は、逸物を引き抜くとそのままゴロンと仰向けになった。

			「疲れた。寝る」

			　一言を残した勝成は、やるだけやって満足したとばかりに、大の字になってふて寝してしまった。

			　しばらくして、菊座を犯されてしまった肉体と精神のショックで崩れ落ちていた女の子たちはよろよろと身を起こす。そして、たらいに湯を汲んできて、勝成の眼疾の手当てをし、逸物も綺麗に洗った。

			　武士の世界にあって、陰間を掘ることは決して珍しいことではない。勝成のように戦場に女を連れて来られる男など限られているから、仲間内で友情の延長戦上に、陰間を掘るのだ。これは日本の戦国時代に限らず、世界中の中世にあった風習である。なかには牛や馬といった畜生としてしまう豪傑もいたそうで、要するに穴があればなんでもよかったのだろう。

			　勝成のように美女をふたりも囲いながら、その陰間のほうを掘ったなどと知ったら、その贅沢さに多くの恵まれない雑兵たちは憤激したに違いない。

			「眼疾程度ならいいですけど……、勝成さまともあろうお方が、オチンチンから病気になったら、かっこ悪いですからね」

			「……そうね。わたくしたちが仕えているのは、あの天下無双の猛将水野勝成なんですものね」

			　その女だという矜持を胸に、小鹿と律子はしみじみと頷き合う。

			　いかに悔しくとも、惚れた弱みである。

			「わたし、勝成さまのオチンチンが大きくなっているときも逞しくて好きですけど、こういうふうに小さくなっているときも、かわいくて好きです」

			「うふふ……たしかにそうね。ふぅ……小鹿ちゃん、白状してしまうけど、わたくし陰間を犯されながら、少し感じてしまったわ」

			「律子さまもですか。実はわたしもですぅ」

			　彼女たちの体は、勝成によって開発されてきた。つぎはお尻の穴でも歓ぶ変態女にされてしまうのだろうか？　そう考えると甘い陶酔と被虐感が身を駆け巡る。

			　自分のもっとも恥ずかしい穴のなかで汚れてしまった逸物を、丁寧に洗い清めた女たちは、寝ている主人の肩を掴んで揺り起こした。

			「勝成さま、勝成さま」

			「ん？　なんだ」

			　面倒臭そうに片目を開けた勝成に、小鹿が訴える。

			「おしっこしてください。陰間に入れたあとは、すぐにおしっこしないと、病気になってしまいますよ」

			「……うん、そうか……」

			　眠そうに応じた勝成は、女たちに逸物を持たせたまま勢いよく放尿をはじめる。

			　そのため猛々しい噴水は、女たちの顔から全身に容赦なく浴びせられた。

			「キャッ」

			　と驚きの悲鳴をあげたが、女たちの顔に嫌悪の色はない。こういう豪気で豪快な男、それが彼女たちの主人なのだから。

			※

			　長久手の戦いで勝利した織田信雄軍では、佐久間正勝まさかつ（信長に追放された信盛の子を信雄が登用）が勢いに乗って峯城を奪回した。しかし、ただちに羽柴秀吉軍に再奪取されてしまう。

			　かくして対陣の再開となったのだが、あるとき秀吉ひとりで進み出てきて大声を張り上げた。

			「我が陣の後ろに柵を作り、一歩も退かぬ決意にて戦いをいたしたい、と家康に伝えよ」

			　つまり、柵から出てこい、という意味だろう。柵さえなければ圧倒的な兵力で、羽柴軍が勝てるのだ。

			　これを受けたのが水野家臣の水野清久と、徳川家臣の渡辺守綱わたなべもりつなである。

			　渡辺守綱は「槍の半蔵」と呼ばれた豪勇の士だ。勇者同士で気があったのだろう。守綱の息子重綱しげつなに、清久の娘が嫁いでいる。

			「勝手にしろ！　というか、後ろに柵を作るとはどういう意味だ？　つまり上方の兵は、後ろに柵を作らないとみな逃げるってことか？　三河者は誰ひとり、一歩も退かないからその発想はでてこないぞ。わっはっはっ」

			　嘲笑されて激怒した秀吉は、家康の本陣に向かって尻を出してペンペンと叩いた。

			　ここに至ってようやく織田軍は、相手の正体を悟る。

			「やや!?　あれは秀吉！　羽柴秀吉だぞ、撃て、撃て～っ！」

			　弓矢鉄砲の飛び交うなか、悠々と本陣に戻った秀吉は、

			「天下の大将軍に弓矢などあたるものではないわ」

			　と高笑いしたという。

			　しかし、こういうパフォーマンスをしなくてはいけないほどに秀吉も手詰まりだったのだ。

			　小牧山に布陣する織田・徳川軍の主力との対決を避けた秀吉は、尾張西北との境にある織田信雄の属城、外楠、千種、浜田、上木城を攻略。

			　五月七日には、信雄麾下の美濃加賀野井城も陥落した。この城は四日から羽柴軍の大軍に包囲されていたのだが、城主の加賀井重宗かがのいしげむね・重望しげもち親子は包囲網を強行突破して脱出する。

			　このときの武勇が認められて、のちのち息子の加賀井重望は秀吉に一万石の大名に取り立てられた。この重望こそが、勝成の人生に一大転機をもたらす男なのだが、そんなことはだれも予想できるはずもない。

			　ひとまずの戦果に満足した秀吉は、大垣を経て大坂に帰る。

			　戦線は再び膠着こうちゃくしたかに見えた。この間隙をついて動いたのが、羽柴秀吉麾下に入っていた滝川一益である。

			　甲賀忍者から身を起して、織田四天王のひとりと数えられるまでに武功をあげ、関東管領にまでなった男であったが、本能寺の変直後の神流川の戦いで、北条軍と二日間の激戦ののちに破れ、伊勢の本領に逃げ帰った。その後は、柴田勝家に同心して、織田信孝を擁立しようと、伊勢戦線にあって秀吉軍相手に奮戦。

			　その活躍は、賤ケ岳の戦いで敗北した柴田勝家が、北ノ庄城で自害したのちも続き、美濃の織田信孝が自害させられたあとになって、ようやく降伏したほどである。

			　その勇戦を認めた秀吉は一命を助けて、麾下に加えていた。

			　しかし、与えた石高は近江国内にたった五千石という、関東管領といわれた信長時代からみると、目を覆わんばかりの凋落ぶりである。しかし、気力はなお充実していた。

			　落ち目とはいえ、滝川軍は歴戦の精鋭だ。その麾下には、滝川忠征ただゆき、滝川儀大夫ぎたいふ、佐治新介さじしんすけ、前田慶次郎まえだけいじろうといった他国に知られた名将勇士が揃っている。

			　滝川儀大夫は、武田滅亡のとき天目山にて、武田勝頼の切腹の時間を稼ぐために、たったひとり「片手千人切り」といわれる伝説の武功を示した土屋昌恒つちやまさつねを、最期に薙刀で仕留めた勇者だし、その子・前田慶次郎は、後世、伝説の歌舞伎者として知られる豪傑だ。佐治新介は一益と同じ伊賀忍者出身で、荒木村重あらきむらしげ攻めのとき単身城に忍び込んで内通者を募ったという逸話がある。

			　この滝川一益の調略により、尾張蟹江城主の前田種利たねとしが寝返った。

			　前田種利は、佐久間正勝の叔父で、一益の従兄弟。現在、秀吉麾下にあって、能登国主をしている前田利家の本家筋にあたる家で、その潜在勢力は大きい。

			　これに同調して、種利の子で前田城主の前田長種ながたね（前田利家の長女・幸こうを妻にしている）、その弟で下市場城主の前田治利はるとしも寝返った。

			　なんと三城がいきなり、秀吉方に鞍替えしたのだ。

			　一益はすかさず、蟹江城に入った。

			　そこで、大野城主山口重政やまぐちしげまさの母が人質として蟹江城内にいることを知り、これをもってさらに重政にも寝返りを勧めた。しかし、重政は、あの佐久間信盛の家臣で、信盛が織田信長に追放されたときにも同行し、信盛は病死して、その子・佐久間正勝が、織田信雄に仕官できたために、再び織田家に帰ってきたという経歴の名うての頑固者である。当然の如く、種利の不義を責めて応じなかった。

			　六月十五日、一益は大野城を攻める。

			　かつて部下であった志摩水軍の九鬼嘉隆くきよしたかを味方に引き入れた一益は、九鬼の兵船数十艘をもって大野川をおし上がり城際に漕ぎ寄せた。城内の重政は、火をつけた松明を船めがけて投げ込む。

			　この滝のように降り注ぐ炎を見つけたのは、松葉にいた井伊直政である。ただちに家康に報告するとともに、麾下の兵を率いて大野城に急行した。

			　蟹江城、前田城、下市場城、さらに大野城まで失っては、織田・徳川連合軍の戦線は、一気に崩壊する。信雄と家康はただちに救援軍を出した。

			　家康は酒井忠次・榊原康政、信雄は水野忠重・丹羽氏次を向かわせる。

			　この緊急事態に父の忠重から謹慎を申し付けられていた勝成だが、なんら頓着せずに家康の旗本に混じって出陣した。

			　急遽駆けつけた織田信雄が、大野城に入ったことで形勢は逆転。雲霞うんかの如く現われる織田・徳川軍の勢いに滝川勢は大野城を囲んでいた兵を引いた。

			　滝川軍は精鋭とはいっても、現在は近江国内で五千石を受けているにすぎない。一万石で無理なく動員できる兵力は二百五十人といわれているから、無理をして二百人ぐらいは動員していただろうが、あまりにも少ない。もちろん、その昔、信長の麾下として伊勢を攻略した一益である。いろいろコネがあり、九鬼水軍や前田家などの協力もあっただろうが、どう贔屓目にみても一千人はいなかったに違いない。

			　逆にいえば、たったこれだけの兵力をもって、織田・徳川軍を掻きまわし、心胆を寒からしめた滝川一益の力量恐るべしと称えるべきだろう。

			「川中に柵を作り船路を遮断せよ。滝川勢と九鬼勢を分断する。急げッ」

			　指示を出したのは井伊直政だ。さすがに戦略眼は確かである。その意図は成功して、九鬼勢は船を城下にいれることができず引いた。

			　翌六月十六日、滝川・九鬼勢は海上より蟹江城に入らんとするが、この作戦は家康の忍者伊賀者が知った。彼らはただちに城下の酒屋に火を着ける。この炎は南風に煽られて二十軒余りを燃え上がらせた。

			　家康は忍びを好んで使ったことで知られるが、この時期、家康の忍びとしてもっとも著名な伊賀忍者・服部半蔵正成はっとりはんぞうまさなりが、まさに現役である。

			　家康は、この炎を見て急遽、軍勢を蟹江城に向かわせた。

			　九鬼勢は引き潮のため、大船を城の際につけることができず、小船に乗り代えているとき、伊賀者がその入口を塞ぐ。

			「この機を逃すな、全軍突撃」

			　敵の混乱に乗じた井伊直政が、一斉攻撃を仕掛けた。

			　しかし、滝川軍は精鋭である。それも並の精鋭ではない。一益は、かつて一万八千余の大軍を指揮したことのある男だ。そのなかからふるいにかけられなお一益についてきている戦闘集団なのである。

			「かまうな、東の大手より城に押し進め！」

			　黒母衣を着け、金の半月を兜に着けた滝川軍の勇士・滝川三九郎一忠さんくろうかずただの奮戦によって、大野城から撤退してくる滝川軍は、直政の部隊を蹴散らして城内に続々と入っていく。

			　滝川軍の撤退は成功するかに思われた。まさにそのときである。

			　ぶおぉお～～～ッ！

			　大地を揺るがすような勇ましい法螺貝ほらがいがいったいに響き渡った。

			　家康が到着して、旗本衆を突入させたのだ。そこには馬で駆ける勝成の姿もあった。

			「兵部、苦戦しているじゃねぇか、助けに来てやったぞ」

			「ふっ、勝成どのか、あなたに敵を少しばかり残しておいてさしあげたんですよ」

			「ふん、それだけ減らず口が叩ければ上等。あんたは先陣の功名をあげたんだ。あとは俺に任せて兵を引いて休ませな」

			　徳川本隊といわずに、「俺」といいきってしまうのが勝成の真骨頂であろう。

			　直政は、苦笑を浮かべるも、その言葉に従って、後方に下がった。

			「水野藤十郎勝成、参上！　死にたいやつはかかってこい！」

			　馬上槍を風車の如く回転させ、敵陣に突入してあたるを幸いに敵を片っ端から薙ぎ倒す勝成に、見知らぬ雑兵が駆け寄り声をかけてきた。

			「勝成さま、勝成さま、こちらをお手伝いください」

			「ん？　おまえ女か」

			　馬上から見下ろした勝成は軽く目を見張る。

			「はい、服部半蔵が配下、藤島ふじしま蛍火ほたるびと申します」

			　年齢不詳だが、一見、十代半ばにみえる痩せた肢体に、散切り頭。額には鉢鉄を巻き、細い腕には鉄甲、足の脛には、防具のつもりが裂いた布が巻かれている。短い胴着の下には、薄手の鎖帷子と邪魔になる乳肉を固定するためにさらしが巻かれて、着物の裾は動きやすいように極端に短い。太腿のかなり上のほうまで大胆に露出しているため、女の大事なところもいまにも見えそうだが、どうやら下には褌をしているようだった。

			　泥がこびりついた顔は中性的で野趣だが、目が大きく、白い歯並が印象的な、なかなかの美少女である。

			「あちらに九鬼の船が二艘隠されております」

			「心得た」

			　短いやり取りで、伊賀者が何をいいたいか勝成にはわかった。つまり、この二艘は敵の重要人物が逃げるための船に違いない。

			　この重要情報を掴んでも彼女の力では、この船を奪取することはできず、勝成の驍勇ぎょうゆうを借りようというのだ。

			　勝成は彼女の期待に応えた。たった一騎の無謀といっていい突撃によって、九鬼軍を蹴散らし、九鬼船二艘を乗っ取ったのだ。

			「よし、大手柄だ」

			「はいっ」

			　蛍火も嬉しそうに頷く。その顎を取って、勝成は唇を奪った。

			「いい女だ、つぎはもう少しゆっくりできるところで会おうな」

			　去り際に、なにげに小さな乳房にまで触った勝成は、そのまま再び馬を駆って敵中に飛び込んでいった。

			　船に残された蛍火は、頬を真っ赤に染めて、唇を押さえながら見送った。

			「惚れるなよ」

			　蛍火の横にいつの間にか、黒い影が立っていた。

			「半蔵さま、見ておられたのですか？　お人が悪い」

			「ふふ、許せ。しかし、あの若様、尋常な方ではないな。とはいえ、匹夫ではもしものことがあっても困る。保英やすひで、ついていってやれ」

			「承知」

			　服部半蔵が、勝成のために派遣した服部保英は、半蔵の亡き兄の息子であった。つまり甥である。

			　勝成はひとりでも存分に戦えるつもりであったが、やはり手下がいたほうが戦いやすい。

			　勝成の武勇は敵味方の注目を浴び、滝川軍の陣頭指揮官の目にも留まった。

			「そこにおわすは、水野藤十郎勝成どのとみた。俺は滝川一益の嫡子・滝川三九郎一忠なり。一騎討ちが所望だ。立ち会え！」

			「俺と一騎討ちがしたいだと、命知らずなやつめ、心得た！」

			　滝川軍のなかにあって、鬼神の如き奮戦をしている滝川三九郎が、名乗りをあげるや勝成めがけて突進してきた。もちろん、勝成もまた槍を高く掲げて馬を馳せさせた。

			　三九郎にすれば、織田・徳川連合軍にあって、猛将の名を不動のものにしている勝成を討ち取ることによって、敵の士気を少しでも挫こうと意図したのだろう。

			　勝成は、猛将という肩書きによって、好き勝手を許されているのだ。名指しにされて逃げたとあっては、自らの存在意義がなくなる。

			　奔馬を馳せた両者は、すれ違いざま稲妻の如く繰り出された槍が激突した。

			　ガツン！

			　勝成が槍に受けた衝撃は、驚くほどに重かった。

			　豪勇で知られた勝成と知って一騎討ちを所望してきただけあって、三九郎は強い。

			　勝成がこれまで出会った敵のなかでは段違いの技量だ。おそらく、武闘派集団と知られた滝川一族のなかにあって随一の勇者であるに違いない。

			　すれ違い、通りすぎた後に両者は馬首を返す。

			「せいゃーッ」

			「とりゃーッ」

			　両者鐙あぶみを蹴って、再び馬身を詰めた。二双の槍は再び激突したが、今度はすれ違うことなく、槍を振るいあった。豪槍が唸り、突き、薙ぎ、叩きつける。

			　三九郎の烈槍が風を裂き、勝成の剛槍が風を巻く。雷火が飛び散り、火花が舞う。常人であったなら、一瞬にして叩きふされるような凄まじい槍捌さばきの連続である。

			　まさに竜虎。両家にあって最高の技量を持った勇士と認められた男たちの、壮絶な一騎討ちとなった。

			　三九郎の生年は正確には不明だが、このとき九歳の子、のちの滝川三九郎一積かずあつがいるので、壮年であったことはたしかだろう。精神と肉体の調和の取れた絶頂期である。対する勝成は二十一歳のまだまだ精神的にも肉体的にも成長期にある若僧の感は否めない。

			「やるな小僧。しかし、年期の差を教えてやる」

			「おりゃー！　いいかげん死にやがれーッ！　このクソ親父」

			　両者一歩も引かない、武辺者の意地と意地がぶつかりあった壮絶な戦いであった。

			　勝成の槍は三度三九郎を捕らえたが、三九郎の槍も二度勝成を捕らえている。勝成は兜のありがたさを知った。もし今日も兜をかぶっていなかったら、瞬殺されていたことだろう。

			　何度目かの槍合わせで、互いの間合いが離れたときだった。

			「くっ……」

			　周囲に素早く目を走らせた三九郎は、小さく呻き声を漏らす。

			　滝川軍は、すでに敗退して蟹江城に逃げ込んでいた。残っている滝川軍の将兵は、みな死体である。

			　自らの武勇に奢った三九郎は、一瞬にして勝成を殺す予定が、長々と一騎討ちをしてしまった。そのため前線指揮官を消失していた滝川軍は、織田・徳川軍によって壊滅させられたのだ。

			　三九郎は無言のまま馬を返し、大手門から蟹江城に逃げ込んでいった。

			「待て！　逃げるな！　卑怯者！　……ちっ」

			　追いすがるも結局、討ち取り損ねた勝成は舌打ちをして悔しがった。しかし、すぐに気を取りなおす。

			「ざまぁみさらせっ、勝ったぞぉぉぉぉーッ！」

			　槍の穂先を天高く掲げた勝成は、満腔から雄叫びをあげた。それに呼応して回りの将兵は勝鬨をあげる。

			「えい、えい、おう！　えい、えい、おう！　えい、えい、おう！」

			　みな力強く、思い思いに拳や刀槍を突き上げ、爆発するような歓喜に包まれた。

			　勝成には、煽動者としての才能もあったのだろう。織田・徳川連合軍にとって、強大な羽柴軍と戦うのは、薄氷の上を歩くに等しい危うさがつねに付きまとう、苦しい戦局の連続だった。今回も、あと少しで戦線は全面崩壊しかけたのだ。

			　勝成は、長久手の戦いに続いて、この蟹江城の攻防戦でも、素晴らしい軍功をあげた。この武神の寵愛を一身に集めた若者がいれば、これからもなんとかなる、なんとかしてくれる、という幻想を将兵にみせてくれる。

			　勝成が三九郎を撃退した。この壮絶な一騎討ちを堀端近くにまで出陣していた徳川家康もまた見ていた。

			「あいつはなかなかどうして匹夫の勇ってばかりじゃないな。上手いこと士気を高めてくれる」

			　天性といっていい将才に感心しながら、家康はただちに勝成を本陣に呼び寄せた。

			「おまえの武勇はいまにはじまったことではないが、ほとほとに感心したぞ」

			　家康から賞詞を受けた勝成は、おおいに面目めんぼくを施されたのである。

			　蟹江城内に追い詰められた滝川一益を、六月十九日から信雄・家康の軍は攻撃した。滝川・前田軍は奮戦したが、二十三日には前田城、下市場城が陥落。前田城の前田長種は逃亡に成功し、のちに舅の前田利家の家臣となる。下市場城の前田治利は、逃亡途中を討ち取られた。

			　六月二十九日、一益は降伏を申し出てくる。それを受ける条件として織田信雄は、裏切り者前田種利を要求した。

			　あるいは、隠していた二艘の船を勝成に奪われなければ、宵闇にまぎれて城内から落ちることもできたかもしれないが、それも叶わない一益は七月三日、要求を呑んで開城。これによって織田四天王と呼ばれた滝川一益の武名は地に落ちた。

			　滝川一益による蟹江城攻防戦の顛末を聞いた秀吉は激怒する。

			「敗戦だけならまだしも、内通者を殺すとは何事だっ」

			　内通者は絶対に守らなければならないのだ。

			　たたでさえ裏切り者は、風当たりが強いからなかなかでない。秀吉は裏切り者を優遇する。これを知った敵の配下から裏切り者が出やすくするためだ。賤ケ岳の合戦で、裏切ってくれた前田利家を優遇している所以でもある。

			　一益は敗残の身を、伊勢国木造こつくり城に戻ったが、秀吉の手によって入城を阻まれた。

			　以後、滝川一族は散り散りとなる。

			　一益は、流浪の身となり京都妙心寺に隠れたあと、越前にてかつての同僚丹羽長秀ながひでに五千石の捨扶持をもらい客死した。

			　そして、滝川三九郎であるが、勝成との一騎討ちの戦傷によって、武士として道を諦めることになったらしく、二度と主を持つことなく、世にいっさい出ずに、ひっそりと生を終えることになる。

			　武辺者は体が資本だ。彼ほどの武勇の士でも、体が動かなくなってはおしまいだという、戦国の世の非情さであろう。しかし、その子・滝川三九郎一積かずあつは、秀吉麾下の中村一氏かずうじに仕官し、思わぬ運命の悪戯によって、歴史に「仁勇の士」として名をとどめることになる。

			※

			「キャー、いかがなさいましたの、勝成さま！」

			　戦場から帰ってきた勝成を出迎えにでた小鹿は悲鳴をあげた。

			「だ、大丈夫でございますか？」

			　律子も顔色を変えた。

			　戦場にでれば、血の滝に打たれたかのように、返り血を浴びて帰ってくるのが常の勝成だが、はじめて自らに手傷を負って帰ってきたのだ。

			　三九郎との壮絶な一騎討ちに勝利するも、勝成もまた二ヵ所の疵きずを受けていた。

			「なにかすり傷だ。次あったらあの野郎の首を取ってやるさ」

			　律子は、さすがに武家の娘である。ただちに治療道具を用意すると、勝成に諸肌を脱がせて手当てをした。その間、小鹿のほうはおろおろしてめそめそと泣きっぱなしである。

			「そんなに泣くなよ。小鹿はいつからそんなに泣き虫になったんだ」

			「ぐすっ……わ、わたし、わたしね。勝成さまは八幡さまの生まれ変わりですから、怪我なんてしないと思っていたんですぅ。だから、勝成さまが戦場に行くときに武勲を祈っても、無事に帰ってくるようにって祈ったことありませんでした。だから、だから、勝成さまの無事を祈らなかった罰があたったんですぅ」

			「あのな……」

			　なにかひとりで思いつめてしまっている小鹿を、勝成は呆れ顔でみる。

			　律子のほうは、黙々と勝成の治療に専念した。一方、治療が終わるまでひとりで悶々と苦悩していた小鹿はとんでもない結論に達する。

			「そうだ！　わたし友達から聞いたことがあります。おなごは愛しい人を合戦に送り出すときケガなしを祈って、剃毛するんだそうです」

			　勝成は、ずっこけそうになったがどうにか耐えた。おどけて転ぶと傷が痛いからだ。

			「おまえな。そんなのどう考えても迷信だろうが」

			「でも、わたし勝成さまのケガなしを祈って剃毛したいです」

			　涙目になって真摯に懇願してくる小鹿に、勝成は根負けした。

			「わかった。わかった。それでおまえの気が済むのなら剃ってやるよ」

			「はい、よろしくお願いします」

			　律子の手配で洗面道具が用意されると、蒸し手拭いを小鹿の股間において、十分に蒸らした。それから、勝成は剃刀をあてがい、チョリチョリと剃ってやる。

			　小鹿の土手高の恥丘から、薄い恥毛がサラサラと消えていく。

			「はぅ」

			　冷たい刃による局部への愛撫となってしまったか、小鹿は熱い吐息を漏らした。勝成は調子に乗って、指先で淫核などを剥きながらすべての毛を剃り落とす。

			「はぅ、スースーします。でも、わたしこれから勝成さまの無事を祈って、決しておケケを生やしません」

			　赤ん坊のように無毛になってしまった、土手高の恥丘を見下ろして小鹿は照れたように笑う。

			　それを黙って見守っていた律子が、意を決したように口を開いた。

			「あの……勝成さま、わたくしもお願いしていいでしょうか？」

			「なにを!?」

			　驚く勝成に、律子は頬を紅潮させながらもどこまでも澄ました顔で応じた。

			「わたくしの陰毛も一本残らず剃り落として欲しいのです」

			「律子、おまえまでこんな迷信に従うことはないだろう」

			「女はですね。戦場に行く男の無事を祈ることしかできません。たとえ気休めにすぎないとわかっていても証が欲しいのです」

			　死の充満する戦場にいった男を、ただ待つしかない女のつらさを、律子も平気な顔をしながらヒシヒシと感じていたということだろう。

			「ですから、お願いします。わたくしも剃ってくださいませ」

			　いかにも武家の女としての気位を持った知的美人が、羞恥に頬を染めながらも剃毛を懇願しているのだ。

			「もったいねぇな。俺はおまえのこの恥ずかしいまでの剛毛、けっこう好きだったんだけどな」

			　おどけながらも勝成は、その願いを聞き入れた。

			　今度は小鹿が蒸し手拭いを用意して、艶やかな陰毛がみっしりと群棲した女の股間を蒸した。それから再び勝成が剃刀を持って、丁寧に剃り跡もわからぬほどにツルツルにしてやる。

			「ふう、恥ずかしい。でも、わたくしも、これから勝成さまのケガなしを祈って、剃り続けます」

			「好きにしろ」

			　女どもの迷信深さにはついていけねぇ、といいたげに吐き捨てた勝成だが、女たちにそこまで思ってもらうのは悪い気はしない。

			　足を閉じようとした律子の足首を捕まえると、小鹿にも改めて自分のまえで大股開きをさせた。

			　ふたりとも、抱き飽きるほどに犯した女たちだが、陰毛を失ったことでまた新鮮に感じる。

			「くすくす、隠すものがなにもなくなって、おまえらの肉饅頭が隅々まで全部丸見えだ。すげぇ生々しくて、イヤらしいぜ」

			「いや、言わないでくださいぃ」

			「い、意地悪……」

			　小鹿は恥ずかしそうに両手で顔を隠し、律子は頬を染めながら視線をそらす。そのくせ、Ｍ字開脚した股間を決して閉じようとしないあたり、まさに骨の髄まで勝成に捧げてしまった愛奴たちである。

			　勝成は、左手で小鹿の陰唇を、右手では律子の陰唇を弄びながら、両者を比較するようにじっくりと観察し、舌を伸ばしては交互に味わった。

			　女たちのくぐもった嬌声を聞きながら、さてどちらに先に入れてやろうかと思案しているところに、河村重長が陣屋に顔を出した。

			「若、よろしいですか？」

			「キャーッ」

			　女たちの嬌声が一転、金属的な悲鳴に変えるや、両手で必死になって股間を隠す。

			　彼女たちにとって、勝成との情事を家臣に覗かれるなど、日常的な行為であったろうに、陰毛を失ったことで、新たな羞恥心にかられたらしい。

			　そんな女たちのかわいい反応に口元をほころばせながら、勝成は逞しい半身を起こして振りかえった。

			「新八、なんだ。こっちはいま見ての通り、取り込み中だぞ」

			「若はいつも取り込み中でしょう。殿がお呼びです。すぐに陣屋に来いとのこと。家康公が殿の勘気かんきを解いてくれたそうです」

			「しゃねぇな。おまえらすぐ帰ってくるから、股を濡らしたまま待っていろよ」

			　今回も「出陣差し止め謹慎」という自分の命令が、まるっきり無視されたのだ。忠重が面白いわけがない。それなのに、だれもかれもが勝成の活躍を褒め称えにきて、主君の織田信雄や甥の徳川家康まで、親子関係を修復するように骨を折ってくるのではしかたがない。忠重は渋面のまま、勝成を許さねばならなかった。

			※

			　服部軍に混じった勝成は、蟹江城の東から攻めたのだが、忠重率いる水野軍は、蟹江城を南から攻めた。そして、海門寺口の城門まで押し寄せたところで鉄砲の猛射を受け、多くの死傷者を出す。

			　しかし、忠重と清久は味方の死骸を引きのけながら進んだという。

			　のちに首級を持って参上した忠重をみた家康は、「叔父上が良い首を持ってくるのは珍しいことではないが、今日の兜の前立こそ見事である」と称賛したという。

			　なんとこのとき忠重の兜には、四、五本の矢が立っており、うち一本は兜を貫いて頭に刺さっていた。この傷痕はあとあとまで残り、武勇のほどを語り伝えられたという。

			　つまり、大勝利だったとはいえ、武勇で鳴らしている水野家の当主と嫡子が、負傷するほどの激戦だったのだ。

			「そろそろ限界ですな」

			「……たしかに、ここらが潮時かもしれぬ」

			　蟹江城の攻防に勝利した織田信雄と徳川家康だが、これはあくまでも防衛したにすぎない。新たな城を獲得したわけではないのだ。

			　織田信雄の領土は確実に侵食されていったし、羽柴軍の侵攻に直接さらされていない徳川領でさえ、総動員体制のために荒廃をはじめていた。

			　それに対する羽柴軍は、主将の秀吉が大坂城にいて休息している余裕すらあるのだ。

			　ここに秀吉から水面下の和睦提案がくると、信雄、家康ともに検討せざるを得なかった。もちろん、和睦とは名ばかりで、秀吉の織田家簒奪を認め、その臣下に列することを意味する。

			　信雄は、従兄妹の茶々姫を養女として秀吉に人質として出すこと。もちろん、未婚の女子を人質にして差し出すということは、愛玩具として差し出すという意味だ。

			　この茶々姫、例の柴田勝家が敗死したとき、勝家が武士の情けで助けてくれと、城外に送り出した三姉妹の長女である。

			　従妹とはいえ、身寄りもないのでやむなく信雄が引き取っていただけで、情を感じる相手ではないから、愛玩具として差し出してもさして痛痒を感じない。茶々姫は、妹ふたりには、良縁をさせることを条件に、これを承知した。

			　徳川家康は、次男のお義伊ぎい（のちの結城秀康ゆうきひでやす）を人質として差し出す。

			　ただし、家康の後継者は、愛妾で、「近眼の美人」として知られた西郷局の産んだ三男の長松（のちの徳川秀忠）と決まっていた。

			　さらにいえば、この長松は、織田信雄の実娘お小姫おひめと婚約が決まっている。

			　つまり、信雄にしても、家康にしても、殺されてもさして痛痒を感じない人質を差し出すだけで本領安堵。面目の保った形で終戦を迎えられるのなら、この和睦に応じてもいいと考えていた矢先、戦局は再び動いた。

		

	

			第六章　奉公構え

			


			「ようやく佐々が動いたか。蟹江城の勝利が効いたな」

			　織田信雄は歓喜の声をあげた。もちろん、織田・徳川軍の諸将すべてが歓声をあげた。

			　八月二十八日、越中に引きこもっていた佐々成政が、ついには織田信雄の求めに応じて、秀吉麾下の前田利家の預かる、松根砦と朝日山砦に示威行動を行った。ここに北陸版『小牧の役』。佐々成政と前田利家の代理戦争が始まった。

			　佐々成政挙兵の報告を、前田利家から受けた秀吉は、当然の如く人質として預かっていた、成政の長女を殺害した。

			　九月九日、佐々成政は主力を率いて、前田利家の領土能登末森すえもり城を奇襲する。前田利家も呼応して軍を動かし、いわゆる『末森の後ろ巻き』合戦が行われた。地の利を持った前田軍の勝利である。やむなく、成政は末森城の攻略を断念して撤退。

			　しかし、「佐々成政に、前田利家は到底及ばない」とみるのが、一般的な評価であった。それは前田家中にまで浸透していたらしい。そのため鳥越城を守っていた利家の重臣・目賀田又右衛門めがたまたえもんは、佐々の威風に恐れをなして戦わずして城を捨てて逃亡してしまったのだ。これを撤退しながらも隙を窺っていた佐々の武将・久世但馬守くぜたじまのかみが、すかさず奪取する。

			　鳥越城陥落の報に末森城の勝利の夢も冷めた前田利家は、ただちに鳥越城の奪回を命じる。しかし、久世但馬守の巧妙な籠城戦のまえに敗退。激怒した利家は、十月十四日に自ら大軍を持って鳥越城を攻めるが、これも敗退した。

			　鳥越城攻防戦の勝利によって、佐々軍の末森城攻略失敗は帳消しとなり、それどころかお釣りがきたといえる。

			　佐々成政の参戦。そして、この活躍によって、小牧の役の戦局全般が大きく揺らいだ。

			　水面下で行われていた秀吉と信雄・家康の和睦話も立ち消えとなった。

			　佐々の参戦で一息ついた家康は、領内の荒廃に耐えられなかったのだろう。十月十七日、小牧山に榊原康政、清洲に酒井忠次、小幡城に松平家忠いえただ、菅沼定盈すがぬまただみつを置き、一度、小牧山から岡崎に帰った。

			　蟹江城、鳥越城の敗戦によって事態を憂慮していた秀吉は、家康の岡崎帰還との報告を受けると、十月二十八日、反撃にでた。自ら伊勢に出陣して桑名に陣を張ったのだ。これに対して信雄もまた長嶋桑名城に軍を入れて、これを守らせた。

			　水野忠重もまた、信雄とともに桑名に赴く。そのなかには諸将の取り成しによって水野軍に復帰した勝成の姿もある。

			　一大漁港であった桑名という土地は、木曽、長良、揖斐いびの三大河と伊勢湾を結ぶ河口に開けた商業都市である。上流の美濃、飛騨で取れた諸物資は米も材木も、いったん桑名に集められ、ここから大坂などの大消費地に海上輸送された。

			　さらに桑名は東海道最大の宿駅である。関東へ下る旅人は四日市から陸路桑名に入り、ここから尾張の宮（熱田）まで舟便を利用するのが普通で、「七里の渡し」と呼ばれた。

			　当然、船待ちする旅行者のためにおびただしい宿ができ、近隣から一夜の歓楽を提供する女性が集まってくる。故に町はいつも富裕の匂いと猥雑な活気に満ちていたことから、室町の昔から「十楽の津」と呼ばれた。

			　つまり桑名とは、東海道における最大の要衝なのだ。ここを秀吉に奪われたら、信雄の伊勢支配は完全に破綻する。引いてはこの戦役の勝敗を一気に決するだろう生命線であった。

			　そのため信雄は、持てる最大限の兵力を集中させたし、家康も筆頭家老の酒井忠次を派遣したが、今度は救援軍が多すぎて、町中に陣を構えることができないという事態になった。

			　そこで水野軍は陣所を町屋川の端、大福殿寺に構えることにする。

			　忠重が町屋川大福殿寺に陣を置き秀吉軍に対峙したため、秀吉軍は川を渡って桑名城下に入ることができず、秀吉は堤づたいに矢田山に登り、陣を構えた。

			　渡河を試みた羽柴軍を、水野家筆頭家老上田近次が打ち破ったことで、その褒美として、鶴革の羽織と黄金一枚を拝領している。

			　このとき、水野勢が城下に陣を構え、大福殿寺に行かなかったら、秀吉率いる大軍勢は川を渡り城下に殺到し、桑名城は落城していただろうと、みなが評判して、水野家の武名はおおいにあがった。

			　そこで、ささやかな祝宴の席が設けられることになり、桑名にある水野家の陣内には、当主の水野忠重、嫡子の水野勝成、親族衆の水野清久、水野家筆頭家老の上田近次、次席家老の神谷長直、納戸役の富永半兵衛、河村重長、鈴木重親といった面々が顔を揃える。その席で事件は起こった。

			「納戸役の半兵衛から、藤十郎に対する告発があった」

			　上座の床几に腰を下ろした忠重は、真っ赤に紅潮した表情で息子を睨みつけた。

			「ほぉ、告発ですか、いかような」

			　忠重のただならぬ雰囲気に座はざわついたが、勝成は悠然と応じる。

			「半兵衛、説明してやれ」

			　納戸役の富永半兵衛が問題にしたのは、勝成の金と女の問題だった。

			　勝成は叩けばいくらでも埃のでる身だ。代表的な例でいえば、陣屋にぬけぬけと置いている女、小鹿と律子の存在は、立派な軍規違反だ。

			　勝成は女にもてる。強引な手段を使うことがなかったわけではないが、基本的に女のほうから、濡れた股を開いて差し出してしまい、遠慮なくいただくという形だ。

			　女たちは好きな男に抱かれるのだから、たった一度の関係で捨てられても、その甘い一夜の夢に酔えてしごく満足だろう。しかし、娘を傷物にされた両親にとっては、そうはいかない。

			　また、女遊びや武具などを集めるために、勝成が半兵衛を刀で脅して水野家の御用金を流用していたことも取り上げられた。

			「さらには殿の申し付けを無視され蟹江城の戦いに参加し、家康公の賞詞を受けるなど、秩序をないがしろにすること甚だしい」

			　半兵衛の舌はよく回った。しかし、その告発は、いずれも取るに足らないといっていい。なぜこのようなくだらない細細としたことが問題になるのか、勝成にはわけがわからなかった。

			　いうなれば、勝成を非難するための非難である。

			「そうか、てめぇが、父上にあることないこと知らせたってわけだ」

			　勝成は、殺気立った目で半兵衛を睨みつけた。

			「多少のことなら目も瞑りましょうが、若わかの行いは目にあまるものが多すぎます。このままでは家中の士気にもかかわります」

			　勝成の迫力に飲まれながらも、半兵衛は自らの正義を信じて抗弁する。

			　それを聞きながら勝成は、父の激怒の理由を、富永半兵衛の讒言ざんげんが巧みだったからだと信じた。

			　しかし、讒言というものは、それを受けた主人が信じたいと思っていたときに効力を発揮するものだ。だから、有能な臣下とは主君の望みを推察して讒言の言葉を述べる。

			　そんな昏い心理を読みきれるほどに、勝成は大人ではない。

			　勝成は謝罪すべきだったのだろう。一言父親に謝罪すれば、あるいはすべては丸く収まったのかもしれない。しかし、「勝成あら者にて人を物ともせず」と称された男である。汲々として自己弁護に励む玉ではなかった。

			「親子の仲を引き裂こうとする奸物！」

			　一声と同時に鞘走っていた。

			　勝成の斬撃を避けられるものなど滅多にいない。富永半兵衛は忠誠心や誠実さといった道徳心においては勝成にまさる人格者であったろう。しかし一戦士としては遠く及ばなかった。

			　半兵衛の目には、キラッとした銀の残光が見えただろうか。つぎの瞬間、血飛沫が盛大に奔騰した。

			　勝成が、半兵衛を一刀の下に斬っていたのだ。それと理解した瞬間、場の空気は凍りついた。

			「半兵衛っ!?」

			　清久が素早く進み出て、半兵衛の傷をみる。清久と半兵衛は付き合いが古く、友人だったのだ。

			　絶望の表情で清久は首を横にふるう。

			「……半兵衛。お、おのれ藤十郎。増長しおってっ！」

			　長い静寂のあと、ようやく口を開いたのは忠重である。寵臣を目の前で殺された忠重の顔は赤から、青に、さらには白くなった。

			　忠重とて、決して平穏な人生を歩んできた男ではない。当主であった兄が冤罪で処断されたあと、滅亡した水野家を再興しようと必死に働いてきた。そんな苦楽をともにした家臣が、いきなり惨殺されたのだ。

			「斬れ、謀叛人を切り捨てよ」

			　当主の指示に、水野家臣はいっせいに刀に手をかけたが、勝成も凄まじい眼光で周囲を威圧し、血刀を持っている。

			　その場にあるものは、水野家譜代の家臣であり、忠誠心という点では人後に落ちない。忠重が死ねと命じれば、理由も聞かずに自刃するくらいの覚悟のある連中だ。

			　しかし、水野家期待の御曹司を斬れという命令にはさすがに躊躇がある。まして、勝成である。黙って斬られるはずがない。

			「ええい！　何をしている。とっとと謀叛人を切り捨てよ！」

			　勝成に真正面から挑んで勝てるなどと考えているものはだれもいない。

			　清久は歴戦の勇士だが、匹夫としては盛りをすぎている。若手の河村重長は、勝成贔屓で動けない。

			　強いて殺すとなると、だれかが囮になって斬り殺されているところを、後ろから強引に突き殺すしかないだろう。

			　同僚たちから暗黙の懇願を乗せた視線を一身に受けた水野家筆頭家老の上田近次が進み出た。

			「殿、しばし、しばしお待ちを」

			「なんだ！」

			　殺気立つ主君に、近次はひれ伏す。

			「今一度のご寛恕かんじょをたまりたい。勝成さまは殿の御嫡子ではありませんか」

			「跡取りのことなら心配いらぬ。子供ならまだいくらでもいるわ」

			「いや、それはそうではありますが……」

			　直重は言葉に詰まった。主君が勝成を廃して、次男の忠胤を後継者としたい、という意向をなんとはなしに感じていたからだ。

			　勝成の謹慎を解くように説得した家康は、忠重に昔話をしたものである。

			「昔、三河一向一揆のおり、叔父上は三河鷲塚に蟄居ちっきょしていたのに、わしの危急を聞いて駆けつけてくれた。わしは此こ度たびの勝成の働きをみて、あのときの叔父上を思い出したぞ」

			　三河一向一揆のあった永禄七年（１５６４）三月十五日に、勝成は生まれた。母親の妙舜尼は、一向一揆の大元・本願寺顕如の妹である。信元との仲違いの原因は、この妙舜尼であったのだろう。忠重と妙舜尼は大恋愛の末に結ばれ、勝成を儲けたのだ。

			　忠重は、妻の実家に義理たてして、一揆軍に加わることもできたが、甥の家康に味方した。結果論として、忠重の選択は正しく、だからこそ今日があるのだし、妙舜尼も一向宗を捨てた。

			　それでも疑惑の目を向けられるのは当然で、それを払拭するためにも忠重は必死に働いたのだ。

			　忠重が、勝成に抱いている感情を一言でいえば、近親憎悪というのだろう。あるいは勝成が、自分と同じ程度の技量か、縮小再生産のような息子であったなら、忠重はこれほどまでに憎悪せず、逆にかわいく思ったに違いない。

			　たとえば、次男の水野忠胤がそれである。剽悍であるが、勝成ほどに化け物じみた強さではなく、自分の経験と常識から判断できる存在であるからかわいい。

			　自分の下知にはいっさい従わず、好き勝手やりながら、その武勇を喝采されている息子が疎うとましいのだ。

			　忠重は、まだまだ現役である。老いを感じたことはない。しかし、主君の信雄も、家康も、家臣一同も、自分に隠居して、勝成に家督を譲れと、無言で圧力を与えてきている気がするのだ。

			「なにとぞ、ご再考を」

			　主君の気も知らず、河村重長は這いつくばって懇願した。

			「水野家のためでござる。若ほどの武士はこの世にふたりとごさらん」

			　重長に続いて、主君の心のうちが読みきれていない家臣一同が、その場にて次々と土下座をして忠重に再考を請うた。

			　否、清久は違う。この水野家の長老は、半兵衛の遺体を抱いたまま一言も発さない。

			　同じ水野家臣といっても、大きな経歴の違いがある。忠重とともに、信元のもとを出て徳川家臣をしていた水野清久、富永半兵衛たちは、いわば忠重側近派だ。対して信元が暗殺されるまで水野家の家臣であり、その後も地元にとどまっていた上田近次、神谷長直たちは、いわば水野譜代派だ。

			　この二大派閥は、対立していたわけではない。しかし、富永半兵衛が勝成に殺された事件に対する感情では、大きな差がでた。

			　ともかくも大勢の家臣たちの声を聞いて、忠重はしぶしぶながら妥協の声を出す。

			「むー……、おまえたちがそうまでいうのなら、しかたがない。許しがたいところだが、死一等は免じて、廃嫡、いや……勘当だ。どこにでもいってしまえ！」

			「おぉ、上等だ。田舎大名の嫡子の座なんて惜しくはねぇや。俺ぐらいの腕があればいくらだってのし上がっていけるぜ」

			　売り言葉に買い言葉である。大勢の家臣たちの努力をふいにすることを、勝成は平然と言ってのける。

			「ふざけるなっ、おまえなど武家奉公構えにしてくれる！」

			「殿、それはあまりにも」

			　上田近次は顔色を変えて思いととどまらせようとしたが、勝成は平気な顔である。

			「ああいいぜ、武家奉公構えでもなんでもしてもらおうじゃねぇか！　せいせいするわ！」

			　血刀を肩に担いだ勝成は悠然と陣屋をでていこうとしたが、出かけに振りかえり父親の顔をみると「ふんっ」と鼻で笑った。

			　このときの勝成が、武家奉公構えの意味を甘く考えていたことは否定できない。

			「しばらく、しばらくお持ちください」

			　そのまま愛馬「小鳥しろごま」に跨って出ていこうとする勝成の轡を、駆け寄ってきた河村重長が必死に止めた。

			「若、短気はなりません。いま上田どのが必死に殿を説得しておりますから、いましばらくご辛抱ください。殿は若のことがかわいいのです。自慢の息子なのです。かわいさあまって憎さ百倍というものでして、若が一言、殿に謝れば八方丸くおさまります」

			「やだね。だれがあんなケツの穴の小さい親父に頭を下げるものかよ。離せ。武家奉公構えってのは、つまり水野家を敵としたってことだろ。こんなところにグズグズして、水野家の家臣に寄って集って斬り殺されるのはまっぴらだぜ」

			「なにを情けないことをおっしゃられる。この水野家に、若に刃を向けようなどという不届き者、命知らずはひとりもおりません」

			　涙ぐみながら手綱にしがみついている重長を、勝成は蹴り飛ばした。

			「新八、いいかげんしつこいぞ。離せッ」

			　勝成は、桑名の水野軍の陣屋を飛び出した。

			※

			「よお」

			　長嶋にいた総大将の織田信雄の陣屋に飛び込んだ勝成は、門戸近くにいた若武者に気楽に声をかけた。

			「これは勝成どの、羽柴軍になんぞ動きがありましたか？」

			　このいかにも女にもてそうな容姿をした美丈夫の名を大野弥一郎治長おおのやいちろうはるながという。同じ織田信雄の配下であったから、お互い顔見知りである。

			　信雄が保護するお市の方の娘たち、いわゆる浅井三姉妹の長女茶々姫の乳姉弟で、柴田勝家が滅亡したのち、茶々姫とともに織田信雄の配下に流れてきたという特異な経歴の持ち主だ。なかなか気性が激しく、槍を練達に使うとして知られている。年齢は正確には不明だが、十八歳の茶々姫とそうは変わらないだろう。

			　武辺一辺倒にみえる勝成だが、大名の嫡子として、一通りの芸能に通じる。この弥一郎もまた茶の湯に詳しい。そんなわけで付き合いは短いが、槍と芸能という共通の特技を持つ同世代として、なんとなく意識していた。

			「いや、たったいま親父と義絶してきた。この水野勝成、織田信雄さまの陣の末席にお加えいただきたい」

			　勝成の口上に驚いた治長は、上司の土方雄久ひじかたかつひさを通じてただちに主君に取り次いでくれた。

			　ちなみに土方雄久とは、小牧の役の始まりとなった三家老暗殺のときの刺客を務めた人物だ。娘が信長の側室になり、織田信貞のぶさだを出産。信雄からは滝川一益の旧領のうち七千石を与えられている。また、前田利家の正室まつの甥でもあった。

			　治まったかに思えた水野家の騒動が、今度は決定的な決裂という形になったと知って、信雄は驚いた。

			「また親子喧嘩か、あの親子はこの大変なときにまったく……」

			　行動力はあるのだが軽薄だといわれる信雄は、織田有楽斎うらくさい、土方雄久ひじかたかつひさ、佐久間正勝、兼松正吉かねまつまさよし、村瀬重治むらせしげはるといった幹部を集めて協議をしていた。

			　勝成の武勇は惜しい。ほとぼりが冷めるまで預かって奉公させ親子の宥和を図る。どうしてもだめなら織田家臣として別家を立てさせてもいいだろう。

			　勝成が信雄に奉公を申し出たことは、瞬く間に広がった。そして、忠重の書状を持った鈴木与八郎重親が、信雄の陣屋に馬を馳せて駆け込んできた。

			「倅を召しだされるのであれば自分はただちにこの地より軍を引き揚げて、刈谷に帰る」

			　と口上とともに、御構状が届いたのである。

			　御構状に名を出された武士を「武者構」という。「武者構」された者を召し抱えたならば、貴殿との仲はこれで終わりである。一戦するのも辞さないという宣言だ。

			「息子相手にここまでするというのは、いったい何があった？」

			　驚く信雄に、与八郎が苦い顔で説明する。

			「それが太郎作さままで、ご立腹でして……」

			　水野太郎作清久は、忠重が徳川家に仕えていたときからの腹心として有名な人物だ。当主だけではなく、ナンバーツーまで激怒しているとあっては、水野家の意志を翻すのは容易ではない。

			「そうか……。困ったな」

			　比類ない勇者・水野勝成を抱えるか、水野家十三万石を敵に回すか、という選択である。外には羽柴秀吉という強大な敵を抱えている状態で、反旗を翻した水野家が秀吉と結ぶは自明のこと。すでに秀吉から三河遠州を与えるという内諾が来ていることはだれもが知っている。

			　なによりも問題なのは、水野氏の居城刈谷城は三河にあるということだ。

			　現在、秀吉によって伊勢の城を着々と落とされているが、三河に敵城ができるのとでは戦略的な重みがまったく違う。

			　かつて羽柴軍が別働隊によって企図した、三河国への中入り作戦。これが形を変えて、より完璧に成功したことになるのだ。

			　いま水野家に背かれるのは、織田・徳川連合軍にとって、即刻滅亡を意味するほどに大きな意味を持つ。

			「申し訳ないが……」

			「あぁ、いいぜ。でてってやらぁ」

			　信雄からの返答を聞いた勝成は、見送りにきた大野治長に「じゃあな」と軽く手を振ると、躊躇なく織田の陣屋を飛び出した。そして、小牧山の家康の陣屋に参上する。

			　今度は、本多正信ほんだまさのぶ、高木広正たかぎひろまさに頼んで家康の陣中にはいることを依頼した。

			「なんとも厄介なことになったな」

			　家康のもとには、まだ忠重の御構状が届いていなかったが、いずれ信雄に出されたのと同じものが届くのは時間の問題である。

			　武家奉公構えとなると、さすがの家康も庇いきれない。これを無視すると、武士社会の規律を無視したことになり、家康は武家の当主として統率が取れなくなるからだ。

			　家康にとって、勝成は従兄弟、忠重は叔父という以上の思い入れがある。

			　忠重は、三河一向一揆以来、家康に献身的に協力してくれている恩人だ。三方ヶ原の敗戦のおりには、家康の鎧兜をきて影武者となり、囮をしてくれたほどである。

			　勝成は天正壬午の役で織田軍から唯一援軍に来てくれた将であり、黒駒の戦いで奇跡の勝利をもたらしてくれた。あの勝利がなければ、甲斐、信濃を北条に取られていた可能性は高い。そうなっていれば現在、ギリギリで戦っている小牧の役を戦い抜く地力はなかったであろう。

			　なんとかしてやりたいがどうにもならない。

			「いずれ時期を見て、叔父上に断りをいっておまえが家に帰れるように話をしてやる。以後、叔父上に対しては、おまえの消息は知らないと隠しておくから、叔父上の目の届かぬところに隠れていてくれ」

			　家康は信雄とも相談して、清州にある須加口の寺に、勝成を引きこもらせる。

			　しかし、忠重の追及は執拗だった。勝成が家康の陣に入ったことは多くの目撃証言があるのだから、知らぬ存ぜぬでしらばっくれようとした家康も、そうそう誤魔化しきれなくなって音をあげる。

			　やがて家康は、ひそかに勝成をかくまった寺を訪れて謝罪した。

			「しかたありません。これ以上、徳川のおっちゃんに迷惑をかけるわけにもいかないだろ。俺がでていきますよ」

			　あっさり言った二十二歳年下の従兄弟の顔を、絶句した表情でしばし見つめた家康は、やがて頭を下げた。

			「すまん。いずれ叔父上の勘気は解いてやるから、そのときは帰ってこいよ。大名にしてやるぞ」

			「期待しないで待っています」

			　そのまま出ていこうとする勝成を、家康が呼び止めた。

			「待て、餞別だ。持っていけ」

			　家康は、持参していた五十両もの大金を差し出した。

			「じゃ、遠慮なく」

			　勝成は、その金子を鷲掴みにあっさり受け取ると懐にいれた。

			　坊ちゃん育ちの勝成には、五十両という金額の意味をいまいちよくわかっていない。

			　五十両を現在の金銭で考えると、五百万円以上の金額となる。ケチとして知られた家康にしては、随分と奮発したものである。特に秀吉という大敵との戦の最中であり、領内はとめどなく荒廃しているという状況では、一銭でも惜しかったはずである。それを二十一歳で出奔しようという若僧にくれてやったのだ。

			　家康が、いかに勝成のことを惜しく思っていたかの現われといえるだろう。

			　なんら未練も気負いなく、寺を出ていく勝成の後ろ姿を、家康は憧憬とも羨望とも情愛ともいえる目でいつまでも見送っていた。

			※

			「勝成さま」

			　寺を出た勝成を、旅装束に身を包んだ小鹿と律子が待っていた。

			　大きな目に涙をいっぱいに浮かべて抱きついてきた小鹿を、勝成は受けとめる。

			「おっちゃんの手配か。あの人もまめだからな」

			　小鹿の頭をよしよしと撫でつつ、勝成は澄ました顔をしてたたずんでいる律子に向かってそっけなく肩を竦すくめた。

			「俺はこれから根無し草になるんだぞ。おまえらには暇を取らすから、適当なやつを見繕って結婚でもなんでもすればいいじゃないか」

			　感動の再会のはずが冷淡に扱われて、小鹿は涙目いっぱいで訴える。

			「えー、ダメですぅ。小鹿は勝成さまの女でございます。他の男なんか愛せません。苦労なんて厭いませんから、どこまでも連れていってください」

			「右に同じでございます。いままで散々弄んでおいて、邪魔になったから捨てるではあまりにも無責任というものでございましょう」

			　小鹿は胸にしがみついて、律子は顔を寄せて、必死の形相で訴える。ふたりともそれなりの人生設計があったのに、勝成に無理やり狂わされてしまった女たちなのだ。

			　その自覚はさすがにあった勝成は、気圧されながら説得方法を変える。

			「なら、実家になりなんなりに帰って待っていろよ。俺が一国一城の主になったら呼び寄せてやるからさ。この世の中に俺ほどの器量の男がいると思うか？　あっという間に刈谷城程度の城主になってみせるさ」

			　勝成が胸を張ると、惚れた欲目というやつだろう、彼女たちの剣幕も大人しくなる。

			「うみぅ……勝成さまが待っていろとおっしゃられるならわたし何年でも、何十年でも待ちますけど、勝成さまに一人旅なんか無理ですよ」

			「たしかに。わたしたちが背中を流してさしあげないと風呂にも満足に入れない御仁ですからね」

			　不満そうに呟く小鹿に、澄ました顔の律子が同意する。

			「おまえらな。知らない人が聞いたら誤解するようなことをいうなよ」

			「あら、事実でございましょ」

			　憮然とする勝成に、律子は身も蓋もないしれっとした顔で応じ、小鹿まで積極的に同意する。

			「勝成さまがお出来になるのは、人を殺すことと、女を犯すことだけですぅ」

			「ええ、そのふたつに関しては天稟がございます。それはわたくしたちがいくらでも証人になってさしあげます。しかし、それ以外の雑事はまったくお出来にならない御仁ですから、心配で心配で」

			　言われたい放題である。

			「いってろ」

			　憮然とした顔で「小鳥しろごま」に跨った勝成は、女たちの足では遅くてしかたがないと憎まれ口を叩きながら、小鹿を鞍のまえに、律子を鞍の後ろに乗せた。

			　男女三人も一度に乗せられることになった馬は迷惑だろうが、勝成とともに戦場を駆けてきた軍馬である。危なげない足取りで歩きはじめた。

			　勝成の腰を抱きしめる律子が質問する。

			「で、勝成さまはどちらに行こうとお考えなのですか？」

			「さて、どこへ行こうか？」

			　織田信雄、徳川家康連合軍の築いた要塞群から威勢良く飛び出した勝成だが、特に行く当てがあるわけではない。

			「今回の騒動でわかったことだが、武家奉公構えをされている以上、水野家と縁のある家には仕官できないということだ。織田信雄、徳川家康がダメだった以上、それらと同盟している関東の北条にも仕官できないだろう。なら、選択肢はひとつしかないな。水野家と敵対している陣営。つまり羽柴秀吉だな」

			　羽柴秀吉。いままで敵の親玉として、勝成は多くの郎党を殺されたし、逆に散々に殺してきた。おそらく織田・徳川軍にいる勇士で、もっとも多数の羽柴軍の兵士を直接屠ほふったのは勝成に違いない。それなのに抜け抜けと仕官しにいこうというのだ。なかなか痛快で面白い。

			　これは戦国武士ならではの感覚であろう。「昨日の敵は、今日の友」というのは戦国の世の習いなのだ。

			「それしかありませんわね」

			「はい、どこまでもお供します♪」

			　勝成の背中に顔を寄せた律子は静かに、勝成の胸に抱かれた小鹿が元気いっぱいに応じる。

			　三人を乗せた馬はゆっくりと街道を歩み、空からはチラチラと小雪が舞い下りてきていた。

			※

			「ちょっと崇福寺そうふくじに寄っていこう」

			　この時代、旅篭などはあまり整備されていない。あるのはせいぜい木賃宿であるから、旅人は民家や寺に多少の謝礼をして一夜の宿を借りるほうが便利であった。しかし、勝成はそんな真似はしない。

			　現在の尾張から美濃、京都への道筋はつい先日まで織田信長の領土だった。勝成は水野家の御曹司として、織田家中の人々と交流してきたから顔が利く。各城主のところにいって泊めてくれといえば、勝成の勇名が隠れもないこともあって、食客としていくらでも泊めてくれた。

			　女ふたりを従えての珍道中を繰り広げていた勝成が、美濃国の岐阜城下にかかったところで不意に提案する。

			「崇福寺ですか？」

			　小鹿は首を傾げたが、律子はすぐに得心した。

			「織田信長父子の位牌が安置されている寺ですね」

			　信長の数いる寵姫のなかでも、晩年のお気に入りであったお鍋の方が、本能寺の変ののち、安土城から岐阜城に逃れて手配したものである。

			　もっとも信長は、最愛の人吉乃には特別な思い入れがあったらしいが、それ以外の女性は性処理の道具として扱ったフシが多分にある。信長が生涯に産ませた子女は、確認できるだけで二十七人という膨大な数にのぼるが、寵姫たちにまっとうな権利を与えなかった。

			　それゆえに、隠居の信長、当主の信忠というふたりが同時に亡くなったあと、織田家中をまとめられる人物がおらず、一瞬にして没落した原因ともいわれている。もし、仮にお鍋の方が、信長の正式な正室として遇されていたなら、織田家の跡目は彼女の発言力がものをいい、羽柴秀吉の僭上せんじょうを許す、今日のような事態にはならなかっただろう。

			「……ここが信長公の墓ね」

			　勝成は皮肉っぽく笑みを口元に浮かべた。

			　遺骨などあるはずもないが、墓の形式は整えられていて、織田家臣たちの弔問のあとが多く見られる。しかし、そのほとんどは現在、秀吉の織田家簒奪に協力しているものたちの名だ。

			　それでも勝成は、殊勝な態度で墓前に手を合わせた。

			　生前の信長にそれほど私淑していたわけではないが、水野家は織田家臣である。はじめての功名をあげたときに、信長の手ずから感状と名刀をもらった記憶は鮮明にあり、さすがに粛然とした気持ちになる。

			「まぁ、勝成なの」

			　弔問を終えた勝成が寺を出ようとしたとき、尼装束に身を包んだしっとりとした美女に呼び止められた。

			　勝成の目が驚愕に見開かれる。やがておそるおそる口を開く。

			「……五徳姫さまですか？」

			「はい、いまは剃髪して見星院けんせいいんと名乗っていますけどね」

			　その肌の滑らかさや典雅な顔立ちは透明感があって、その優美な容姿には世帯じみたところが露ほどもない。新雪を照らす月の光のような美しさである。

			　二十六歳の女盛りだ。いくら悟った顔をして袈裟を着ていても、いまが盛りと熟れた女体から溢れ出る色気は隠しきれない。それどころか、秘すれば花という言葉通り、なまじ隠そうとする努力が感じられるぶん、零れる色気は強烈で、彼女が二児を生んだ母親であるといわれれば驚くものも多かろう。

			「お久しぶりです。五徳姫さま。いや、見星院さま」

			「さぁ、おあがりになって、旅の疲れを癒してくださいな」

			　あの強烈な初体験を思い出して身を硬くする勝成に、見星院は一夜の宿と心尽くしのもてなしをしてくれた。

			　同母兄の織田信雄が援助をしているので、暮らしむきに不自由はしていないらしい。侍女のお亀と茶女、そして、信長手つき女を妻にした埴原加賀守植安が身辺を守っている。

			　寺の食事というと精進料理を思い浮かべるが、戦国時代の寺社では、朝から酒を飲んで高笑いしていた尼僧がいたという記録もあるほどで、いたって自由な空間だ。

			「そうお父上と喧嘩なさったのですか。まったく困ったやんちゃ坊主ね」

			　勝成と小鹿と律子という珍客を迎えて、久しぶりににぎやかに晩餐となった見星院はおおいに喜んだ。

			「戦のほうはどうやら近いうちに和睦という形で決着がつきそうだから、そうなったらわたしには清洲城に移るよう、兄上から言われていたのです。すれ違いにならなくてよかった」

			　何気ない世間話をしながら、艶っぽく微笑する見星院の目は、昔、自分が筆下ろしした純情な紅顔の美少年が、五年の歳月をかけて筋骨逞しい美青年へと成長していたさまを観察していた。

			　見星院の脳裏に浮かんでしまうのは、どうしてもあの夜の思い出である。

			　もう勝成にはかつての初々しさの面影はない。若くして猛将と呼ばれるようになった男は、いったいどんなすごい情事をするようになったのだろうか。戦でも女でも赫赫たる武勲をあげて自信がついたのだろう。側にいるだけで女が濡れてしまいそうな匂い立つ牡である。

			　下女をふたりも連れ歩いているということはよっぽど精力絶倫なのだ。昔もすごかったが、いまはもっとすごいことになっているに違いない。

			　勝成に甲斐甲斐しく使えている女たちの顔をみればわかる。あれは日々の情事で満足している女の顔だ。

			「ん？　いかがしました」

			「いえ、なんでもないわ」

			　勝成に顔を覗き込まれた見星院は、慌てて目をそらす。

			　頬が紅潮しているのが自分でもわかった。

			　出家して肉欲は捨てたつもりでも、男の美しさと逞しさに憧れるのは女の本能である。

			　思わず、勝成が、小鹿と律子を組み敷いて犯しているさまを想像してしまい、いつしか女が自分へと入れ代わってしまっていたのだ。

			（何を考えているのかしらわたくしったら。夫と姑を不幸にした罰を受けるために、生涯を御仏に仕える決意をしたというのに……あの夜のことは、俗世と縁を切るための儀式だったのだ。二度は求めてはならない）

			　見星院は自らを戒めるが、女盛りの肉体を持って、禁欲生活を五年間も続けている身には勝成の放つ強烈なまでの牡の気配は、砂漠をさまよったあげくに出会ったオアシスに等しい。しかし、口をつけて水を飲むことは決して許されないのだ。

			「蒲団の用意をさせますわね。今夜は楽しかったわ、ゆっくりしていってね」

			　見星院は気分を変えようと立ち上がった。その実勝成と同じ部屋にいて同じ空気を吸っていては、切なさに気が触れそうだから逃げ出そうとしたのである。

			「見星院さま、お待ちください」

			　不意に小鹿が呼びかけた。

			「なにかしら？　必要なものがあったらなんでもいってね。勝成はわたくしの弟のようなものだから、わたくしはあなたたちを義妹のように扱うわ。だから好きなだけ滞在してもいいのよ。欲しいものがあったらなんでもいってね……えっ！」

			　逃げ出したい気持ちを押さえて立ち止まり、精一杯優しいおねえさんの顔をしようとする見星院の背後から律子が抱きつき、袈裟越しに両の乳房を捉えた。

			「な、なんの冗談ですか、律子さん」

			　動揺して怒ってみせる尼さまに向かって、怜悧なる武家の娘は訴える。

			「五徳姫さまは、勝成さまの筆下ろしをなさったそうではありませんか。そのまま立ち去るなんてあまりにも水臭いですよ。見星院さまがわたくしのことを義妹のように思うといってくださいますなら、わたくしも見星院さまをおねえさまと慕わせていただきますわ」

			　驚き慌てた見星院は、振り解こうにもしょせんはお姫さまである。女ながらに主君・松姫を守るために武芸を習っていた律子にかなうはずもなかった。

			　それに律子の行動に私怨がないとはいえない。武田家中の者にとって、織田家中は宿敵である。決して同じ天を仰げない。その織田も現在のように落ちぶれてしまっては、恨みは空回りしてしまうが、思いっきり辱めてやるぐらいは許されるだろう。

			「ごめんなさい見星院さま。でも、その若さで枯れるなんてもったいなさすぎですぅ」

			　小鹿もまた、見星院の体に取りつくと、その唇を奪った。

			　愛らしい容貌からはとても想像できない練達な舌捌きによって、見星院の口内は蹂躙され、唾液が交換される。

			　重なる唇の端から唾液が溢れて、見星院の華奢な顎や喉元を濡らし、やがてその跡をたどるように小鹿の唇が降りていく。

			　袈裟の胸元が開かれ、蕩けるような美乳があらわとなった。その桜色の乳首に小鹿は舌を這わせる。

			「あっ、あなたたちなにを！　なにをやめなさい！」

			　いくら不幸な女を気取っていても、女盛りの肉体は正直である。まして、小鹿と律子は、勝成によって調教されきった女たちだ。女の責め方もよく心得ている。

			「おっぱい、大きくて柔らかいですぅ」

			　極上の絹にまさる肌触りに酔いしれた小鹿は、高貴なる姫君の両の乳房を弄び、乳首を交互にチュウチュウと吸う。

			「うふふ、見星院おねえさまって耳が弱いんですね♪」

			　淫靡に囁く律子は舌を伸ばして、見星院の右耳のなかを舐めまわしつつ、両手を下腹部に滑らせていく。

			「や、やめて、あぁぁぁぁ」

			　ふたりの小娘たちに前後を挟まれ、徹底的になぶり者にされた見星院は体から骨が抜けたように崩れ落ちた。

			　不覚にも気をやってしまったのだろう。しかし、それで解放されるわけではない。今度は手早く袈裟を脱がされてしまった。

			　尼の頭巾だけとなってしまった見星院の裸体は、同性である律子や小鹿がみても、はっとするほどに美しい。

			　律子も小鹿もだれもが認める美少女である。しかし、見星院と比べるとしょせん小娘の体にすぎなかったのだとわかってしまう。ふたりは若さに頼っているのであって、まだまだ女としての成熟度が足りない。たいして見星院は、ほどよく脂が乗った、まさにいまが熟れごろといった完璧な牝の体であった。

			　大人の体への嫉妬と羨望から少女たちの責めはより過激なものになる。女の天敵は女というが、見星院を辱める彼女たちの手管に容赦という文字はなかった。

			　もう抵抗する力が抜けてしまっている見星院の両の乳首を同時に吸ってみたり、前からは陰核を、後ろから肛門を舐めてみたりする。

			「見星院さま、こんなに濡れているのに女を捨てたとおっしゃられるのですか？」

			「やせ我慢は体によくありませんよ。もっともっと乱れてしまってください」

			　見星院の陰唇の右から小鹿の指が、左から律子の指がかかるとグイッと剥かれてしまった。

			「すごい、広がる。さすがに赤ちゃんを産んだことのある人は違います」

			「うふふ、イヤらしいお饅頭ですこと。奥の奥まで濡れているじゃありませんか？」

			　そんな痴態をさらされている見星院のまえに、ふいに影がさした。

			「……勝成!?」

			　五徳はいまさらながら勝成がいたことを思い出した。そうだ彼女たちの意思だけで見星院を辱めるはずかないのだ。勝成に命じられたに違いない。

			　五年間守ってきた貞操が奪われるときがきたのだ。しかし、覚悟を決めた背徳感と、肉欲の期待は裏切られた。

			　勝成は逸物でなく、掌を上に向けて中指を一本差し出す。それが濡れそぼり蠢動している女性器にゆっくりと突き立てられていった。

			「はぅ」

			　見星院の喉が引きつる。

			　勝成の指は、ざらざらした膣壁のまえを撫でていき、ツルとした壁になる境目を指腹で何度か往復した。そして、コリッとした膨らみを見つける。

			「あぁ、な、なに、なにこれ、ダメ、ダメ、ダメよー！」

			　欲求不満の未亡人は、そこを責められたのははじめてだった。

			　青白く輝く月を思わせた美しい肌が、夕陽を浴びたかのように紅潮する。

			　いままで味わったことのない快感とともに、女としての途方もない決壊が起ころうとしていることを本能的に悟ったのだろう。五徳はイヤイヤと首を振って逃れようとしたが、右手と右足を小鹿に、左手と左足を律子に抱えられている状態ではなにもできなかった。

			　勝成は、かまわずそこを集中的に責めてやる。

			　小鹿も、律子も勝成がなにをしようとしているか知っているから、その瞬間を見逃すまいと注視していた。

			「あっ、ダメ、ほんとにダメ、漏れちゃう、あー、で、でるー……」

			　切迫した悲鳴をあげた見星院は、勝成に指一本で弄ばれている女壺のまえの小さな穴から、ビュッビュッビュッと間欠的に潮を噴き出した。

			　飛沫が勝成の顔にかかり、小鹿や律子の顔にも届く。

			「はぁ、はぁ、はぁ……」

			　自分では制御できない強制的な潮吹き絶頂とは、女にとって凄まじい快感であると同時に、物凄い羞恥をもたらす。そして、どうしようもない淫らな気持ちにしてしまうものらしい。

			　まして、見星院の場合、自分が初穂をいただき、大人にしてやった少年に、今度は逆に自分の知らなかった快感を与えられてしまったのだ。

			「いかがでした、見星院さま。潮噴きは気持ちよかったですか？」

			「は、恥ずかしい……粗相をしてしまうなんて……」

			　戒めから解放してもらった見星院は、両手で顔を覆って、シクシクと泣きはじめてしまった。恥知らずの小娘ではない。出産経験もあり、恥を知っている教養豊かな女性だけに、自分の失禁という事態がよほど衝撃的だったらしい。
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			「見星院さま、泣いている暇なんてありません。本番はこれからですよ」

			　勝成は衣服を脱ぎ捨てた。

			　なかからは、無駄な贅肉のまったくない、鍛え抜かれた筋肉によって紡ぎあげられた男の肉体美が現れた。股間から突き出された肉棒も、五年前に五徳に童貞を捧げたあと、幾多の女の蜜壺に浸かったことを物語るのように黒々と淫水焼けしている。

			　ゴツゴツとした見るからに武骨な肉の剛直。その先端のひとつ目からは先走りの汁が浮き出ているさまを五徳は呆然と見つめてしまった。

			　その左右で、小鹿と律子も着物を脱いだ。若い娘の裸体に何気なく視線を向けた見星院はさらに驚く。

			「あ、あなたたち、それは……」

			　彼女たちの割れ目がはっきりと確認できたのだ。陰毛の一本も生えてない。

			　乳房や腰は大きく成熟した女の恥丘が、幼女のようにツルツルというのは、やはり奇妙である。

			　パイパンの女など滅多にいるはずがなく、それがふたりも同時にいるなど普通に考えればあり得ない。剃毛していることは明らかだった。

			「これは、勝成さまのケガなしを祈った願掛けですの」

			「それにこの体が、勝成さまの所有物だという証でもあります」

			　見星院の驚愕を察した小鹿と律子は、恥ずかしそうに頬を染めながらも、どこか誇らしげな響きがある声で説明した。

			　彼女たちが骨の髄まで勝成に惚れ抜いた愛奴であることを知った瞬間、見星院の脳裏は赫かっと燃え上がった。

			「ああ、勝成、なんて酷い男に育ったのかしら。女をそこまで惚れさせるだなんて……ああ、わたくしも欲しい。ちょうだい、あぁ、欲しいの、勝成のおちんぽさま♪」

			　野太い逸物を鼻先にみて淫らな牝犬となった見星院は、恥も外聞も捨てて嘆願していた。

			「欲しかったら、四つん這いになって尻を突き出してください」

			　命じられるままに見星院は四つ足をついて、まろやかな美尻を掲げた。

			　肩甲骨の窪み、うっすらと脂肪が乗った背筋の起伏、搾られた腰、まろやかな尻肉の谷間など、どこをとっても完璧な女体である。

			　初穂を刈られたとき、すごい経験豊富な大人のおねえさんに感じられたが、いまにして思えば、むしろ、精一杯背伸びをしていたのだとわかる。

			「勝成さま、わたしたちも欲しいです」

			　見星院の浅ましい姿に触発された小鹿らが懇願してきたので、勝成は彼女らにも四つん這いになって並ぶことを命じた。

			　見星院の右手に小鹿、左手に律子と、裸になった女が三人並んで、勝成に尻を突き出す。

			　期せずして、大名の娘、武家の娘、町人の娘の肉饅頭が三つならんで開陳されたことになったわけだが、別にたいした違いがあるわけではない。いずれも濡れそぼり、男が欲しくてヒクヒクとしている牝犬の生殖器にすぎなかった。

			「さて、どいつから入れてやるかな」

			　猛り狂っている肉棒の亀頭部が、三つの女唇を焦らすようになぞっていった。

			「勝成、わたくしに」

			「わたくしにちょうだい」

			「わたしも欲しいですぅ」

			　三人の女は、恥じらいもなく、男を求めてそれぞれ淫ら腰を振るう。

			　浅ましい光景だが、これに応えねば男が廃る。

			　舌なめずりをした勝成は、まず見星院の濡れそぼり、ぱっくり割れた陰唇に凶悪なまでに猛った牡の肉槍をそえて、ズブリッと貫いた。

			「あぁああ……」

			　じつに五年ぶりに味わう男の味である。背筋をそらした見星院は押さえきれない喜悦の声をあげた。

			　しかし、勝成はその熟れきった女の襞肉を堪能すると、たいしてえぐることもなく、すぐに引き抜く。ほかの女の膣洞に入れられたのだ。

			　失望の声を漏らした見星院は、切なさのあまり、淫らに尻を振って悶えてしまった。

			「か、勝成、早く、わたくしのなかにおちんぽさまを」

			「はいはい。順番ですから、少し待ってくださいね」

			　すっかり牝として目覚めてしまった見星院の痴態に苦笑しながらも、小鹿と律子の蜜壺をえぐったあとで、再び入れてやった。

			「ああ、気持ちいい。勝成のおちんぽさま、気持ちいいの♪」

			　久しぶりの男の味に正体を無くしてしまっている見星院のなかを存分に掻き混ぜてから引き抜き、その濡れそぼっている逸物を小鹿に入れて存分にえぐりまわす。小鹿から引き抜いた逸物を、律子の膣に突き入れて、子宮口まで突き上げてやる。律子が終われば再び見星院。見星院が終われば小鹿と思いきや、意表をついて律子に入れる。

			　ときには深く、ときには浅く、ときには激しく、ときには優しく、えぐるように、掻き混ぜるように、突き殺すように……勝成の逸物は三人の膣洞を存分に楽しんだ。

			　逸物を入れていない女を、勝成は指で責めてやっているが、その指戯がどんなに巧みでも、女はやっぱり男根で貫かれたい生き物らしかった。

			　ついに見星院はすすり泣きだしてしまう。

			「か、かつ……勝成っ、最後まで、あぁ！　お願い、もう抜かないで、最後までして、わたくしの中でイかせてちょうだい！　子種が欲しいの♪」

			　高まってきて、そろそろ絶頂が見えたというところで、野太い逸物が他の女の穴にいってしまう。それでいて冷めるまえに再び入れられる。そんな生殺しに熟れた肉体は耐えられなかったらしい。

			「仕方ないですね」

			　高貴なる女性のおねだりに、勝成は応えてやることにした。

			　小鹿と律子には、代わりに肛門と膣口に、親指と人差し指を押し入れて、間の内壁を揉んでやる。

			「はうっ！」

			「ひっー！」

			「あっ！　あっ！　気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい」

			　小鹿と律子は白目を剥いてのけぞり、ようやく肉棒をひとり占めできた見星院は、全身から滴るような淫汗を噴き出させて悶絶した。

			　野太い逸物がズブズブと出入りするたびに、熱い牝汁が飛沫をあげて溢れ出している。

			「ああ、もう、ダメ、果てる、果てる、果てる。果ててしまう！　勝成、一緒に、一緒にお願い」

			　熟れた膣内がなんとも悩ましく収縮を繰り返して、肉棒を奥へ奥へと吸い込むような蠢動を繰り返す。

			「いくぞ、うおおおお」

			　勝成が雄叫びをあげて、ありったけの牡汁を注ぎ込む。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			「ああ、かかっている。かかっているの。子宮に子種がかかっているの～。いっ、ぐぅぅぅぅっ……！」

			　歓喜のなかに崩れ落ちた見星院の頭から、頭巾が取れた。

			　出家剃髪したというと、丸坊主に剃り上げるというイメージがあるが、尼僧は男の僧侶のように頭を剃るわけではなく、頭巾のなかはおかっぱが普通である。高貴な女性は腰まで届くような豊かな黒髪を誇るが、それを切るということで、俗世間から離れたことを意味したのだ。

			　見星院の左右では、小鹿と律子も泡を吹きながら悶絶している。勝成は彼女たちの秘部から指を抜き取ると、見星院からも逸物を引き抜いた。

			「はぁ……、はぁ……、はぁ……あん♪」

			　どぷ

			　逸物という栓が抜けた見星院の膣から、大量の白濁液が溢れた。

			　禁欲であるべき尼さんの、その背徳的な姿はなかなかに趣がある。まして絶世の美女だ。

			　おかげで勝成の逸物は一度射精した程度では、まったく萎えるということを知らなかった。

			　そこでたったいまでてきた穴の少し上の穴にあてがい、そのまま押し入れる。

			「はァッ、あぁぁん、あうぁ……」

			　驚き慌てた見星院は、歯の根が合わさらないのだろう。艶かしく青白い全身の肌から、ぬめるような冷や汗を浮き上がらせながら苦しげに身悶えた。

			「あれ？　陰間ははじめてでしたか？」

			「当たり前です。あぁ、なんてことを……」

			　肛門を穿たれてしまった見星院は、肛門から入った肉槍を口から出しそうな風情で、大きく口唇を開けて喘いでいる。全身から脂汗が滲み、身悶え苦しむ姿がなんともいえぬ退廃的な風情がある。

			　そんな見星院に、意識を取り戻した小鹿と律子が取りついて、全身を愛撫してやった。

			　律子は乳房を揉みながら乳首を吸い、小鹿は膣口に指を入れながら、陰核に吸いついたものだから、もう見星院はわけがわからなくなってしまったらしい。

			「お尻の穴もまた違った刺激で気持ちいいでしょ」

			「え、ええ……お……、お尻が、お尻がいいのッ！」

			　勝成に促されるままに、口を開いて認めたことで見星院は、本当に肛門でも感じてきてしまったらしい。

			「ひっ、ぐぅ、イグー……、お尻でイっちゃう……」

			「それはよかった。俺もこのままお尻のなかに出させてもらうぜ」

			　悪ぶった勝成は、麗しい尼僧の直腸に向かって欲望をぶちまけた。

			　ドクン！　ドクン！　ドクン！

			「ひぃぃぃぃ、お尻が熱いぃぃぃぃ」

			　最後の処女地に精液を注ぎ込まれた見星院は一声を張り上げると、そのまま横倒しに倒れて惚けてしまった。

			「あぁ、ああ、はぁ……」

			　はじめての陰間掘りに見星院が放心している間に、小鹿と律子が、たらいにお湯を張って持ってきた。そして、勝成の逸物と、見星院の肛門を綺麗にふき取る。

			　どんなにこの世ならざる美貌の持ち主でも、お尻の穴のなかまで綺麗でいられるわけではないのだ。

			　その間、勝成の逸物は萎えることを知らない。

			「さておまえら、落ち着いたら続きをやろうか。見星院さまにしても、陰間のあとでもう一度、観音さまで味わいたいだろうからな」

			「はい♪」

			　勝成と小鹿と律子が楽しんでいると、理性を取り戻した見星院が割り込んできた。

			「ああ、勝成、わたくしにももっとおちんぽさまをちょうだい♪」

			　女三人かかりでも、勝成の男に太刀打ちできない。

			　神聖なはずの境内では、ただの牝と堕した三匹の女の嬌声がいつまでも響き渡った。

			※

			「さぁーて、いくか」

			　翌朝、疲れきった女たちが寝ている隙に寺を抜け出した勝成は、抜けるような青空の下、大きく伸びをした。

			　冬の朝の肌に突き刺すような明澄な空気を、胸いっぱいに吸い込む。

			　女たちは裸身のまま前後の穴をたっぷりと犯され、おのおの最後に男を迎え入れた姿勢のまま、気絶するように眠っていた。

			「女連れで旅をするわけにはいかないからな」

			　これから成り上がろうと夢見る戦国武士が、女ふたりに尻に敷かれていたのではさまにならない。というか、端からみれば絶対にとてつもなく間抜けだ。きっと舐められる。

			　手切れ金代わりに家康からもらった餞別五十両をそのまま置いてきた。あれだけあれば女ふたり、そこそこには食っていけるだろう。そして、適当な男を見繕って幸せな結婚をするに違いない。おかげで懐は随分と軽くなってしまったが……、

			「まぁ、なんとかなるだろう」

			　水野藤十郎勝成、ときに二十一歳。跨る名馬は徳川家康から拝領した「小鳥しろごま」。腰に佩はいたは織田信長から拝領した左文字の名刀。胸には青雲の志だけを持って、たったひとり戦国の海原に歩みだす。

			「さーて、羽柴秀吉に仕えて、親父に一泡吹かせてやるぞ」

			　勝成の視界に広がる町並みは、朝陽を浴びて輝いていた。

			第二巻に続く。
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